
別表第１
１　システム科学技術学部
　（１）機械工学科　（令和５年度入学者）

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

LIT-1L-101 文学・文化学A 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
LIT-1L-102 文学・文化学B 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2 必　　　修　　　２　単位
LIT-1L-103 文学・文化学C 2 2 2,4,6,8 ○ ○ ○ 2 選択(1)から　 ８　単位以上
PHI-1L-101 哲学・倫理学A 2 2 2,5,8 ○ 2
PHI-1L-102 哲学・倫理学B 2 2 3,6 ○ 2
PHI-1L-103 哲学・倫理学C 2 2 1,4,7 ○ 2
PSY-1L-101 心理学A 2 2 1,3,5,7 ○ 2
PSY-1L-102 心理学B 2 2 2,6 ○ ○ 2
PSY-1L-103 心理学C 2 2 4,8 ○ ○ 2
SOC-1L-101 社会学A 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
SOC-1L-102 社会学B 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
SOC-1L-103 社会学C 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
ECO-1L-101 ミクロ経済学 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
ECO-1L-102 マクロ経済学 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
CUL-1L-201 総合科目A　人間と環境 2 2 3,5,7 ○ 2
CUL-1L-202 総合科目B　生活と情報 2 2 4,6,8 ○ 2
CUL-1L-104 日本国憲法 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
CUL-1L-102 現代の働く環境 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
CUL-1L-101 コミュニケーション入門 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
CUL-1L-103 あきた地域学 2 2 1 ○ ○ ○ 2

卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

外国語 ENG-1L-101 ＣＡＬＬⅠ 2 4 1 ○ ○ 2
（英語） ENG-1L-102 ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 ○ ○ 2 必　　　修　　 ４　単位

ENG-1L-103 科学英語 2 2 2 ○ ○ ○ 2 選択(1)から  ２　単位以上
ENG-1L-104 科学英語基礎 2 2 2 ○ ○ 2 選択(2)から  ２　単位以上
ENG-1L-201 教養英語Ⅰ 2 2 3 ○ ○ 2 選択(3)から  ２　単位以上
ENG-1L-202 英語プレゼンテーションⅠ 2 2 3 ○ ○ ○ 2 選択(4)から  ２　単位以上
ENG-1L-203 異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 3 ○ ○ 2
ENG-1L-204 実践英語Ⅰ 2 2 3 ○ ○ 2
ENG-1L-205 教養英語Ⅱ 2 2 4 ○ ○ 2
ENG-1L-206 英語プレゼンテーションⅡ 2 2 4 ○ ○ ○ 2
ENG-1L-207 異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 4 ○ ○ 2
ENG-1L-208 実践英語Ⅱ 2 2 4 ○ ○ 2
ENG-1L-301 教養英語Ⅲ 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-302 グローバルシチズンシップA 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-303 グローバルシチズンシップB 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-305 グローバルシチズンシップC 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-306 グローバルシチズンシップD 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-401 教養英語Ⅳ 2 2 6 ○ ○ (2) (2) (2)

卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

保健体育 HPE-1L-101 体育実技Ⅰ 1 2 1 ○ ○ 1
HPE-1L-201 体育実技Ⅱ 1 2 3 ○ ○ 1 選択(1)から　２　単位以上
HPE-1L-102 保健体育　 2 2 2,4 ○ 2

卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

情報科学 BIN-1L-101 情報・データサイエンス基礎(機械・知能) 2 4 1 ○ 2 必　　　修　　２　単位
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

システム SPE-1S-101 創造科学の基礎(機械) 2 2 1 ○ 2
科学技術基幹 SPE-1S-106 科学技術史 2 2 1 ○ 2 必　　　修　　 ８　単位

SPE-1S-107 環境科学 2 2 2 ○ ○ 2 選択(1)から　６　単位以上
BUS-1S-201 ベンチャービジネス論 2 2 3,5,7 ○ ○ 2
SPE-1S-108 システム科学入門(機械・知能) ○工業 2 2 1 ○ 2
SPE-1S-110 システム科学応用(機械) 　 工業 2 2 2 ○ 2
EXP-1S-201 システム科学演習(機械) 　 工業 2 4 3 ○ ○ 2
SPE-1S-202 システム科学技術概論 ○工業 2 2 3 ○ ○ ○ 2
SPE-1S-203 あきた地域学アドバンスト 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
GEE-1S-201 再生可能エネルギー入門 2 2 4 ○ 2
AGE-1S-101 スマート農業入門 2 2 5 ○ ○ 2
SPE-1S-114 持続可能な社会と情報処理 1 1 1,3,5 ○ ○ 1

卒業に必要な単位数 8 6 合　計　　　１４　単位

授業科目 単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
必修 (1) (2) (3)

共通基礎 MAT-1S-101 解析学Ⅰa 2 2 1 ○ 2
MAT-1S-106 解析学Ⅰb 2 2 2 ○ 2 必　　　修　　１０　単位
MAT-1S-107 解析学Ⅱ 2 2 2 ○ 2 選択必修　 　 ２　単位
MAT-1S-111 線形代数学 2 2 1 ○ 2 選択(1)から　 ４　単位以上
MAT-1S-115 確率・統計学 2 2 1 ○ 2
MAT-1S-202 工業数学(機械・経営) 工業 2 2 3 ○ 2
PHY-1S-101 基礎物理学 2 2 1 ○ 2
PHY-1S-102 物理学Ⅰ(機械) 2 2 2 ○ 2
PHY-1S-106 物理学Ⅱ(機械) 2 2 2 ○ 2
EXP-1S-204 物理学実験 2 4 3 ○ ○ 2
BCH-1S-101 化学Ⅰ 2 2 1 ○ 2
BCH-1S-102 化学Ⅱ 2 2 2 ○ 2
BBI-1S-201 生物学 2 2 3 ○ 2
SPE-1S-204 職業指導(工業) ○工業 2 2 3 ○ ○ ○ 2

卒業に必要な単位数 10 2 4 合　計　　　１６　単位
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　（１）機械工学科　（令和５年度入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
(１) (2) (１)

専門科目 EXP-1S-104 機械工学実習 工業 2 4 2 ○ ○ ○ 2
MEE-1S-201 設計製図Ⅰ 工業 2 4 4 ○ ○ 2
MEE-1S-308 設計製図Ⅱ 工業 2 4 5 ○ ○ 2
EXP-1S-301 機械工学実験 2 4 5 ○ ○ ○ 2
EXP-1S-302 機械工学プロジェクト 2 4 6 ○ ○ ○ ○ ○ 2
MEE-1S-202 材料力学Ⅰ 工業 2 2 3 ○ 2
MEE-1S-203 材料力学Ⅱ 2 2 4 ○ 2
MEE-1S-301 材料力学Ⅲ 2 2 5 ○ 2
MEE-1S-204 熱力学Ⅰ 工業 2 2 3 ○ 2
MEE-1S-205 熱力学Ⅱ 2 2 4 ○ 2
MEE-1S-302 伝熱工学 2 2 5 ○ 2
MEE-1S-206 流体力学Ⅰ 工業 2 2 4 ○ 2
MEE-1S-303 流体力学Ⅱ 2 2 5 ○ 2
MEE-1S-207 機械力学Ⅰ 2 2 4 ○ 2
MEE-1S-304 機械力学Ⅱ 2 2 5 ○ 2
MEE-1S-101 機械材料学 工業 2 2 1 ○ 2
MEE-1S-103 知能機械製作学 工業 2 2 2 ○ 2
MEE-1S-208 加工工学 工業 2 2 4 ○ 2
MAE-1S-201 知能材料学 工業 2 2 4 ○ 2
MEE-1S-305 破壊力学 2 2 5 ○ 2
COS-1S-301 計算力学 工業 2 2 5 ○ 2
COS-1S-201 数値シミュレーション法 工業 2 2 4 ○ 2
MEE-1S-209 機械設計工学(機械) 工業 2 2 4 ○ ○ 2
MEE-1S-306 CAD/CAM 工業 2 2 6 ○ 2
MEE-1S-210 制御工学 2 2 4 ○ 2
MEE-1S-307 計測工学(機械) 2 2 5 ○ 2
MEE-1S-309 機構学 工業 2 2 6 ○ 2
MEE-1S-316 エネルギシステム工学 工業 2 2 6 ○ ○ 2 (2)
MEE-1S-317 輸送機械工学 工業 2 2 6 ○ ○ 2 (2)
MEE-1S-318 生産システム工学 工業 2 2 6 ○ ○ 2 (2)
SPE-1S-301 機械工学特別講義 2 2 6 ○ ○ ○ ○ 2
BCA-1S-101 プログラミング基礎 工業 2 4 2 ○ 2
MEE-1S-211 一般力学 工業 2 2 3 ○ 2
PHY-1S-202 物理学Ⅲ 2 2 3 ○ 2
EXP-1S-206 数学および物理学演習 2 4 3 ○ 2
MAT-1S-206 応用数学Ⅰ 2 2 4 ○ 2 (2)
MAT-1S-207 応用数学Ⅱ 2 2 4 ○ 2 (2)
EXP-1S-303 応用数学演習 1 2 5 ○ 1
ENG-1S-301 工学英語 2 2 5 ○ ○ 2
EXP-1S-304 機械工学演習Ⅰ 1 2 5 ○ 1
EXP-1S-305 機械工学演習Ⅱ 1 2 6 ○ 1
EXP-1S-401 セミナー 2 2 7 ○ ○ ○ ○ ○ 2
EXP-1S-402 卒業研究 8 8 7,8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

他学科専門科目 (他学科専門科目) (10)
SPE-1S-205 インターンシップA 2 2 3 ○ ○ ○ ○ 2
SPE-1S-303 インターンシップB 2 2 5 ○ ○ ○ ○ 2
EXP-1S-107 専門分野と異文化の国際研修A 1 1 1 ○ ○ ○ 1

卒業に必要な単位数 32 2 2 32
必修 選択必修 選択
58 6 60

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、必修１０単位、選択必修２単位（「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」のいずれか1科目）を含む、１６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修科目３２単位及び選択必修科目４単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目の選択必修科目のうち、「応用数学Ⅰ」「応用数学Ⅱ」から２単位以上を修得。
　・専門科目の選択必修科目のうち、「エネルギシステム工学」「輸送機械工学」「生産システム工学」から２単位以上を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、１４単位以上（自由科目を除く）を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者（３年以上在籍する者にあっては、第６セメスター以降の各セメスター終了時に以下の要件を満たした者）及び
  別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・共通基礎科目は、必修及び選択必修１２単位を含む１６単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修及び選択必修１６単位を含む４０単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・「機械工学実習」「設計製図Ⅰ」「設計製図Ⅱ」「機械工学実験」「機械工学プロジェクト」「機械工学演習Ⅰ」「機械工学演習Ⅱ」　から５科目以上を修得。

４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
５　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。
６　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。
７　教養科目には、人文社会科学科目、外国語科目、保健体育科目、情報科学科目が該当し、
　　専門教育科目には、システム科学技術基幹科目、共通基礎科目、専門科目が該当する。
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学科科目、単位互換協定に基づく
他大学等の開講科目を充てること
ができる。

機械工学応用

機械工学一般
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合　計　　　６８　単位

卒業に必要な単位数の合計 総合計　　１２４　単位

機械工学演習

セミナー・卒業研
究等

その他
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　（２）知能メカトロニクス学科　（令和５年度入学者）

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

人文社会科学 LIT-1L-101 文学・文化学A 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
LIT-1L-102 文学・文化学B 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2 必　　　修　　　２　単位
LIT-1L-103 文学・文化学C 2 2 2,4,6,8 ○ ○ ○ 2 選択(1)から　 ８　単位以上
PHI-1L-101 哲学・倫理学A 2 2 2,5,8 ○ 2
PHI-1L-102 哲学・倫理学B 2 2 3,6 ○ 2
PHI-1L-103 哲学・倫理学C 2 2 1,4,7 ○ 2
PSY-1L-101 心理学A 2 2 1,3,5,7 ○ 2
PSY-1L-102 心理学B 2 2 2,6 ○ ○ 2
PSY-1L-103 心理学C 2 2 4,8 ○ ○ 2
SOC-1L-101 社会学A 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
SOC-1L-102 社会学B 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
SOC-1L-103 社会学C 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
ECO-1L-101 ミクロ経済学 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
ECO-1L-102 マクロ経済学 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
CUL-1L-201 総合科目A　人間と環境 2 2 3,5,7 ○ 2
CUL-1L-202 総合科目B　生活と情報 2 2 4,6,8 ○ 2
CUL-1L-104 日本国憲法 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
CUL-1L-102 現代の働く環境 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
CUL-1L-101 コミュニケーション入門 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
CUL-1L-103 あきた地域学 2 2 1 ○ ○ ○ 2

卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

外国語 ENG-1L-101 ＣＡＬＬⅠ 2 4 1 ○ ○ 2
（英語） ENG-1L-102 ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 ○ ○ 2 必　　　修　　　４　単位

ENG-1L-103 科学英語 2 2 2 ○ ○ ○ 2 選択(1)から　 ２　単位以上
ENG-1L-104 科学英語基礎 2 2 2 ○ ○ 2 選択(2)から　 ２　単位以上
ENG-1L-201 教養英語Ⅰ 2 2 3 ○ ○ 2 選択(3)から　 ２　単位以上
ENG-1L-202 英語プレゼンテーションⅠ 2 2 3 ○ ○ ○ 2 選択(4)から　 ２　単位以上
ENG-1L-203 異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 3 ○ ○ 2
ENG-1L-204 実践英語Ⅰ 2 2 3 ○ ○ 2
ENG-1L-205 教養英語Ⅱ 2 2 4 ○ ○ 2
ENG-1L-206 英語プレゼンテーションⅡ 2 2 4 ○ ○ ○ 2
ENG-1L-207 異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 4 ○ ○ 2
ENG-1L-208 実践英語Ⅱ 2 2 4 ○ ○ 2
ENG-1L-301 教養英語Ⅲ 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-302 グローバルシチズンシップA 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-303 グローバルシチズンシップB 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-305 グローバルシチズンシップC 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-306 グローバルシチズンシップD 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-401 教養英語Ⅳ 2 2 6 ○ ○ (2) (2) (2)

卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

保健体育 HPE-1L-101 体育実技Ⅰ 1 2 1 ○ ○ 1
HPE-1L-201 体育実技Ⅱ 1 2 3 ○ ○ 1 選択(1)から　 ２　単位以上
HPE-1L-102 保健体育　 2 2 2,4 ○ 2

卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

情報科学 BIN-1L-101 情報・データサイエンス基礎(機械・知能) 2 4 1 ○ 2 必　　　修　　２　単位
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

システム SPE-1S-102 創造科学の基礎(知能) 2 2 1 ○ 2
科学技術基幹 SPE-1S-106 科学技術史 2 2 1 ○ 2 必　　　修　　　８　単位

SPE-1S-107 環境科学 2 2 2 ○ ○ 2 選択(1)から　 ６　単位以上
BUS-1S-201 ベンチャービジネス論 2 2 3,5,7 ○ ○ 2
SPE-1S-108 システム科学入門(機械・知能) ○工業 2 2 1 ○ 2
SPE-1S-111 システム科学応用(知能)  　工業 2 2 2 ○ 2
EXP-1S-202 システム科学演習(知能) 　 工業 2 4 4 ○ ○ 2
SPE-1S-202 システム科学技術概論 ○工業 2 2 3 ○ ○ ○ 2
SPE-1S-203 あきた地域学アドバンスト 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
GEE-1S-201 再生可能エネルギー入門 2 2 4 ○ 2
AGE-1S-101 スマート農業入門 2 2 5 ○ ○ 2
SPE-1S-114 持続可能な社会と情報処理 1 1 1,3,5 ○ ○ 1

卒業に必要な単位数 8 6 合　計　　　１４　単位

授業科目 単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
必修 (1) (2) (3)

共通基礎 MAT-1S-102 解析学Ⅰa 2 2 1 ○ 2
MAT-1S-106 解析学Ⅰb 2 2 2 ○ 2 必　　　修　　　８　単位
MAT-1S-108 解析学Ⅱ 2 2 2 ○ 2 選択必修　　　２　単位
MAT-1S-112 線形代数学 2 2 1 ○ 2 選択(1)から　 ６　単位以上
MAT-1S-116 確率・統計学 2 2 2 ○ 2
MAT-1S-203 工業数学(知能)  　工業 2 2 3 ○ 2
PHY-1S-103 物理学Ⅰ(知能) 2 2 2 ○ 2
PHY-1S-201 物理学Ⅱ(知能・情報) 2 2 4 ○ 2
EXP-1S-205 物理学実験 2 4 3 ○ ○ 2
BCH-1S-101 化学Ⅰ 2 2 1 ○ 2
BCH-1S-102 化学Ⅱ 2 2 2 ○ 2
BBI-1S-201 生物学 2 2 3 ○ 2
SPE-1S-204 職業指導(工業) ○工業 2 2 3 ○ ○ ○ 2

卒業に必要な単位数 8 2 6 合　計　　　１６　単位
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　（２）知能メカトロニクス学科　（令和５年度入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
(１) (2) (１)

専門科目 EXP-1S-105 知能メカトロニクス通論Ⅰ 工業 2 4 2 ○ ○ ○ ○ 2
EXP-1S-207 知能メカトロニクス通論Ⅱ 3 4 3 ○ ○ ○ 3
EXP-1S-208 知能メカトロニクス通論Ⅲ 3 4 4 ○ ○ ○ 3
EXP-1S-306 知能メカトロニクス通論Ⅳ 2 4 5 ○ ○ ○ ○ 2 選択必修(1)から　 ２　単位以上
EEE-1S-102 電気回路学Ⅰ 工業 2 2 1 ○ 2 選択(1)から　　 ２０　単位以上
EEE-1S-201 電気回路学Ⅱ 工業 2 2 3 ○ 2
EEE-1S-202 論理回路学(知能) 2 2 3 ○ 2
EEE-1S-203 電子回路学 工業 2 2 4 ○ 2
EEE-1S-204 電磁気学 工業 2 2 4 ○ 2
EEE-1S-205 電子物性 2 2 4 ○ 2
EEE-1S-301 電気電子材料 工業 2 2 5 ○ 2
MEE-1S-102 機械材料学 工業 2 2 2 ○ 2
MEE-1S-212 機械要素学 2 2 3 ○ 2
MEE-1S-213 材料力学Ⅰ 工業 2 2 3 ○ 2
MEE-1S-214 材料力学Ⅱ 2 2 4 ○ 2
MEE-1S-215 機械力学 2 2 4 ○ 2
MEE-1S-310 機械設計工学(知能) 工業 2 2 5 ○ 2
MEE-1S-311 設計製図 2 4 5 ○ 2
EEE-1S-104 センサ工学 工業 2 2 2 ○ 2
MAT-1S-208 応用数学 2 2 4 ○ ○ 2
GEE-1S-202 制御工学Ⅰ 工業 2 2 4 ○ 2
GEE-1S-301 制御工学Ⅱ 工業 2 2 5 ○ 2
BCA-1S-201 プログラミング言語Ⅰ 工業 2 2 3 ○ 2
BCA-1S-202 プログラミング言語Ⅱ 工業 2 2 4 ○ 2
GEE-1S-302 知能メカトロニクス概論 工業 2 2 5 ○ ○ 2
EEE-1S-302 ディジタル信号処理 2 2 5 ○ 2
MEE-1S-312 計測工学(知能) 2 2 5 ○ 2
EEE-1S-303 波動伝送工学 2 2 5 ○ 2
GEE-1S-303 応用解析力学 2 2 5 ○ ○ 2
MAT-1S-301 最適化手法 2 2 6 ○ 2
MEE-1S-216 熱力学 2 2 4 ○ 2
MEE-1S-313 流体工学 工業 2 2 6 ○ 2
EEE-1S-304 気体放電論 2 2 6 ○ 2
MEE-1S-217 知能機械制御 工業 2 2 4 ○ ○ 2
MEE-1S-314 機械知能学 2 2 5 ○ ○ 2
MEE-1S-315 ロボット工学 2 2 5 ○ ○ 2
EEE-1S-305 電子デバイス工学 工業 2 2 6 ○ 2
EEE-1S-306 応用センシング工学 2 2 6 ○ ○ 2
EEE-1S-307 通信システム 工業 2 2 6 ○ 2
MEE-1S-318 生産システム工学 工業 2 2 6 ○ ○ （2) 2
MEE-1S-316 エネルギシステム工学 工業 2 2 6 ○ ○ （2) 2
MEE-1S-317 輸送機械工学 工業 2 2 6 ○ ○ （2) 2
EXP-1S-307 課題研究 2 2 6 ○ ○ ○ 2
EXP-1S-403 セミナー 2 2 7 ○ ○ ○ 2
EXP-1S-404 卒業研究 8 8 7,8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
BCA-1S-103 データサイエンスプログラミングA 1 1 1 1
BCA-1S-206 データサイエンスプログラミングB 1 1 2 1

他学科専門科目 (他学科専門科目) (10)
SPE-1S-205 インターンシップA 2 2 3 ○ ○ ○ ○ 2
SPE-1S-303 インターンシップB 2 2 5 ○ ○ ○ ○ 2
EXP-1S-107 専門分野と異文化の国際研修A 1 1 1 ○ ○ ○ 1

卒業に必要な単位数 46 2 20
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

70 4 50

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、必修８単位、選択必修２単位（解析学Ⅰa、解析学Ⅰbのいずれか1科目）を含む、１６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修科目４６単位及び選択必修科目２単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目の選択必修科目のうち、「エネルギシステム工学」、「輸送機械工学」、「生産システム工学」から２単位以上を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、１４単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「知能メカトロニクス通論Ⅰ」を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・共通基礎科目は、必修及び選択必修１０単位を含む１６単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修及び選択必修２６単位を含む４６単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・「知能メカトロニクス通論Ⅰ」「知能メカトロニクス通論Ⅱ」「知能メカトロニクス通論Ⅲ」「知能メカトロニクス通論Ⅳ」「課題研究」を修得。

４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
５　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。
６　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。
７　教養科目には、人文社会科学科目、外国語科目、保健体育科目、情報科学科目が該当し、
　　専門教育科目には、システム科学技術基幹科目、共通基礎科目、専門科目が該当する。
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電気電子系
基礎

選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく
他大学等の開講科目を充てること
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基礎

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ系
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ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ系
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セミナー・卒業研
究等

合　計　　　６８　単位

データサイエンス
プログラミング

その他
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　（３）情報工学科　（令和５年度入学者）

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

人文社会科学 LIT-1L-101 文学・文化学A 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
LIT-1L-102 文学・文化学B 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2 必　　 修　　　２　単位
LIT-1L-103 文学・文化学C 2 2 2,4,6,8 ○ ○ ○ 2 選択(1)から　 ８　単位以上
PHI-1L-101 哲学・倫理学A 2 2 2,5,8 ○ 2
PHI-1L-102 哲学・倫理学B 2 2 3,6 ○ 2
PHI-1L-103 哲学・倫理学C 2 2 1,4,7 ○ 2
PSY-1L-101 心理学A 2 2 1,3,5,7 ○ 2
PSY-1L-102 心理学B 2 2 2,6 ○ ○ 2
PSY-1L-103 心理学C 2 2 4,8 ○ ○ 2
SOC-1L-101 社会学A 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
SOC-1L-102 社会学B 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
SOC-1L-103 社会学C 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
ECO-1L-101 ミクロ経済学 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
ECO-1L-102 マクロ経済学 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
CUL-1L-201 総合科目A　人間と環境 2 2 3,5,7 ○ 2
CUL-1L-202 総合科目B　生活と情報 2 2 4,6,8 ○ 2
CUL-1L-104 日本国憲法 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
CUL-1L-102 現代の働く環境 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
CUL-1L-101 コミュニケーション入門 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
CUL-1L-103 あきた地域学 2 2 1 ○ ○ ○ 2

卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

外国語 ENG-1L-101 ＣＡＬＬⅠ 2 4 1 ○ ○ 2
（英語） ENG-1L-102 ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 ○ ○ 2 必　　修　　　 ４　単位

ENG-1L-103 科学英語 2 2 2 ○ ○ ○ 2 選択(1)から　 ２　単位以上
ENG-1L-104 科学英語基礎 2 2 2 ○ ○ 2 選択(2)から　 ２　単位以上
ENG-1L-201 教養英語Ⅰ 2 2 3 ○ ○ 2 選択(3)から　 ２　単位以上
ENG-1L-202 英語プレゼンテーションⅠ 2 2 3 ○ ○ ○ 2 選択(4)から　 ２　単位以上
ENG-1L-203 異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 3 ○ ○ 2
ENG-1L-204 実践英語Ⅰ 2 2 3 ○ ○ 2
ENG-1L-205 教養英語Ⅱ 2 2 4 ○ ○ 2
ENG-1L-206 英語プレゼンテーションⅡ 2 2 4 ○ ○ ○ 2
ENG-1L-207 異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 4 ○ ○ 2
ENG-1L-208 実践英語Ⅱ 2 2 4 ○ ○ 2
ENG-1L-301 教養英語Ⅲ 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-302 グローバルシチズンシップA 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-303 グローバルシチズンシップB 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-305 グローバルシチズンシップC 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-306 グローバルシチズンシップD 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-401 教養英語Ⅳ 2 2 6 ○ ○ (2) (2) (2)

卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

保健体育 HPE-1L-101 体育実技Ⅰ 1 2 1 ○ ○ 1
HPE-1L-201 体育実技Ⅱ 1 2 3 ○ ○ 1 選択(1)から　２　単位以上
HPE-1L-102 保健体育　 2 2 2,4 ○ 2

卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

情報科学 BIN-1L-102 情報・データサイエンス基礎(情報・建築・経営) 2 4 1 ○ 2 必　　　修　　２　単位
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

システム SPE-1S-103 創造科学の基礎(情報) 2 2 1 ○ 2
科学技術基幹 SPE-1S-106 科学技術史 2 2 1 ○ 2 必　　修　　１０　単位

SPE-1S-107 環境科学 2 2 2 ○ ○ 2
BUS-1S-201 ベンチャービジネス論 2 2 3,5,7 ○ ○ 2
SPE-1S-109 システム科学入門(情報・建築・経営) 2 2 1 ○ 2
SPE-1S-201 システム科学応用(情報) ○情報 2 2 4 ○ 2
EXP-1S-203 システム科学演習(情報) 　 情報 2 4 3 ○ ○ 2
SPE-1S-202 システム科学技術概論 2 2 3 ○ ○ ○ 2
SPE-1S-203 あきた地域学アドバンスト 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
GEE-1S-201 再生可能エネルギー入門 2 2 4 ○ 2
AGE-1S-101 スマート農業入門 2 2 5 ○ ○ 2
SPE-1S-114 持続可能な社会と情報処理 1 1 1,3,5 ○ ○ 1

卒業に必要な単位数 10 ※ ※

授業科目 単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
必修 (1) (2) (3)

共通基礎 MAT-1S-103 解析学Ⅰa 2 2 1 ○ 2 必　　修　　　１２　単位
MAT-1S-106 解析学Ⅰb 2 2 2 ○ 2 選択必修　　  ２　単位
MAT-1S-109 解析学Ⅱ 2 2 2 ○ 2
MAT-1S-113 線形代数学 2 2 1 ○ 2
MAT-1S-117 確率・統計学 2 2 2 ○ 2
MAT-1S-204 工業数学(情報) 2 2 3 ○ 2
PHY-1S-104 物理学Ⅰ(情報) 2 2 2 ○ 2
PHY-1S-201 物理学Ⅱ(知能・情報) 2 2 4 ○ 2
EXP-1S-103 物理学実験 2 4 2 ○ ○ 2
BCH-1S-101 化学Ⅰ 2 2 1 ○ 2
BCH-1S-102 化学Ⅱ 2 2 2 ○ 2
BBI-1S-201 生物学 2 2 3 ○ 2
SPE-1S-204 職業指導(工業) 2 2 3 ○ ○ ○ 2

卒業に必要な単位数 12 2 ※ ※

DP5 DP6 必修
選択種類

ナンバリング
コード

教職課程
の教科

週時
間数

開講セ
メスター

週時
間数

開講セ
メスター

身につく能力

DP1

自由

選択(1)のうち４単位は、放送
大学開講科目（ただし、外国
語科目は２単位まで）又は単
位互換協定における他大学の
開講科目を充てることができ
る。

種類
教職課程
の教科

必修選択区分・単位数

必修
選択種類

教職課程
の教科

必修
選択

必修選択区分・単位数

DP2 DP3 DP4 DP5

DP6

週時
間数

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)
及び(4)のいずれか一つにす
ることができる。

種類
教職課程
の教科

必修選択区分・単位数

※システム科学技術基幹科目
と共通基礎科目は合計３０単
位以上（必修２２単位及び選
択必修２単位を含む）を修得。
※「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰ
a」履修者（かつ単位未修得の
者）が受講対象となる。対象と
ならない者が履修した場合は
自由単位となり、卒業要件に
は含まれない。

選択
自由

※システム科学技術基幹科目
と共通基礎科目は合計３０単
位以上（必修２２単位及び選
択必修２単位を含む）を修得

自由

必修選択区分・単位数

自由

種類
教職課程
の教科

必修選択区分・単位数

種類
教職課程
の教科

必修選択区分・単位数

必修

週時
間数

開講セ
メスター

身につく能力

DP1 DP6

週時
間数

開講セ
メスター

身につく能力

DP1

自由

必修
選択

必修
選択

自由

DP6

DP6

週時
間数

開講セ
メスター

身につく能力

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6

DP4

開講セ
メスター

身につく能力

DP1

ナンバリング
コード

ナンバリング
コード

ナンバリング
コード

ナンバリング
コード

ナンバリング
コード DP2 DP3 DP4 DP5

DP2 DP3 DP4 DP5

DP2 DP3 DP4 DP5

身につく能力

DP1 DP2 DP3



　（３）情報工学科　（令和５年度入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
(１) (2) (１)

専門科目 BCA-1S-102 プログラミングⅠ ○情報 3 4 2 〇 3
BCA-1S-203 プログラミングⅡ 　 情報 3 4 3 〇 3
BCA-1S-204 プログラミングⅢ 3 4 4 〇 3
EXP-1S-209 システム創成プロジェクト実習Ⅰ 2 4 4 〇 〇 〇 2 選択(1)から　　２８　単位以上
EXP-1S-308 システム創成プロジェクト実習Ⅱ 2 4 5 〇 〇 〇 2
EEE-1S-206 ディジタル信号処理 ○情報 2 2 4 〇 2
HIS-1S-301 音響工学 ○情報 2 2 5 〇 2
HIS-1S-302 画像信号処理 ○情報 2 2 5 〇 2
HIS-1S-303 音信号処理 　 情報 2 2 6 〇 〇 2
HIS-1S-304 パターン認識と機械学習 　 情報 2 2 6 〇 2
HIS-1S-305 感性情報工学 　 情報 2 2 6 〇 2
EEE-1S-101 論理回路学(情報) ○情報 2 2 2 〇 2
BCA-1S-205 システムアーキテクチャ ○情報 2 2 3 〇 2
BCA-1S-301 情報システム学 ○情報 2 2 5 〇 2
BCA-1S-302 情報ネットワーク工学 ○情報 2 2 5 〇 〇 2
EEE-1S-308 モバイルネットワーク工学 　情報 2 2 6 〇 2
EEE-1S-103 電気回路学Ⅰ 2 2 1 〇 2
EEE-1S-201 電気回路学Ⅱ 2 2 3 〇 2
EEE-1S-207 電子回路学 2 2 4 〇 2
EEE-1S-204 電磁気学 2 2 4 〇 2
EEE-1S-309 情報通信工学 　 情報 2 2 6 〇 2
MAT-1S-209 離散数学 　 情報 2 2 3 〇 2
EEE-1S-208 情報理論 　 情報 2 2 4 〇 2
BIN-1S-201 アルゴリズムとデータ構造 ○情報 2 2 4 〇 2
MAT-1S-302 数値解析 　 情報 2 2 5 〇 2
HIS-1S-306 人工知能 　 情報 2 2 5 〇 2
HIS-1S-307 データサイエンス実践 2 2 6 〇 〇 2
BIN-1S-301 シミュレーション工学 2 2 6 〇 2
MAT-1S-123 数理統計Ⅰ 2 2 2 〇 〇 2
MAT-1S-210 数理統計Ⅱ 2 2 3 〇 〇 2
MAT-1S-301 最適化手法 2 2 6 〇 2
BCA-1S-303 情報社会と情報倫理 ○情報 2 2 5 〇 〇 2
BIN-1S-302 情報と職業 ○情報 2 2 6 〇 〇 〇 2
BIN-1S-303 秋田の情報産業 2 2 6 〇 〇 〇 2
ENG-1S-302 技術英語 1 1 5 〇 〇 1
SPE-1S-302 科学技術ライティング 1 1 6 〇 1
EXP-1S-309 情報工学セミナー 2 2 6 〇 〇 〇 2
EXP-1S-405 卒業研究 8 8 7,8 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8
EXP-1S-106 基礎セミナー 1 2 1 〇 1
MAT-1S-119 数学基礎演習A 1 2 1 〇 1
MAT-1S-120 数学基礎演習B 1 2 2 〇 1
BCA-1S-103 データサイエンスプログラミングA 1 1 1 1
BCA-1S-206 データサイエンスプログラミングB 1 1 2 1

他学科専門科目 (他学科専門科目) (10)
SPE-1S-205 インターンシップA 2 2 3 ○ ○ ○ ○ 2
SPE-1S-303 インターンシップB 2 2 5 ○ ○ ○ ○ 2
EXP-1S-107 専門分野と異文化の国際研修A 1 1 1 ○ ○ ○ 1

卒業に必要な単位数 40 28
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

70 2 52

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を修得。
　・共通基礎科目は、必修１２単位、選択必修２単位（解析学Ⅰa、解析学Ⅰbのいずれか1科目）を修得。
　・システム科学技術基幹科目と共通基礎科目は合計３０単位以上（必修科目２２単位及び選択必修科目２単位を含む。自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修科目４０単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目及び共通基礎科目から２６単位以上（自由科目を除く）を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目及び共通基礎科目から２８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修２４単位を含む４８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「プログラミングⅠ」「プログラミングⅡ」「システム創成プロジェクト実習Ⅰ」「システム創成プロジェクト実習Ⅱ」「基礎セミナー」「情報工学セミナー」を修得。
４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
５　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。
６　教養科目には、人文社会科学科目、外国語科目、保健体育科目、情報科学科目が該当し、
　　専門教育科目には、システム科学技術基幹科目、共通基礎科目、専門科目が該当する。

種類
教職課程
の教科

必修選択区分・単位数

必修
選択必修

DP4 DP5 DP6

ナンバリング
コード

メディア情報処理

選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく
他大学等の開講科目を充てること
ができる。ハードウェア機

構と情報ネット
ワークシステム

週時
間数 自由

卒業に必要な区分別単位数

問題発見・解決
型実践的学修

必　　 　修　　　４０　単位

開講セ
メスター

身につく能力

DP1 DP2 DP3

総合計　　１２４　単位

基礎情報工学と
知能情報処理

社会と情報

コミュニケーショ
ン能力

セミナー・卒業研
究等

基礎演習

合　計　　　６８　単位

データサイエンス
プログラミング

その他
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　（４）建築環境システム学科　（令和５年度入学者）

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

人文社会科学 LIT-1L-101 文学・文化学A 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
LIT-1L-102 文学・文化学B 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2 必　　修　　　２　単位
LIT-1L-103 文学・文化学C 2 2 2,4,6,8 ○ ○ ○ 2 選択(1)から   ８　単位以上
PHI-1L-101 哲学・倫理学A 2 2 2,5,8 ○ 2
PHI-1L-102 哲学・倫理学B 2 2 3,6 ○ 2
PHI-1L-103 哲学・倫理学C 2 2 1,4,7 ○ 2
PSY-1L-101 心理学A 2 2 1,3,5,7 ○ 2
PSY-1L-102 心理学B 2 2 2,6 ○ ○ 2
PSY-1L-103 心理学C 2 2 4,8 ○ ○ 2
SOC-1L-101 社会学A 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
SOC-1L-102 社会学B 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
SOC-1L-103 社会学C 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
ECO-1L-101 ミクロ経済学 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
ECO-1L-102 マクロ経済学 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
CUL-1L-201 総合科目A　人間と環境 2 2 3,5,7 ○ 2
CUL-1L-202 総合科目B　生活と情報 2 2 4,6,8 ○ 2
CUL-1L-104 日本国憲法 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
CUL-1L-102 現代の働く環境 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
CUL-1L-101 コミュニケーション入門 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
CUL-1L-103 あきた地域学 2 2 1 ○ ○ ○ 2

卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

外国語 ENG-1L-101 ＣＡＬＬⅠ 2 4 1 ○ ○ 2
（英語） ENG-1L-102 ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 ○ ○ 2 必　　修　　　４　単位

ENG-1L-103 科学英語 2 2 2 ○ ○ ○ 2 選択(1)から　 ２　単位以上
ENG-1L-104 科学英語基礎 2 2 2 ○ ○ 2 選択(2)から　 ２　単位以上
ENG-1L-201 教養英語Ⅰ 2 2 3 ○ ○ 2 選択(3)から   ２　単位以上
ENG-1L-202 英語プレゼンテーションⅠ 2 2 3 ○ ○ ○ 2 選択(4)から　 ２　単位以上
ENG-1L-203 異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 3 ○ ○ 2
ENG-1L-204 実践英語Ⅰ 2 2 3 ○ ○ 2
ENG-1L-205 教養英語Ⅱ 2 2 4 ○ ○ 2
ENG-1L-206 英語プレゼンテーションⅡ 2 2 4 ○ ○ ○ 2
ENG-1L-207 異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 4 ○ ○ 2
ENG-1L-208 実践英語Ⅱ 2 2 4 ○ ○ 2
ENG-1L-301 教養英語Ⅲ 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-302 グローバルシチズンシップA 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-303 グローバルシチズンシップB 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-305 グローバルシチズンシップC 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-306 グローバルシチズンシップD 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-401 教養英語Ⅳ 2 2 6 ○ ○ (2) (2) (2)

卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

保健体育 HPE-1L-101 体育実技Ⅰ 1 2 1 ○ ○ 1
HPE-1L-201 体育実技Ⅱ 1 2 3 ○ ○ 1 選択(1)から　 ２　単位以上
HPE-1L-102 保健体育　 2 2 2,4 ○ 2

卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

情報科学 BIN-1L-102 情報・データサイエンス基礎(情報・建築・経営) 2 4 1 ○ 2 必　　　修　　２　単位
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

システム SPE-1S-104 創造科学の基礎(建築) 2 2 1 ○ 2 必　　修　　１０　単位
科学技術基幹 SPE-1S-106 科学技術史 2 2 1 ○ 2

SPE-1S-107 環境科学 2 2 2 ○ ○ 2
BUS-1S-201 ベンチャービジネス論 2 2 3,5,7 ○ ○ 2
SPE-1S-109 システム科学入門(情報・建築・経営) ○工業 2 2 1 ○ 2
SPE-1S-112 システム科学応用(建築) 2 2 2 ○ 2
EXP-1S-101 システム科学演習(建築) 2 4 1 ○ ○ 2
SPE-1S-202 システム科学技術概論 ○工業 2 2 3 ○ ○ ○ 2
SPE-1S-203 あきた地域学アドバンスト 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
GEE-1S-201 再生可能エネルギー入門 2 2 4 ○ 2
AGE-1S-101 スマート農業入門 2 2 5 ○ ○ 2
SPE-1S-114 持続可能な社会と情報処理 1 1 1,3,5 ○ ○ 1

卒業に必要な単位数 10 ※ ※

授業科目 単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
必修 (1) (2) (3)

共通基礎 MAT-1S-104 解析学Ⅰa 2 2 1 ○ 2 必　　修　　　２　単位
MAT-1S-106 解析学Ⅰb 2 2 2 ○ (2)
MAT-1S-110 解析学Ⅱ 2 2 2 ○ 2
MAT-1S-114 線形代数学 2 2 1 ○ 2
MAT-1S-201 確率・統計学 2 2 3 ○ 2
MAT-1S-205 工業数学(建築) 　 工業 2 2 3 ○ 2
PHY-1S-105 物理学Ⅰ(建築・経営) 2 2 1 ○ 2
PHY-1S-107 物理学Ⅱ(建築・経営) 2 2 2 ○ 2
EXP-1S-103 物理学実験 2 4 2 ○ ○ 2
BCH-1S-101 化学Ⅰ 2 2 3 ○ 2
BCH-1S-102 化学Ⅱ 2 2 4 ○ 2
BBI-1S-201 生物学 2 2 3 ○ 2
SPE-1S-204 職業指導(工業) ○工業 2 2 3 ○ ○ ○ 2

卒業に必要な単位数 2 ※ ※

ナンバリング
コード

教職課程
の教科

週時
間数

開講セ
メスター

身につく能力

種類
教職課程
の教科

必修選択区分・単位数

週時
間数

開講セ
メスター

身につく能力

DP1
種類

教職課程
の教科

必修選択区分・単位数

選択
自由

DP6

種類
教職課程
の教科

教職課程
の教科

必修選択区分・単位数
週時
間数

開講セ
メスター

身につく能力

DP1 DP2 DP4 DP5

※システム科学技術基幹科目の
「ベンチャービジネス論」「システム
科学演習（建築）」「システム科学技
術概論」「あきた地域学アドバンス
ト」「再生可能エネルギー入門」「ス
マート農業入門」、および共通基礎
科目の数学６科目・「物理学Ⅰ」「物
理学Ⅱ」・化学２科目・「生物学」のう
ちから合計１６単位を修得。
※数学６科目のうち「解析学Ⅰa」
「解析学Ⅰb」はどちらかひとつを卒
業要件に含めることができる。「解
析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」履修者（か
つ単位未修得の者）が受講対象と
なる。

必修
選択

自由

選択(1)のうち４単位は、放送
大学開講科目（ただし、外国
語科目は２単位まで）又は単
位互換協定における他大学の
開講科目を充てることができ
る。

必修選択区分・単位数

種類
教職課程
の教科

必修選択区分・単位数

必修
週時
間数

開講セ
メスター

身につく能力

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6

ナンバリング
コード

種類

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)
及び(4)のいずれか一つにす
ることができる。

種類

DP3 DP4 DP5 DP6

開講セ
メスター

自由必修
選択

必修
選択

自由

必修
選択

自由

必修選択区分・単位数

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 必修
選択

自由

※システム科学技術基幹科目の
「ベンチャービジネス論」「システム
科学演習（建築）」「システム科学技
術概論」「あきた地域学アドバンス
ト」「再生可能エネルギー入門」「ス
マート農業入門」、および共通基礎
科目の数学６科目・「物理学Ⅰ」「物
理学Ⅱ」・化学２科目・「生物学」のう
ちから合計１６単位を修得。
※数学６科目のうち「解析学Ⅰa」
「解析学Ⅰb」はどちらかひとつを卒
業要件に含めることができる。

ナンバリング
コード

ナンバリング
コード

ナンバリング
コード

DP3

ナンバリング
コード DP6

週時
間数

開講セ
メスター

身につく能力

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6

DP2 DP3 DP4 DP5

週時
間数

身につく能力

DP1 DP2



　（４）建築環境システム学科　（令和５年度入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
(１) (2) (１)

専門科目 建築設計製図 ARC-1S-101 建築設計基礎 工業 2 4 2 ○ ○ 2
ARC-1S-201 建築設計Ⅰ 工業 2 4 3 ○ ○ 2
ARC-1S-202 建築設計Ⅱ 工業 2 4 4 ○ ○ 2 必　　 　修　　　５８　単位
ARC-1S-301 建築設計Ⅲ 工業 4 8 5 ○ ○ ○ 4
ARC-1S-302 建築設計Ⅳ 2 4 6 ○ ○ ○ 2
ARC-1S-203 建築CAD演習 工業 2 4 4 ○ ○ 2

建築計画 ARC-1S-102 都市・建築計画学概論 工業 2 2 2 ○ 2
ARC-1S-204 建築計画Ⅰ 工業 2 2 3 ○ 2
ARC-1S-205 建築計画Ⅱ 2 2 4 ○ 2
ARC-1S-303 建築計画Ⅲ 2 2 6 ○ ○ 2
ARC-1S-206 都市計画 2 2 4 ○ ○ 2
ARC-1S-207 都市・建築史 2 2 3 ○ ○ 2

建築環境工学 ARC-1S-208 建築環境基礎論 工業 2 2 3 ○ 2
ARC-1S-209 室内気候計画Ⅰ 工業 2 2 4 ○ ○ 2
EXP-1S-210 室内気候計画Ⅰ演習 1 2 4 ○ ○  1
ARC-1S-304 室内気候計画Ⅱ 2 2 5,7 ○ ○ 2
ARC-1S-305 建築音・光環境 2 2 6 ○ 2

建築設備 ARC-1S-306 建築設備 工業 2 2 6 ○ 2
構造力学 ARC-1S-210 構造力学Ⅰ 工業 2 2 3 ○ 2

EXP-1S-211 構造力学Ⅰ演習 工業 1 2 3 ○ 1
ARC-1S-211 構造力学Ⅱ 工業 2 2 4 ○ 2
EXP-1S-212 構造力学Ⅱ演習 1 2 4 ○ 1
ARC-1S-307 構造解析学 2 2 5,7 ○ 2
ARC-1S-308 地盤と建築基礎 2 2 6 ○ 2

建築一般構造 ARC-1S-103 建築構造学概論 工業 2 2 2 ○ 2
ARC-1S-309 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造Ⅰ 工業 2 2 5 ○ 2
ARC-1S-310 鋼構造Ⅰ 工業 2 2 5 ○ 2
ARC-1S-311 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造Ⅱ 2 2 6 ○ 2
ARC-1S-312 鋼構造Ⅱ 2 2 6 ○ 2
ARC-1S-313 木質構造 2 2 5 ○ ○ 2

建築材料 ARC-1S-212 建築材料基礎 工業 2 2 4 ○ 2
ARC-1S-314 建築材料構成法 2 2 5,7 ○ 2
EXP-1S-310 建築材料実験 工業 2 4 5 ○ 2

建築生産 ARC-1S-315 建築施工・生産管理 工業 2 2 5 ○ 2
EXP-1S-406 建築生産実習 2 4 7 ○ ○ 2
ARC-1S-316 材料・建築の生産と環境 2 2 6 ○ ○ 2

建築法規 ARC-1S-317 建築法規 工業 2 2 5 ○ ○ 2
その他 ARC-1S-318 都市環境 2 2 5,7 ○ ○ 2
（建築分野） ENG-1S-303 建築技術英語 2 2 6 ○ 2

MAT-1S-121 建築数理基礎 2 2 1 ○ 2
EXP-1S-311 建築学セミナー 1 2 6 ○ ○ ○ ○ 1
EXP-1S-407 研究プレゼンテーション 1 2 7 ○ ○ 1
EXP-1S-408 建築学研修 4 8 7 ○ ○ ○ ○ ○ 4
EXP-1S-409 卒業研究 8 16 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

他学科専門科目 (他学科専門科目) (10)
SPE-1S-205 インターンシップA 2 2 3 ○ ○ ○ ○ 2
SPE-1S-303 インターンシップB 2 2 5 ○ ○ ○ ○ 2
EXP-1S-107 専門分野と異文化の国際研修A 1 1 1 ○ ○ ○ 1

卒業に必要な単位数 58 0 0 12
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

78 0 46

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語ⅠVは選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を修得。
　・共通基礎科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目の「ベンチャービジネス論」「システム科学演習(建築)」「システム科学技術概論」「あきた地域学アドバンスト」「再生可能エネルギー入門」
　　「スマート農業入門」および共通基礎科目の数学６科目、「物理学Ⅰ（建築・経営）」「物理学Ⅱ（建築・経営）」、化学２科目、「生物学」のうちから合計１６単位を修得。
　　数学６科目のうち「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」はどちらかひとつを卒業要件に含めることができる。
  ・専門科目は、必修５８単位を含む７０単位以上（自由科目を除く）を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目から８単位以上を修得。
　・保健体育科目から２単位以上を修得。
　・情報科学科目、システム科学技術基幹科目及び共通基礎科目から２８単位以上（自由科目を除く）を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目から１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目、システム科学技術基幹科目及び共通基礎科目から３０単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「建築設計基礎」「建築設計Ⅰ」「建築設計Ⅱ」「建築設計Ⅲ」「建築学セミナー」を修得。
　・専門科目のうち、必修４４単位以上、選択科目１０単位以上を修得。
４　履修条件Ⅲ（建築設計基礎、建築設計Ⅰ、同Ⅱ、同Ⅲ、同Ⅳの履修順序）
　　「建築設計基礎」を修得しなければ「建築設計Ⅰ」を履修することができない。「建築設計Ⅰ」を修得しなければ「建築設計Ⅱ」を履修することができない。
　　「建築設計Ⅱ」を修得しなければ「建築設計Ⅲ」を履修することができない。「建築設計Ⅲ」を修得しなければ「建築設計Ⅳ」を履修することができないことを原則とする。
５　履修条件Ⅳ
　学科長が認めた場合に限り「建築学研修」を4年次後期に、「卒業研究」を４年次前期に履修することができる。ただし、「建築学研修」を修得しなければ「卒業研究」を履修できない。
６　選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
７　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。
８　教養科目には、人文社会科学科目、外国語科目、保健体育科目、情報科学科目が該当し、
　　専門教育科目には、システム科学技術基幹科目、共通基礎科目、専門科目が該当する。

種類
教職課程
の教科

必修選択区分・単位数

総合計　　１２４　単位

必修
選択必修

自由
卒業に必要な区分別単位数

選択(1)から　　１２　単位以上

選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく
他大学等の開講科目を充てること
ができる。

セミナー・卒業研
究等

合　計　　　７０　単位

DP5

その他

ナンバリング
コード DP6

週時
間数

開講セ
メスター

身につく能力

DP1 DP2 DP3 DP4

5



　（５）経営システム工学科　（令和５年度入学者）

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

人文社会科学 LIT-1L-101 文学・文化学A 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
LIT-1L-102 文学・文化学B 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2 必　　　修　　 　４　単位
LIT-1L-103 文学・文化学C 2 2 2,4,6,8 ○ ○ ○ 2 選択(1)から　  ６　単位以上
PHI-1L-101 哲学・倫理学A 2 2 2,5,8 ○ 2
PHI-1L-102 哲学・倫理学B 2 2 3,6 ○ 2
PHI-1L-103 哲学・倫理学C 2 2 1,4,7 ○ 2
PSY-1L-101 心理学A 2 2 1,3,5,7 ○ 2
PSY-1L-102 心理学B 2 2 2,6 ○ ○ 2
PSY-1L-103 心理学C 2 2 4,8 ○ ○ 2
SOC-1L-101 社会学A 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
SOC-1L-102 社会学B 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
SOC-1L-103 社会学C 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
ECO-1L-101 ミクロ経済学 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
ECO-1L-102 マクロ経済学 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
CUL-1L-201 総合科目A　人間と環境 2 2 3,5,7 ○ 2
CUL-1L-202 総合科目B　生活と情報 2 2 4,6,8 ○ 2
CUL-1L-104 日本国憲法 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
CUL-1L-102 現代の働く環境 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
CUL-1L-101 コミュニケーション入門 2 2 1,3,5,7 ○ ○ 2
CUL-1L-103 あきた地域学 2 2 1 ○ ○ ○ 2

卒業に必要な単位数 4 6 合　計　　　１０　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

外国語 ENG-1L-101 ＣＡＬＬⅠ 2 4 1 ○ ○ 2
（英語） ENG-1L-102 ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 ○ ○ 2 必　　　修　　　４　単位

ENG-1L-103 科学英語 2 2 2 ○ ○ ○ 2 選択(1)から　  ２　単位以上
ENG-1L-104 科学英語基礎 2 2 2 ○ ○ 2 選択(2)から　  ２　単位以上
ENG-1L-201 教養英語Ⅰ 2 2 3 ○ ○ 2 選択(3)から　  ２　単位以上
ENG-1L-202 英語プレゼンテーションⅠ 2 2 3 ○ ○ ○ 2 選択(4)から　  ２　単位以上
ENG-1L-203 異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 3 ○ ○ 2
ENG-1L-204 実践英語Ⅰ 2 2 3 ○ ○ 2
ENG-1L-205 教養英語Ⅱ 2 2 4 ○ ○ 2
ENG-1L-206 英語プレゼンテーションⅡ 2 2 4 ○ ○ ○ 2
ENG-1L-207 異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 4 ○ ○ 2
ENG-1L-208 実践英語Ⅱ 2 2 4 ○ ○ 2
ENG-1L-301 教養英語Ⅲ 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-302 グローバルシチズンシップA 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-303 グローバルシチズンシップB 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-305 グローバルシチズンシップC 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-306 グローバルシチズンシップD 2 2 5 ○ ○ 2
ENG-1L-401 教養英語Ⅳ 2 2 6 ○ ○ (2) (2) (2)

卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

保健体育 HPE-1L-101 体育実技Ⅰ 1 2 1 ○ ○ 1
HPE-1L-201 体育実技Ⅱ 1 2 3 ○ ○ 1 選択(1)から　　２　単位以上
HPE-1L-102 保健体育　 2 2 2,4 ○ 2

卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

情報科学 BIN-1L-102 情報・データサイエンス基礎(情報・建築・経営) 2 4 1 ○ 2 必　　　修　　２　単位
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (3) (4)

システム SPE-1S-105 創造科学の基礎(経営) 2 2 1 ○ 2
科学技術基幹 SPE-1S-106 科学技術史 2 2 1 ○ 2 必　　　修　　１０　単位

SPE-1S-107 環境科学 2 2 2 ○ ○ 2 選択(1)から　 ２　単位以上
BUS-1S-201 ベンチャービジネス論 2 2 3,5,7 ○ ○ 2
SPE-1S-109 システム科学入門(情報・建築・経営) ○工業 2 2 1 ○ 2
SPE-1S-113 システム科学応用(経営) 　 工業 2 2 2 ○ 2
EXP-1S-102 システム科学演習(経営) ○工業 2 4 2 ○ ○ 2
SPE-1S-202 システム科学技術概論 ○工業 2 2 3 ○ ○ ○ 2
SPE-1S-203 あきた地域学アドバンスト 2 2 2,4,6,8 ○ ○ 2
GEE-1S-201 再生可能エネルギー入門 2 2 4 ○ 2
AGE-1S-101 スマート農業入門 2 2 5 ○ ○ 2
SPE-1S-114 持続可能な社会と情報処理 1 1 1,3,5 ○ ○ 1

卒業に必要な単位数 10 2 合　計　　　１２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
(1) (2) (1) (2)

共通基礎 MAT-1S-105 解析学Ⅰa 2 2 1 ○ 2
MAT-1S-106 解析学Ⅰb 2 2 2 ○ 2 必　　　修　　　２　単位
MAT-1S-110 解析学Ⅱ 2 2 2 ○ 2 選択必修(1)から　２　単位
MAT-1S-114 線形代数学 2 2 1 ○ 2 選択必修(2)から　２　単位
MAT-1S-118 確率・統計学 2 2 1 ○ 2 選択(1)から　　　　 ８　単位以上
MAT-1S-202 工業数学(経営) 　 工業 2 2 3 ○ 2
PHY-1S-108 基礎物理学（経営） 2 2 2 ○ 2
PHY-1S-105 物理学Ⅰ(建築・経営) 2 2 1 ○ 2
PHY-1S-107 物理学Ⅱ(建築・経営) 2 2 2 ○ 2
BCH-1S-101 化学Ⅰ 2 2 1 ○ 2
BCH-1S-102 化学Ⅱ 2 2 2 ○ 2
BBI-1S-201 生物学 2 2 3 ○ 2
SPE-1S-204 職業指導(工業) ○工業 2 2 3 ○ ○ ○ 2

卒業に必要な単位数 2 2 2 8 合　計　　　１４　単位
システム科学技術基幹科目と共通基礎科目を合計して卒業に必要な単位数 12 2 2 14 合　計　　　３０　単位

「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」
履修者（かつ単位未修得の
者）が受講対象となる。対象と
ならない者が履修した場合は
自由単位となり、卒業要件に
は含まれない。

必修選択区分・単位数

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 必修
選択

自由

選択必修 選択
必修 自由

必修
選択

自由

選択(1)のうち４単位は、放送
大学開講科目（ただし、外国
語科目は２単位まで）又は単
位互換協定における他大学の
開講科目を充てることができ
る。

種類
教職課程
の教科

必修選択区分・単位数

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)
及び(4)のいずれか一つにす
ることができる。

種類
教職課程
の教科

必修選択区分・単位数

必修

必修
選択

自由
開講セ
メスター

身につく能力

DP5DP4

選択
自由

週時
間数

DP1 DP2 DP3 DP4

DP1 DP2 DP3

週時
間数

開講セ
メスター

身につく能力

必修選択区分・単位数

種類
教職課程
の教科

必修選択区分・単位数

自由

種類
教職課程
の教科

必修選択区分・単位数

必修
選択

DP1 DP2 DP3 DP4

週時
間数

開講セ
メスター

身につく能力

DP1

種類
教職課程
の教科

DP5 DP6

種類
ナンバリング

コード

ナンバリング
コード

DP2 DP3 DP4

DP5 DP6

週時
間数

開講セ
メスター

身につく能力

DP5 DP6

教職課程
の教科

週時
間数

開講セ
メスター

身につく能力

ナンバリング
コード

ナンバリング
コード

ナンバリング
コード

ナンバリング
コード

DP6

DP1 DP2 DP3 DP4

週時
間数

開講セ
メスター

身につく能力

DP5 DP6



　（５）経営システム工学科　（令和５年度入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
(１) (2) (１)

専門科目 EXP-1S-213 経営システム工学演習Ⅰ 2 4 3 〇 〇 〇 2
EXP-1S-214 経営システム工学演習Ⅱ 工業 2 4 4 〇 〇 〇 2
EXP-1S-312 経営システム工学実験 工業 2 4 5 〇 〇 〇 2 必　　　修　　　 　３０　単位
EXP-1S-313 経営システム工学演習Ⅲ 2 4 6 〇 〇 〇 2 選択必修(1)から　８　単位以上
BUS-1S-202 社会調査法 2 2 6 〇 〇 2 選択(1)から　　　２８　単位以上
BUS-1S-302 起業入門 2 2 5 〇 〇 〇 2
BUS-1S-303 ビジネスプランニング 2 2 5 〇 〇 〇 2
BCA-1S-104 プログラミングⅠ 工業 2 2 2 〇 〇 2
BCA-1S-207 プログラミングⅡ 工業 2 2 4 〇 〇 2
BCA-1S-208 データサイエンス入門 2 2 3 〇 〇 2
BCA-1S-304 機械学習 2 2 5 〇 〇 2
SSS-1S-201 生産管理工学Ⅰ 工業 2 2 3 〇 〇 2
SSS-1S-301 生産管理工学Ⅱ 工業 2 2 5 〇 〇 2
BCA-1S-208 データベース 工業 2 2 4 〇 〇 2
BCA-1S-304 経営情報システム論 工業 2 2 3 〇 〇 2
BCA-1S-305 応用情報処理 工業 2 2 6 〇 〇 2 (2)
BUS-1S-101 財務管理 2 2 2 〇 〇 2
BUS-1S-203 管理会計 2 2 3 〇 〇 2
BUS-1S-204 マーケティング 2 2 4 〇 〇 2
BUS-1S-304 経営学 2 2 5 〇 〇 2
ECO-1S-301 ファイナンス 2 2 6 〇 〇 2 (2)
SSS-1S-302 人間工学 工業 2 2 6 〇 〇 2 (2)
MAT-1S-122 経営基礎数理演習 1 2 1 〇 〇 1
MAT-1S-123 数理統計Ⅰ 工業 2 2 2 〇 〇 2
MAT-1S-210 数理統計Ⅱ 2 2 3 〇 〇 2
MAT-1S-211 数理計画 工業 2 2 4 〇 2
MAT-1S-212 意思決定分析 2 2 4 〇 2
MAT-1S-303 応用確率論 2 2 5 〇 2
ISF-1S-301 シミュレーション 2 2 6 〇 〇 2
MAT-1S-305 最適化モデル 2 2 5 〇 〇 2
SSS-1S-303 社会科学データ分析 2 2 5 〇 〇 2
ENP-1S-201 環境システム工学Ⅰ 工業 2 2 4 〇 〇 〇 2
ENP-1S-301 環境システム工学Ⅱ 工業 2 2 5 〇 〇 〇 2
BCH-1S-201 物性化学 2 2 3 〇 〇 2
MAC-1S-201 材料化学 2 2 4 〇 〇 2
ENP-1S-302 リスクマネジメント 工業 2 2 6 〇 〇 2 (2)
GEE-1S-304 資源エネルギー技術 工業 2 2 6 〇 〇 2 (2)
BUS-1S-305 経営法務 2 2 6 〇 〇 2 (2)
EXP-1S-314 セミナーⅠ 1 2 6 〇 〇 〇 1
EXP-1S-410 セミナーⅡ 1 2 7 〇 〇 〇 1
EXP-1S-411 卒業研究 8 8 7,8 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8

他学科専門科目 (他学科専門科目) (10)
SPE-1S-205 インターンシップＡ 2 2 3 ○ ○ ○ ○ 2
SPE-1S-303 インターンシップＢ 2 2 5 ○ ○ ○ ○ 2
EXP-1S-107 専門分野と異文化の国際研修A 1 1 1 ○ ○ ○ 1

卒業に必要な単位数 30 8 30
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

52 12 60

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修４単位及び選択（１）６単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を含む１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、必修２単位、選択必修（１）２単位（「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」のいずれか１科目）と
　 選択必修（２）２単位（「物理学Ⅰ(建築・経営)」「基礎物理学(経営)」のいずれか1科目）を含む１４単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・システム科学技術基幹科目及び共通基礎科目は合計３０単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修３０単位及び選択必修８単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目のうち、「社会調査法」「応用情報処理」「ファイナンス」「人間工学」「シミュレーション」「リスクマネジメント」 「資源エネルギー技術」「経営法務」から８単位以上を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目及び共通基礎科目から２４単位以上（自由科目を除く）を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　  ６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者（３年以上在籍する者にあっては、第６セメスター以降の各セメスター終了時に以下の要件を満たした者）及び別に定め
　るところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を含む１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、必修２単位、選択必修（１）２単位（「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」のいずれか１科目）と
　 選択必修（２）２単位（「物理学Ⅰ(建築・経営)」「基礎物理学(経営)」のいずれか1科目）を含む１４単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・システム科学技術基幹科目及び共通基礎科目は合計３０単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目を４５単位以上修得。
　・「経営システム工学演習Ⅰ」「経営システム工学演習Ⅱ」「経営システム工学演習Ⅲ」「経営システム工学実験」「セミナーⅠ」を修得。
４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
５　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。
６　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。
７　教養科目には、人文社会科学科目、外国語科目、保健体育科目、情報科学科目が該当し、
　　専門教育科目には、システム科学技術基幹科目、共通基礎科目、専門科目が該当する。

選択必修
自由

イノベーション・プ
ランニング

その他

種類
教職課程
の教科

セミナー・卒業研
究等

経営工学手法

数理的解析手法

大域的環境シス
テム

ナンバリング
コード

創造型実践演習

必修

合　計　　　６８　単位

総合計　　１２４　単位

週時
間数

開講セ
メスター

身につく能力

DP1 DP2 DP3 DP4

選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく
他大学等の開講科目を充てること
ができる。

卒業に必要な区分別単位数
DP5 DP6

必修選択区分・単位数

5



別表第１
１　システム科学技術学部
　（１）機械工学科　（令和４年度入学者）

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

文学・文化学A 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　　修　　　２　単位
文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　 ８　単位以上
哲学・倫理学A 2 2 2 2 2
哲学・倫理学B 2 2 2 2 2
哲学・倫理学C 2 2 2 2
心理学A 2 2 2 2 2 2
心理学B 2 2 2 2
心理学C 2 2 2 2
社会学A 2 2 2 2 2 2
社会学B 2 2 2 2 2 2
社会学C 2 2 2 2 2 2
経済学A 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2
日本国憲法 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　　修　　 ４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から  ２　単位以上
科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から  ２　単位以上
教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から  ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から  ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2
実践英語Ⅰ 2 2 2
教養英語Ⅱ 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2
実践英語Ⅱ 2 2 2
教養英語Ⅲ 2 2 2
グローバルシチズンシップA 2 2 2
グローバルシチズンシップB 2 2 2
グローバルシチズンシップC 2 2 2
グローバルシチズンシップD 2 2 2
教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1
体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　２　単位以上
保健体育　 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

情報科学 情報・データサイエンス基礎（機械・知能） 2 4 2 必　　　修　　２　単位
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎(機械) 2 2 2
科学技術基幹 科学技術史 2 2 2 必　　　修　　 ８　単位

環境科学 2 2 2 選択(1)から　６　単位以上
ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2
システム科学入門(機械・知能) ○工業 2 2 2
システム科学応用(機械) 　 工業 2 2 2
システム科学演習(機械) 　 工業 2 4 2
システム科学技術概論 ○工業 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 2 2 2
スマート農業入門 2 2 2 2 2 2
持続可能な社会と情報処理 1 1 1 1 1
卒業に必要な単位数 8 6 合　計　　　１４　単位

授業科目 単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 解析学Ⅰa 2 2 2
解析学Ⅰb 2 2 2 必　　　修　　１０　単位
解析学Ⅱ 2 2 2 選択必修　 　 ２　単位
線形代数学 2 2 2 選択(1)から　 ４　単位以上
確率・統計学 2 2 2
工業数学(機械・経営) ○工業 2 2 2
基礎物理学 2 2 2
物理学Ⅰ(機械) 2 2 2
物理学Ⅱ(機械) 2 2 2
物理学実験 2 4 2
化学Ⅰ 2 2 2
化学Ⅱ 2 2 2
生物学 2 2 2
職業指導(工業) ○工業 2 2 2
卒業に必要な単位数 10 2 4 合　計　　　１６　単位

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修
選択

自由

「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」
履修者（かつ単位未修得の
者）が受講対象となる。対象と
ならない者が履修した場合は
自由単位となり、卒業要件に
は含まれない。

必修
選択

自由

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修
選択

選択
自由

２年次 ３年次 ４年次
必修

選択
自由

４年次
必修

選択
自由

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)
及び(4)のいずれか一つにす
ることができる。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次

自由

人文社会科学

選択(1)のうち４単位は、放送
大学開講科目（ただし、外国
語科目は２単位まで）又は単
位互換協定における他大学の
開講科目を宛てることができ
る。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次



　（１）機械工学科　（令和４年度入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 機械工学実習 ○工業 2 4 2
設計製図Ⅰ ○工業 2 4 2
設計製図Ⅱ ○工業 2 4 2
機械工学実験 2 4 2
機械工学プロジェクト 2 4 2
材料力学Ⅰ ○工業 2 2 2
材料力学Ⅱ 2 2 2
材料力学Ⅲ 2 2 2
熱力学Ⅰ ○工業 2 2 2
熱力学Ⅱ 2 2 2
伝熱工学 2 2 2
流体力学Ⅰ ○工業 2 2 2
流体力学Ⅱ 2 2 2
機械力学Ⅰ 2 2 2
機械力学Ⅱ 2 2 2
機械材料学 工業 2 2 2
知能機械製作学 工業 2 2 2
加工工学 工業 2 2 2
知能材料学 工業 2 2 2
破壊力学 2 2 2
計算力学 工業 2 2 2
数値シミュレーション法 工業 2 2 2
機械設計工学(機械) 工業 2 2 2
CAD/CAM 工業 2 2 2
制御工学 2 2 2
計測工学(機械) 2 2 2
機構学 工業 2 2 2
エネルギシステム工学 工業 2 2 2 (2)
輸送機械工学 工業 2 2 2 (2)
生産システム工学 工業 2 2 2 (2)
機械工学特別講義 2 2 2
プログラミング基礎 工業 2 4 2
一般力学 工業 2 2 2
物理学Ⅲ 2 2 2
数学及び物理学演習 2 4 2
応用数学Ⅰ 2 2 2 (2)
応用数学Ⅱ 2 2 2 (2)
応用数学演習 1 2 1
工学英語 2 2 2
機械工学演習Ⅰ 1 2 1
機械工学演習Ⅱ 1 2 1
セミナー 2 2 2
卒業研究 8 8 8 8

他学科専門科目 (他学科専門科目) (10)
インターンシップ インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2
卒業に必要な単位数 32 2 2 32

必修 選択必修 選択
58 6 60

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、必修１０単位、選択必修２単位（「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」のいずれか1科目）を含む、１６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修科目３２単位及び選択必修科目４単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目の選択必修科目のうち、「応用数学Ⅰ」「応用数学Ⅱ」から２単位以上を修得。
　・専門科目の選択必修科目のうち、「エネルギシステム工学」「輸送機械工学」「生産システム工学」から２単位以上を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、１４単位以上（自由科目を除く）を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者（３年以上在籍する者にあっては、第６セメスター以降の各セメスター終了時に以下の要件を満たした者）及び
  別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・共通基礎科目は、必修及び選択必修１２単位を含む１６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修及び選択必修１６単位を含む４０単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「機械工学実習」「設計製図Ⅰ」「設計製図Ⅱ」「機械工学実験」「機械工学プロジェクト」「機械工学演習Ⅰ」「機械工学演習Ⅱ」　から５科目以上を修得。
４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
５　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。
６　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

セミナー・卒業研
究等

合　計　　　６８　単位

卒業に必要な単位数の合計 総合計　　１２４　単位

機械工学演習

機械工学応用

その他

機械工学一般

機械工学基礎 選択(1)から　　  ３２  単位以上

選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく
他大学等の開講科目を充てること
ができる。

４年次
必修

選択必修
自由

卒業に必要な区分別単位数

問題発見・解決
型実践的学修

必　　　修　　　　 ３２　単位
選択必修(1)から　  ２　単位以上

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次

選択必修(2)から 　 ２　単位以上

4



　（２）知能メカトロニクス学科　（令和４年度入学者）

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　　修　　　２　単位
文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　 ８　単位以上
哲学・倫理学A 2 2 2 2 2
哲学・倫理学B 2 2 2 2 2
哲学・倫理学C 2 2 2 2
心理学A 2 2 2 2 2 2
心理学B 2 2 2 2
心理学C 2 2 2 2
社会学A 2 2 2 2 2 2
社会学B 2 2 2 2 2 2
社会学C 2 2 2 2 2 2
経済学A 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2
日本国憲法 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　　修　　　４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　 ２　単位以上
科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から　 ２　単位以上
教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から　 ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から　 ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2
実践英語Ⅰ 2 2 2
教養英語Ⅱ 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2
実践英語Ⅱ 2 2 2
教養英語Ⅲ 2 2 2
グローバルシチズンシップA 2 2 2
グローバルシチズンシップB 2 2 2
グローバルシチズンシップC 2 2 2
グローバルシチズンシップD 2 2 2
教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1
体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　 ２　単位以上
保健体育　 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

情報科学 情報・データサイエンス基礎（機械・知能） 2 4 2 必　　　修　　２　単位
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎(知能) 2 2 2
科学技術基幹 科学技術史 2 2 2 必　　　修　　　８　単位

環境科学 2 2 2 選択(1)から　 ６　単位以上
ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2
システム科学入門(機械・知能) ○工業 2 2 2
システム科学応用(知能)  　工業 2 2 2
システム科学演習(知能) 　 工業 2 4 2
システム科学技術概論 ○工業 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 2 2 2
スマート農業入門 2 2 2 2 2 2
持続可能な社会と情報処理 1 1 1 1 1
卒業に必要な単位数 8 6 合　計　　　１４　単位

単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 解析学Ⅰa 2 2 2
解析学Ⅰb 2 2 2 必　　　修　　  ８　単位
解析学Ⅱ 2 2 2 選択必修　　　２　単位
線形代数学 2 2 2 選択(1)から　 ６　単位以上
確率・統計学 2 2 2
工業数学(知能)  　工業 2 2 2
物理学Ⅰ(知能) 2 2 2
物理学Ⅱ(知能・情報) 2 2 2
物理学実験 2 4 2
化学Ⅰ 2 2 2
化学Ⅱ 2 2 2
生物学 2 2 2
職業指導(工業) ○工業 2 2 2
卒業に必要な単位数 8 2 6 合　計　　　１６　単位

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修
選択

自由

４年次
必修

選択
自由

「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」
履修者（かつ単位未修得の
者）が受講対象となる。対象と
ならない者が履修した場合は
自由単位となり、卒業要件に
は含まれない。

必修
選択

自由

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次

自由

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
必修

選択

３年次

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)
及び(4)のいずれか一つにす
ることができる。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目

３年次 ４年次
必修

選択
自由

選択
自由

選択(1)のうち４単位は、放送
大学開講科目（ただし、外国
語科目は２単位まで）又は単
位互換協定における他大学の
開講科目を宛てることができ
る。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修



　（２）知能メカトロニクス学科　（令和４年度入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 知能メカトロニクス通論Ⅰ ○工業 2 4 2
知能メカトロニクス通論Ⅱ 3 4 3
知能メカトロニクス通論Ⅲ 3 4 3
知能メカトロニクス通論Ⅳ 2 4 2 選択必修(1)から　 ２　単位以上
電気回路学Ⅰ ○工業 2 2 2 選択(1)から　　 ２０　単位以上
電気回路学Ⅱ ○工業 2 2 2
論理回路学(知能) 2 2 2
電子回路学 ○工業 2 2 2
電磁気学 　 工業 2 2 2
電子物性 2 2 2
電気電子材料  　工業 2 2 2
機械材料学 　 工業 2 2 2
機械要素学 2 2 2
材料力学Ⅰ ○工業 2 2 2
材料力学Ⅱ 2 2 2
機械力学 2 2 2
機械設計工学(知能) ○工業 2 2 2
設計製図 2 4 2
センサ工学 ○工業 2 2 2
応用数学 2 2 2
制御工学Ⅰ ○工業 2 2 2
制御工学Ⅱ  　工業 2 2 2
プログラミング言語Ⅰ ○工業 2 2 2
プログラミング言語Ⅱ ○工業 2 2 2
知能メカトロニクス概論 ○工業 2 2 2
ディジタル信号処理 2 2 2
計測工学(知能) 2 2 2
波動伝送工学 2 2 2
応用解析力学 2 2 2
最適化手法 2 2 2
熱力学 2 2 2
流体工学 工業 2 2 2
気体放電論 2 2 2
知能機械制御 工業 2 2 2
機械知能学 2 2 2
ロボット工学 2 2 2
電子デバイス工学 工業 2 2 2
応用センシング工学 2 2 2
通信システム 工業 2 2 2
生産システム工学 工業 2 2 （2) 2
エネルギシステム工学 工業 2 2 （2) 2
輸送機械工学 工業 2 2 （2) 2
課題研究 2 2 2
セミナー 2 2 2
卒業研究 8 8 8 8
データサイエンスプログラミングA 1 1 1
データサイエンスプログラミングB 1 1 1

他学科専門科目 (他学科専門科目) (10)
インターンシップ インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2
卒業に必要な単位数 46 2 20
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

70 4 50

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、必修８単位、選択必修２単位（解析学Ⅰa、解析学Ⅰbのいずれか1科目）を含む、１６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修科目４６単位及び選択必修科目２単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目の選択必修科目のうち、「エネルギシステム工学」、「輸送機械工学」、「生産システム工学」から２単位以上を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、１４単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「知能メカトロニクス通論Ⅰ」を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・共通基礎科目は、必修及び選択必修１０単位を含む１６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修及び選択必修２６単位を含む４６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「知能メカトロニクス通論Ⅰ」「知能メカトロニクス通論Ⅱ」「知能メカトロニクス通論Ⅲ」「知能メカトロニクス通論Ⅳ」「課題研究」を修得。
４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
５　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。
６　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ系
基礎

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ系
応用

セミナー・卒業研
究等

合　計　　　６８　単位

総合計　　１２４　単位

データサイエンス
プログラミング

知能
メカトロニクス
通論 必　　　修　　　　４６　単位

電気電子系
基礎

選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく
他大学等の開講科目を充てること
ができる。

機械系
基礎

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修
選択必修

自由
卒業に必要な区分別単位数
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　（３）情報工学科　（令和４年度入学者）

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　 修　　　２　単位
文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　 ８　単位以上
哲学・倫理学A 2 2 2 2 2
哲学・倫理学B 2 2 2 2 2
哲学・倫理学C 2 2 2 2
心理学A 2 2 2 2 2 2
心理学B 2 2 2 2
心理学C 2 2 2 2
社会学A 2 2 2 2 2 2
社会学B 2 2 2 2 2 2
社会学C 2 2 2 2 2 2
経済学A 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2
日本国憲法 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　修　　　 ４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　 ２　単位以上
科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から　 ２　単位以上
教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から　 ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から　 ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2
実践英語Ⅰ 2 2 2
教養英語Ⅱ 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2
実践英語Ⅱ 2 2 2
教養英語Ⅲ 2 2 2
グローバルシチズンシップA 2 2 2
グローバルシチズンシップB 2 2 2
グローバルシチズンシップC 2 2 2
グローバルシチズンシップD 2 2 2
教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1
体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　２　単位以上
保健体育　 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

情報科学 情報・データサイエンス基礎（情報・建築・経営） 2 4 2 必　　　修　　２　単位
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎(情報) 2 2 2
科学技術基幹 科学技術史 2 2 2 必　　修　　　８　単位

環境科学 2 2 2
ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2
システム科学入門(情報・建築・経営) 2 2 2
システム科学応用(情報) ○情報 2 2 2
システム科学演習(情報) 　 情報 2 4 2
システム科学技術概論 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 2 2 2
スマート農業入門 2 2 2 2 2 2
持続可能な社会と情報処理 1 1 1 1 1
卒業に必要な単位数 8 ※ ※

単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 解析学Ⅰa 2 2 2 必　　修　　　１２　単位
解析学Ⅰb 2 2 2 選択必修　　  ２　単位
解析学Ⅱ 2 2 2
線形代数学 2 2 2
確率・統計学 2 2 2
工業数学(情報) 2 2 2
物理学Ⅰ(情報) 2 2 2
物理学Ⅱ(知能・情報) 2 2 2
物理学実験 2 4 2
化学Ⅰ 2 2 2
化学Ⅱ 2 2 2
生物学 2 2 2
職業指導(工業) 2 2 2
卒業に必要な単位数 12 2 ※ ※

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修
選択

自由

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数

※システム科学技術基幹科目
と共通基礎科目は合計３２単
位以上（必修２２単位及び選
択必修２単位を含む）を修得

※システム科学技術基幹科目
と共通基礎科目は合計３０単
位以上（必修２０単位及び選
択必修２単位を含む）を修得。
※「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰ
a」履修者（かつ単位未修得の
者）が受講対象となる。対象と
ならない者が履修した場合は
自由単位となり、卒業要件に
は含まれない。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次

必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修

３年次 ４年次
必修

選択
自由

選択
自由

２年次 ３年次 ４年次
必修

選択
自由

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)
及び(4)のいずれか一つにす
ることができる。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次

４年次
必修

選択
自由

自由

選択(1)のうち４単位は、放送
大学開講科目（ただし、外国
語科目は２単位まで）又は単
位互換協定における他大学の
開講科目を宛てることができ
る。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
必修

選択種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目



　（３）情報工学科　（令和４年度入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 プログラミングⅠ ○情報 3 4 3
プログラミングⅡ ○情報 3 4 3
プログラミングⅢ 3 4 3
システム創成プロジェクト実習Ⅰ 2 4 2 選択(1)から　　２８　単位以上
システム創成プロジェクト実習Ⅱ 2 4 2
ディジタル信号処理 ○情報 2 2 2
音響工学 ○情報 2 2 2
画像信号処理 ○情報 2 2 2
音信号処理 　 情報 2 2 2
パターン認識と機械学習 　 情報 2 2 2
感性情報工学 　 情報 2 2 2
論理回路学(情報) ○情報 2 2 2
システムアーキテクチャ ○情報 2 2 2
情報システム学 ○情報 2 2 2
情報ネットワーク工学 ○情報 2 2 2
モバイルネットワーク工学 　情報 2 2 2
電気回路学Ⅰ 2 2 2
電気回路学Ⅱ 2 2 2
電子回路学 2 2 2
電磁気学 2 2 2
情報通信工学 　 情報 2 2 2
離散数学 　 情報 2 2 2
情報理論 　 情報 2 2 2
アルゴリズムとデータ構造 ○情報 2 2 2
数値解析 　 情報 2 2 2
人工知能 　 情報 2 2 2
データマイニング 2 2 2
シミュレーション工学 2 2 2
数理統計Ⅰ 2 2 2
数理統計Ⅱ 2 2 2
最適化手法 2 2 2
情報社会と情報倫理 ○情報 2 2 2
情報と職業 ○情報 2 2 2
秋田の情報産業 2 2 2
技術英語 1 1 1
科学技術ライティング 1 1 1
情報工学セミナー 2 2 2
卒業研究 8 8 8 8
基礎セミナー 1 2 1
数学基礎演習A 1 2 1
数学基礎演習B 1 2 1
データサイエンスプログラミングA 1 1 1
データサイエンスプログラミングB 1 1 1

他学科専門科目 (他学科専門科目) (10)
インターンシップ インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2
卒業に必要な単位数 40 28
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

68 2 54

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を修得。
　・共通基礎科目は、必修１２単位、選択必修２単位（解析学Ⅰa、解析学Ⅰbのいずれか1科目）を修得。
　・システム科学技術基幹科目と共通基礎科目は合計３０単位以上（必修科目２０単位及び選択必修科目２単位を含む。自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修科目４０単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目及び共通基礎科目から２６単位以上（自由科目を除く）を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目及び共通基礎科目から２８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修２４単位を含む４８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「プログラミングⅠ」「プログラミングⅡ」「システム創成プロジェクト実習Ⅰ」「システム創成プロジェクト実習Ⅱ」「基礎セミナー」「情報工学セミナー」を修得。
４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
５　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

総合計　　１２４　単位

基礎情報工学と
知能情報処理

社会と情報

コミュニケーショ
ン能力

セミナー・卒業研
究等

基礎演習

合　計　　　６８　単位

自由
卒業に必要な区分別単位数

問題発見・解決
型実践的学修

必　　 　修　　　４０　単位

メディア情報処理

選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく
他大学等の開講科目を充てること
ができる。ハードウェア機

構と情報ネット
ワークシステム

データサイエンス
プログラミング

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修
選択必修

4



　（４）建築環境システム学科　（令和４年度入学者）

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　修　　　２　単位
文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から   ８　単位以上
哲学・倫理学A 2 2 2 2 2
哲学・倫理学B 2 2 2 2 2
哲学・倫理学C 2 2 2 2
心理学A 2 2 2 2 2 2
心理学B 2 2 2 2
心理学C 2 2 2 2
社会学A 2 2 2 2 2 2
社会学B 2 2 2 2 2 2
社会学C 2 2 2 2 2 2
経済学A 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2
日本国憲法 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　 ２　単位以上
科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から　 ２　単位以上
教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から   ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から　 ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2
実践英語Ⅰ 2 2 2
教養英語Ⅱ 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2
実践英語Ⅱ 2 2 2
教養英語Ⅲ 2 2 2
グローバルシチズンシップA 2 2 2
グローバルシチズンシップB 2 2 2
グローバルシチズンシップC 2 2 2
グローバルシチズンシップD 2 2 2
教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1
体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　 ２　単位以上
保健体育　 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

情報科学 情報・データサイエンス基礎（情報・建築・経営） 2 4 2 必　　　修　　２　単位
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎(建築) 2 2 2 必　　修　　１０　単位
科学技術基幹 科学技術史 2 2 2

環境科学 2 2 2
ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2
システム科学入門(情報・建築・経営) ○工業 2 2 2
システム科学応用(建築) 2 2 2
システム科学演習(建築) 2 4 2
システム科学技術概論 ○工業 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 2 2 2
スマート農業入門 2 2 2 2 2 2
持続可能な社会と情報処理 1 1 1 1 1
卒業に必要な単位数 10 ※ ※

単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 解析学Ⅰa 2 2 2 必　　修　　　２　単位
解析学Ⅰb 2 2 (2)
解析学Ⅱ 2 2 2
線形代数学 2 2 2
確率・統計学 2 2 2
工業数学(建築) 　 工業 2 2 2
物理学Ⅰ(建築・経営) 2 2 2
物理学Ⅱ(建築・経営) 2 2 2
物理学実験 2 4 2
化学Ⅰ 2 2 2
化学Ⅱ 2 2 2
生物学 2 2 2
職業指導(工業) ○工業 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 ※ ※

※システム科学技術基幹科目の
「ベンチャービジネス論」「システム
科学演習（建築）」「システム科学技
術概論」「あきた地域学アドバンス
ト」「再生可能エネルギー入門」「ス
マート農業入門」、及び共通基礎科
目の数学６科目・「物理学Ⅰ」「物理
学Ⅱ」・化学２科目・「生物学」のうち
から合計１６単位を修得。
※数学６科目のうち「解析学Ⅰa」
「解析学Ⅰb」はどちらかひとつを卒
業要件に含めることができる。「解
析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」履修者（か
つ単位未修得の者）が受講対象と
なる。

※システム科学技術基幹科目の
「ベンチャービジネス論」「システム
科学演習（建築）」「システム科学技
術概論」「あきた地域学アドバンス
ト」「再生可能エネルギー入門」「ス
マート農業入門」、及び共通基礎科
目の数学６科目・「物理学Ⅰ」「物理
学Ⅱ」・化学２科目・「生物学」のうち
から合計１６単位を修得。
※数学６科目のうち「解析学Ⅰa」
「解析学Ⅰb」はどちらかひとつを卒
業要件に含めることができる。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目

自由
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修
選択

選択
自由

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修

４年次
必修

選択
自由

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)
及び(4)のいずれか一つにす
ることができる。

２年次 ３年次 ４年次
必修

選択
自由

選択(1)のうち４単位は、放送
大学開講科目（ただし、外国
語科目は２単位まで）又は単
位互換協定における他大学の
開講科目を宛てることができ
る。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修
選択

自由

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修
選択

自由



　（４）建築環境システム学科　（令和４年度入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 建築設計製図 建築設計基礎 　 工業 2 4 2
建築設計Ⅰ ○工業 2 4 2
建築設計Ⅱ 　 工業 2 4 2 必　　 　修　　　５８　単位
建築設計Ⅲ 　 工業 4 8 4
建築設計Ⅳ 2 4 2
建築CAD演習 　 工業 2 4 2

建築計画 都市・建築計画学概論 ○工業 2 2 2
建築計画Ⅰ ○工業 2 2 2
建築計画Ⅱ 2 2 2
建築計画と風土 2 2 2
都市計画 2 2 2
都市・建築史 2 2 2

建築環境工学 建築環境基礎論 ○工業 2 2 2
室内気候計画Ⅰ 　 工業 2 2 2
室内気候計画Ⅰ演習 1 2  1
室内気候計画Ⅱ 2 2 2 2
建築音・光環境 2 2 2

建築設備 建築設備 ○工業 2 2 2
構造力学 構造力学Ⅰ ○工業 2 2 2

構造力学Ⅰ演習 　 工業 1 2 1
構造力学Ⅱ 　 工業 2 2 2
構造力学Ⅱ演習 1 2 1
構造解析学 2 2 2 2
地盤と建築基礎 2 2 2

建築一般構造 建築構造学概論 ○工業 2 2 2
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造Ⅰ ○工業 2 2 2
鋼構造Ⅰ ○工業 2 2 2
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造Ⅱ 2 2 2
鋼構造Ⅱ 2 2 2
木質構造 2 2 2

建築材料 建築材料基礎 ○工業 2 2 2
建築材料構成法 2 2 2 2
建築材料実験 　 工業 2 4 2

建築生産 建築施工・生産管理 ○工業 2 2 2
建築生産実習 2 4 2
材料・建築の生産と環境 2 2 2

建築法規 建築法規 ○工業 2 2 2
その他 都市環境 2 2 2 2
（建築分野） 建築技術英語 2 2 2

建築数理基礎 2 2 2
建築学セミナー 1 2 1
研究プレゼンテーション 1 2 1
建築学研修 4 8 4
卒業研究 8 16 8

他学科専門科目 (他学科専門科目) (10)
インターンシップ インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2
卒業に必要な単位数 58 0 0 12
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

78 0 46

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語ⅠVは選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を修得。
　・共通基礎科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目の「ベンチャービジネス論」「システム科学演習(建築)」「システム科学技術概論」「あきた地域学アドバンスト」「再生可能エネルギー入門」
　　「スマート農業入門」及び共通基礎科目の数学６科目、「物理学Ⅰ（建築・経営）」「物理学Ⅱ（建築・経営）」、化学２科目、「生物学」のうちから合計１６単位を修得。
　　数学６科目のうち「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」はどちらかひとつを卒業要件に含めることができる。
  ・専門科目は、必修５８単位を含む７０単位以上（自由科目を除く）を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目から８単位以上を修得。
　・保健体育科目から２単位以上を修得。
　・情報科学科目、システム科学技術基幹科目及び共通基礎科目から２８単位以上（自由科目を除く）から修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目から１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目、システム科学技術基幹科目及び共通基礎科目から３０単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「建築設計基礎」「建築設計Ⅰ」「建築設計Ⅱ」「建築設計Ⅲ」「建築学セミナー」を修得。
　・専門科目のうち、必修４４単位以上、選択科目１０単位以上を修得。
４　履修条件Ⅲ（建築設計基礎、建築設計Ⅰ、同Ⅱ、同Ⅲ、同Ⅳの履修順序）
　　「建築設計基礎」を修得しなければ「建築設計Ⅰ」を履修することができない。「建築設計Ⅰ」を修得しなければ「建築設計Ⅱ」を履修することができない。
　　「建築設計Ⅱ」を修得しなければ「建築設計Ⅲ」を履修することができない。「建築設計Ⅲ」を修得しなければ「建築設計Ⅳ」を履修することができないことを原則とする。
５　履修条件Ⅳ
　学科長が認めた場合に限り「建築学研修」を4年次後期に、「卒業研究」を４年次前期に履修することができる。ただし、「建築学研修」を修得しなければ「卒業研究」を履修できない。
６　選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
７　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく
他大学等の開講科目を充てること
ができる。

セミナー・卒業研
究等

合　計　　　７０　単位

総合計　　１２４　単位

必修
選択必修

自由
卒業に必要な区分別単位数

選択(1)から　　１２　単位以上

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

4



　（５）経営システム工学科　（令和４年度入学者）

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　　修　　　２　単位
文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　  ８　単位以上
哲学・倫理学A 2 2 2 2 2
哲学・倫理学B 2 2 2 2 2
哲学・倫理学C 2 2 2 2
心理学A 2 2 2 2 2 2
心理学B 2 2 2 2
心理学C 2 2 2 2
社会学A 2 2 2 2 2 2
社会学B 2 2 2 2 2 2
社会学C 2 2 2 2 2 2
経済学A 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2
日本国憲法 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　　修　　　４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上
科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上
教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から　  ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2
実践英語Ⅰ 2 2 2
教養英語Ⅱ 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2
実践英語Ⅱ 2 2 2
教養英語Ⅲ 2 2 2
グローバルシチズンシップA 2 2 2
グローバルシチズンシップB 2 2 2
グローバルシチズンシップC 2 2 2
グローバルシチズンシップD 2 2 2
教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1
体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上
保健体育　 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

情報科学 情報・データサイエンス基礎（情報・建築・経営） 2 4 2 必　　　修　　２　単位
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎(経営) 2 2 2
科学技術基幹 科学技術史 2 2 2 必　　　修　　１０　単位

環境科学 2 2 2 選択(1)から　 ２　単位以上
ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2
システム科学入門(情報・建築・経営) ○工業 2 2 2
システム科学応用(経営) 　 工業 2 2 2
システム科学演習(経営) ○工業 2 4 2
システム科学技術概論 ○工業 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 2 2 2
スマート農業入門 2 2 2 2 2 2
持続可能な社会と情報処理 1 1 1 1 1
卒業に必要な単位数 10 2 合　計　　　１２　単位

単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 解析学Ⅰa 2 2 2
解析学Ⅰb 2 2 2 必　　　修　　　４　単位
解析学Ⅱ 2 2 2 選択必修　　　２　単位
線形代数学 2 2 2 選択(1)から　　８　単位以上
確率・統計学 2 2 2
工業数学(経営) 　 工業 2 2 2
物理学Ⅰ(建築・経営) 2 2 2
物理学Ⅱ(建築・経営) 2 2 2
化学Ⅰ 2 2 2
化学Ⅱ 2 2 2
生物学 2 2 2
職業指導(工業) ○工業 2 2 2
卒業に必要な単位数 4 2 8 合　計　　　１４　単位
システム科学技術基幹科目と共通基礎科目を合計して卒業に必要な単位数 14 2 14 合　計　　　３０　単位

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次

自由

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
必修

選択

２年次

種類

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)
及び(4)のいずれか一つにす
ることができる。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目

３年次 ４年次
必修

選択
自由

選択
自由

選択(1)のうち４単位は、放送
大学開講科目（ただし、外国
語科目は２単位まで）又は単
位互換協定における他大学の
開講科目を宛てることができ
る。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修

「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」
履修者（かつ単位未修得の
者）が受講対象となる。対象と
ならない者が履修した場合は
自由単位となり、卒業要件に
は含まれない。

教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修
選択

自由

３年次 ４年次
必修

選択
自由

必修
選択

自由



　（５）経営システム工学科　（令和４年度入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 経営システム工学演習Ⅰ 2 4 2
経営システム工学演習Ⅱ ○工業 2 4 2
経営システム工学実験 ○工業 2 4 2 必　　　修　　　　３２　単位
経営システム工学演習Ⅲ 2 4 2 選択必修(1)から　８　単位以上
社会調査法 2 2 2 選択(1)から　　　２８　単位以上
ビジネスモデル論 2 2 2
起業入門 2 2 2
ビジネスプランニング 2 2 2
プログラミングⅠ ○工業 2 2 2
プログラミングⅡ 　 工業 2 2 2
生産管理工学Ⅰ ○工業 2 2 2
生産管理工学Ⅱ 　 工業 2 2 2
データベース 　 工業 2 2 2
経営情報システム論 ○工業 2 2 2
応用情報処理 　 工業 2 2 2 (2)
財務管理 2 2 2
管理会計 2 2 2
マーケティング 2 2 2
経営学 2 2 2
ファイナンス 2 2 2 (2)
人間工学 　 工業 2 2 2 (2)
経営基礎数理 2 2 2
数理統計Ⅰ ○工業 2 2 2
数理統計Ⅱ 2 2 2
数理計画 ○工業 2 2 2
意思決定分析 2 2 2
応用確率論 2 2 2
シミュレーション 2 2 2
最適化モデル 2 2 2
社会科学データ分析 2 2 2 (2)
環境システム工学Ⅰ ○工業 2 2 2
環境システム工学Ⅱ 　 工業 2 2 2
物性化学 2 2 2
材料化学 2 2 2
リスクマネジメント 　 工業 2 2 2 (2)
資源エネルギー技術 　 工業 2 2 2 (2)
ミクロ経済学 2 2 2
マクロ経済学 2 2 2
経営法務 2 2 2 (2)
セミナーⅠ 1 2 1
セミナーⅡ 1 2 1
卒業研究 8 8 8 8

他学科専門科目 (他学科専門科目) (10)
インターンシップ インターンシップＡ 2 2 2

インターンシップＢ 2 2 2
卒業に必要な単位数 32 8 28
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

54 10 60

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を含む１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、必修４単位、選択必修２単位（「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」のいずれか１科目）を含む１４単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・システム科学技術基幹科目及び共通基礎科目は合計３０単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修３２単位及び選択必修８単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目のうち、「応用情報処理」「ファイナンス」「人間工学」「社会科学データ分析」「リスクマネジメント」 「資源エネルギー技術」
　 「経営法務」から８単位以上を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目及び共通基礎科目から２４単位以上（自由科目を除く）を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　  ６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者（３年以上在籍する者にあっては、第６セメスター以降の各セメスター終了時に以下の要件を満たした者）及び別に定め
　るところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修２単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を含む１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、必修４単位、選択必修２単位（「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」のいずれか１科目）を含む１４単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・システム科学技術基幹科目及び共通基礎科目は合計３０単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目を４５単位以上修得。
　・「経営システム工学演習Ⅰ」「経営システム工学演習Ⅱ」「経営システム工学演習Ⅲ」「経営システム工学実験」「セミナーⅠ」を修得。
４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
５　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。
６　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

合　計　　　６８　単位

総合計　　１２４　単位

経営工学手法
選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく
他大学等の開講科目を充てること
ができる。

数理的解析手法

大域的環境シス
テム

セミナー・卒業研
究等

選択必修
自由

卒業に必要な区分別単位数

創造型実践演習

イノベーション・プ
ランニング

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修

4



別表第１
１　システム科学技術学部
　（１）機械工学科　（令和３年度入学者）

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

文学・文化学A 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　　修　　　２　単位
文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　 ８　単位以上
哲学・倫理学A 2 2 2 2
哲学・倫理学B 2 2 2 2 2
哲学・倫理学C 2 2 2 2 2
心理学A 2 2 2 2 2 2
心理学B 2 2 2 2
心理学C 2 2 2 2
社会学A 2 2 2 2 2 2
社会学B 2 2 2 2 2 2
社会学C 2 2 2 2 2 2
経済学A 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2
日本国憲法 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　　修　　 ４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から  ２　単位以上
科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から  ２　単位以上
教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から  ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から  ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2
実践英語Ⅰ 2 2 2
教養英語Ⅱ 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2
実践英語Ⅱ 2 2 2
教養英語Ⅲ 2 2 2
グローバルシチズンシップA 2 2 2
グローバルシチズンシップB 2 2 2
グローバルシチズンシップC 2 2 2
グローバルシチズンシップD 2 2 2
教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1
体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　２　単位以上
保健体育　 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎(機械) 2 2 2
科学技術基幹 科学技術史 2 2 2 必　　　修　　 ８　単位

環境科学 2 2 2 選択(1)から　６　単位以上
ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2
システム科学入門(機械・知能) ○工業 2 2 2
システム科学応用(機械) 　 工業 2 2 2
システム科学演習(機械) 　 工業 2 4 2
システム科学技術概論 ○工業 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 2 2 2
スマート農業入門 2 2 2 2 2 2
持続可能な社会と情報処理 1 　　　1     　        1 1                              1
卒業に必要な単位数 8 6 合　計　　　１４　単位

授業科目 単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー(機械・知能) 2 4 2
解析学Ⅰa 2 2 2 必　　　修　　１２　単位
解析学Ⅰb 2 2 2 選択必修　 　 ２　単位
解析学Ⅱ 2 2 2 選択(1)から　 ４　単位以上
線形代数学 2 2 2
確率・統計学 2 2 2
工業数学(機械・経営) ○工業 2 2 2
基礎物理学 2 2 2
物理学Ⅰ(機械) 2 2 2
物理学Ⅱ(機械) 2 2 2
物理学実験 2 4 2
化学Ⅰ 2 2 2
化学Ⅱ 2 2 2
生物学 2 2 2
職業指導(工業) ○工業 2 2 2
卒業に必要な単位数 12 2 4 合　計　　　１８　単位

「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」
履修者（かつ単位未修得の
者）が受講対象となる。対象と
ならない者が履修した場合は
自由単位となり、卒業要件に
は含まれない。

自由

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修
選択

選択
自由

３年次 ４年次

２年次 ３年次 ４年次
必修

選択
自由

４年次
必修

選択
自由

必修
選択

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)
及び(4)のいずれか一つにす
ることができる。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次

自由

人文社会科学

選択(1)のうち４単位は、放送
大学開講科目（ただし、外国
語科目は２単位まで）又は単
位互換協定における他大学の
開講科目を宛てることができ
る。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次



　（１）機械工学科　（令和３年度入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 機械工学実習 ○工業 2 4 2
設計製図Ⅰ ○工業 2 4 2
設計製図Ⅱ ○工業 2 4 2
機械工学実験 2 4 2
機械工学プロジェクト 2 4 2
材料力学Ⅰ ○工業 2 2 2
材料力学Ⅱ 2 2 2
材料力学Ⅲ 2 2 2
熱力学Ⅰ ○工業 2 2 2
熱力学Ⅱ 2 2 2
伝熱工学 2 2 2
流体力学Ⅰ ○工業 2 2 2
流体力学Ⅱ 2 2 2
機械力学Ⅰ 2 2 2
機械力学Ⅱ 2 2 2
機械材料学 工業 2 2 2
知能機械製作学 工業 2 2 2
加工工学 工業 2 2 2
知能材料学 工業 2 2 2
破壊力学 2 2 2
計算力学 工業 2 2 2
数値シミュレーション法 工業 2 2 2
機械設計工学(機械) 工業 2 2 2
CAD/CAM 工業 2 2 2
制御工学 2 2 2
計測工学(機械) 2 2 2
機構学 工業 2 2 2
エネルギシステム工学 工業 2 2 2 (2)
輸送機械工学 工業 2 2 2 (2)
生産システム工学 工業 2 2 2 (2)
機械工学特別講義 2 2 2
プログラミング基礎 工業 2 4 2
一般力学 工業 2 2 2
物理学Ⅲ 2 2 2
数学および物理学演習 2 4 2
応用数学Ⅰ 2 2 2 (2)
応用数学Ⅱ 2 2 2 (2)
応用数学演習 1 2 1
工学英語 2 2 2
機械工学演習Ⅰ 1 2 1
機械工学演習Ⅱ 1 2 1
セミナー 2 2 2
卒業研究 8 8 8 8

他学科専門科目 (他学科専門科目) (10)
インターンシップ インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2
卒業に必要な単位数 32 2 2 32

必修 選択必修 選択
58 6 60

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、必修１２単位、選択必修２単位（「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」のいずれか1科目）を含む、１８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修科目３２単位及び選択必修科目４単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目の選択必修科目のうち、「応用数学Ⅰ」「応用数学Ⅱ」から２単位以上を修得。
　・専門科目の選択必修科目のうち、「エネルギシステム工学」「輸送機械工学」「生産システム工学」から２単位以上を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、１６単位以上（自由科目を除く）を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者（３年以上在籍する者にあっては、第６セメスター以降の各セメスター終了時に以下の要件を満たした者）及び
  別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・共通基礎科目は、必修及び選択必修１４単位を含む１８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修及び選択必修１６単位を含む４０単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「機械工学実習」「設計製図Ⅰ」「設計製図Ⅱ」「機械工学実験」「機械工学プロジェクト」「機械工学演習Ⅰ」「機械工学演習Ⅱ」　から５科目以上を修得。
４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
５　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。
６　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

セミナー・卒業研
究等

合　計　　　６８　単位

卒業に必要な単位数の合計 総合計　　１２４　単位

機械工学演習

機械工学応用

その他

機械工学一般

機械工学基礎 選択(1)から　　  ３２  単位以上

選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく
他大学等の開講科目を充てること
ができる。

４年次
必修

選択必修
自由

卒業に必要な区分別単位数

問題発見・解決
型実践的学修

必　　　修　　　　 ３２　単位
選択必修(1)から　  ２　単位以上

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次

選択必修(2)から 　 ２　単位以上
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　（２）知能メカトロニクス学科　（令和３年度入学者）

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　　修　　　２　単位
文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　 ８　単位以上
哲学・倫理学A 2 2 2 2
哲学・倫理学B 2 2 2 2 2
哲学・倫理学C 2 2 2 2 2
心理学A 2 2 2 2 2 2
心理学B 2 2 2 2
心理学C 2 2 2 2
社会学A 2 2 2 2 2 2
社会学B 2 2 2 2 2 2
社会学C 2 2 2 2 2 2
経済学A 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2
日本国憲法 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　　修　　　４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　 ２　単位以上
科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から　 ２　単位以上
教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から　 ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から　 ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2
実践英語Ⅰ 2 2 2
教養英語Ⅱ 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2
実践英語Ⅱ 2 2 2
教養英語Ⅲ 2 2 2
グローバルシチズンシップA 2 2 2
グローバルシチズンシップB 2 2 2
グローバルシチズンシップC 2 2 2
グローバルシチズンシップD 2 2 2
教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1
体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　 ２　単位以上
保健体育　 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎(知能) 2 2 2
科学技術基幹 科学技術史 2 2 2 必　　　修　　　８　単位

環境科学 2 2 2 選択(1)から　 ６　単位以上
ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2
システム科学入門(機械・知能) ○工業 2 2 2
システム科学応用(知能)  　工業 2 2 2
システム科学演習(知能) 　 工業 2 4 2
システム科学技術概論 ○工業 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 2 2 2
スマート農業入門 2 2 2 2 2 2
持続可能な社会と情報処理 1         1 1              1                              1
卒業に必要な単位数 8 6 合　計　　　１４　単位

単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー(機械・知能) 2 4 2
解析学Ⅰa 2 2 2 必　　　修　　１０　単位
解析学Ⅰb 2 2 2 選択必修　　　２　単位
解析学Ⅱ 2 2 2 選択(1)から　 ６　単位以上
線形代数学 2 2 2
確率・統計学 2 2 2
工業数学(知能)  　工業 2 2 2
物理学Ⅰ(知能) 2 2 2
物理学Ⅱ(知能・情報) 2 2 2
物理学実験 2 4 2
化学Ⅰ 2 2 2
化学Ⅱ 2 2 2
生物学 2 2 2
職業指導(工業) ○工業 2 2 2
卒業に必要な単位数 10 2 6 合　計　　　１８　単位

４年次
必修

選択
自由

「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」
履修者（かつ単位未修得の
者）が受講対象となる。対象と
ならない者が履修した場合は
自由単位となり、卒業要件に
は含まれない。

必修
選択

自由

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次

自由

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
必修

選択

３年次

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)
及び(4)のいずれか一つにす
ることができる。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目

３年次 ４年次
必修

選択
自由

選択
自由

選択(1)のうち４単位は、放送
大学開講科目（ただし、外国
語科目は２単位まで）又は単
位互換協定における他大学の
開講科目を宛てることができ
る。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修



　（２）知能メカトロニクス学科　（令和３年度入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 知能メカトロニクス通論Ⅰ ○工業 2 4 2
知能メカトロニクス通論Ⅱ 3 4 3
知能メカトロニクス通論Ⅲ 3 4 3
知能メカトロニクス通論Ⅳ 2 4 2 選択必修(1)から　 ２　単位以上
電気回路学Ⅰ ○工業 2 2 2 選択(1)から　　 ２０　単位以上
電気回路学Ⅱ ○工業 2 2 2
論理回路学(知能) 2 2 2
電子回路学 ○工業 2 2 2
電磁気学 　 工業 2 2 2
電子物性 2 2 2
電気電子材料  　工業 2 2 2
機械材料学 　 工業 2 2 2
機械要素学 2 2 2
材料力学Ⅰ ○工業 2 2 2
材料力学Ⅱ 2 2 2
機械力学 2 2 2
機械設計工学(知能) ○工業 2 2 2
設計製図 2 4 2
センサ工学 ○工業 2 2 2
応用数学 2 2 2
制御工学Ⅰ ○工業 2 2 2
制御工学Ⅱ  　工業 2 2 2
プログラミング言語Ⅰ ○工業 2 2 2
プログラミング言語Ⅱ ○工業 2 2 2
知能メカトロニクス概論 ○工業 2 2 2
ディジタル信号処理 2 2 2
計測工学(知能) 2 2 2
波動伝送工学 2 2 2
応用解析力学 2 2 2
最適化手法 2 2 2
熱力学 2 2 2
流体工学 工業 2 2 2
気体放電論 2 2 2
知能機械制御 工業 2 2 2
機械知能学 2 2 2
ロボット工学 2 2 2
電子デバイス工学 工業 2 2 2
応用センシング工学 2 2 2
通信システム 工業 2 2 2
生産システム工学 工業 2 2 （2) 2
エネルギシステム工学 工業 2 2 （2) 2
輸送機械工学 工業 2 2 （2) 2
課題研究 2 2 2
セミナー 2 2 2
卒業研究 8 8 8 8

他学科専門科目 (他学科専門科目) (10)
インターンシップ インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2
卒業に必要な単位数 46 2 20
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

70 4 50

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、必修１０単位、選択必修２単位（解析学Ⅰa、解析学Ⅰbのいずれか1科目）を含む、１８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修科目４６単位及び選択必修科目２単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目の選択必修科目のうち、エネルギシステム工学、輸送機械工学、生産システム工学から２単位以上を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、１６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「知能メカトロニクス通論Ⅰ」を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・共通基礎科目は、必修及び選択必修１２単位を含む１８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修及び選択必修２６単位を含む４６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「知能メカトロニクス通論Ⅰ」「知能メカトロニクス通論Ⅱ」「知能メカトロニクス通論Ⅲ」「知能メカトロニクス通論Ⅳ」「課題研究」を修得。
４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
５　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。
６　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ系
基礎

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ系
応用

セミナー・卒業研
究等

合　計　　　６８　単位

総合計　　１２４　単位

知能
メカトロニクス
通論 必　　　修　　　　４６　単位

電気電子系
基礎

選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく
他大学等の開講科目を充てること
ができる。

機械系
基礎

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修
選択必修

自由
卒業に必要な区分別単位数

3



　（３）情報工学科　（令和３年度入学者）

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　 修　　　２　単位
文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　 ８　単位以上
哲学・倫理学A 2 2 2 2
哲学・倫理学B 2 2 2 2 2
哲学・倫理学C 2 2 2 2 2
心理学A 2 2 2 2 2 2
心理学B 2 2 2 2
心理学C 2 2 2 2
社会学A 2 2 2 2 2 2
社会学B 2 2 2 2 2 2
社会学C 2 2 2 2 2 2
経済学A 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2
日本国憲法 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　修　　　 ４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　 ２　単位以上
科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から　 ２　単位以上
教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から　 ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から　 ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2
実践英語Ⅰ 2 2 2
教養英語Ⅱ 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2
実践英語Ⅱ 2 2 2
教養英語Ⅲ 2 2 2
グローバルシチズンシップA 2 2 2
グローバルシチズンシップB 2 2 2
グローバルシチズンシップC 2 2 2
グローバルシチズンシップD 2 2 2
教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1
体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　２　単位以上
保健体育　 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎(情報) 2 2 2
科学技術基幹 科学技術史 2 2 2 必　　修　　　８　単位

環境科学 2 2 2
ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2
システム科学入門(情報・建築・経営) 2 2 2
システム科学応用(情報) ○情報 2 2 2
システム科学演習(情報) 　 情報 2 4 2
システム科学技術概論 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 2 2 2
スマート農業入門 2 2 2 2 2 2
持続可能な社会と情報処理 1         1 1 1                              1
卒業に必要な単位数 8 ※ ※

単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー(情報・建築・経営) 2 4 2 必　　修　　　１４　単位
解析学Ⅰa 2 2 2 選択必修　　  ２　単位
解析学Ⅰb 2 2 2
解析学Ⅱ 2 2 2
線形代数学 2 2 2
確率・統計学 2 2 2
工業数学(情報) 2 2 2
物理学Ⅰ(情報) 2 2 2
物理学Ⅱ(知能・情報) 2 2 2
物理学実験 2 4 2
化学Ⅰ 2 2 2
化学Ⅱ 2 2 2
生物学 2 2 2
職業指導(工業) 2 2 2
卒業に必要な単位数 14 2 ※ ※

※システム科学技術基幹科目
と共通基礎科目は合計３２単
位以上（必修２２単位及び選
択必修２単位を含む）を修得。
※「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰ
a」履修者（かつ単位未修得の
者）が受講対象となる。対象と
ならない者が履修した場合は
自由単位となり、卒業要件に
は含まれない。

選択
自由

※システム科学技術基幹科目
と共通基礎科目は合計３２単
位以上（必修２２単位及び選
択必修２単位を含む）を修得

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修

３年次 ４年次
必修

選択
自由

２年次 ３年次 ４年次
必修

選択
自由

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)
及び(4)のいずれか一つにす
ることができる。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次

４年次
必修

選択
自由

自由

選択(1)のうち４単位は、放送
大学開講科目（ただし、外国
語科目は２単位まで）又は単
位互換協定における他大学の
開講科目を宛てることができ
る。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
必修

選択種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目



　（３）情報工学科　（令和３年度入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 プログラミングⅠ ○情報 3 4 3
プログラミングⅡ ○情報 3 4 3
プログラミングⅢ 3 4 3
システム創成プロジェクト実習Ⅰ 2 4 2 選択(1)から　　２８　単位以上
システム創成プロジェクト実習Ⅱ 2 4 2
ディジタル信号処理 ○情報 2 2 2
音響工学 ○情報 2 2 2
画像信号処理 ○情報 2 2 2
音信号処理 　 情報 2 2 2
パターン認識と機械学習 　 情報 2 2 2
感性情報工学 　 情報 2 2 2
論理回路学(情報) ○情報 2 2 2
システムアーキテクチャ ○情報 2 2 2
情報システム学 ○情報 2 2 2
情報ネットワーク工学 ○情報 2 2 2
モバイルネットワーク工学 　情報 2 2 2
電気回路学Ⅰ 2 2 2
電気回路学Ⅱ 2 2 2
電子回路学 2 2 2
電磁気学 2 2 2
情報通信工学 　 情報 2 2 2
離散数学 　 情報 2 2 2
情報理論 　 情報 2 2 2
アルゴリズムとデータ構造 ○情報 2 2 2
数値解析 　 情報 2 2 2
人工知能 　 情報 2 2 2
データマイニング 2 2 2
シミュレーション工学 2 2 2
数理統計Ⅰ 2 2 2
数理統計Ⅱ 2 2 2
最適化手法 2 2 2
情報社会と情報倫理 ○情報 2 2 2
情報と職業 ○情報 2 2 2
秋田の情報産業 2 2 2
技術英語 1 1 1
科学技術ライティング 1 1 1
情報工学セミナー 2 2 2
卒業研究 8 8 8 8
基礎セミナー 1 2 1
数学基礎演習A 1 2 1
数学基礎演習B 1 2 1

他学科専門科目 (他学科専門科目) (10)
インターンシップ インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2
卒業に必要な単位数 40 28
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

68 2 54

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を修得。
　・共通基礎科目は、必修１４単位、選択必修２単位（解析学Ⅰa、解析学Ⅰbのいずれか1科目）を修得。
　・システム科学技術基幹科目と共通基礎科目は合計３２単位以上（必修科目２２単位及び選択必修科目２単位を含む。自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修科目４０単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から２８単位以上（自由科目を除く）を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から３０単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修２４単位を含む４８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「プログラミングⅠ」「プログラミングⅡ」「システム創成プロジェクト実習Ⅰ」「システム創成プロジェクト実習Ⅱ」「基礎セミナー」「情報工学セミナー」を修得。
４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
５　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

総合計　　１２４　単位

基礎情報工学と
知能情報処理

社会と情報

コミュニケーショ
ン能力

セミナー・卒業研
究等

基礎演習

合　計　　　６８　単位

自由
卒業に必要な区分別単位数

問題発見・解決
型実践的学修

必　　 　修　　　４０　単位

メディア情報処理

選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく
他大学等の開講科目を充てること
ができる。ハードウェア機

構と情報ネット
ワークシステム

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修
選択必修

3



　（４）建築環境システム学科　（令和３年度入学者）

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　修　　　２　単位
文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から   ８　単位以上
哲学・倫理学A 2 2 2 2
哲学・倫理学B 2 2 2 2 2
哲学・倫理学C 2 2 2 2 2
心理学A 2 2 2 2 2 2
心理学B 2 2 2 2
心理学C 2 2 2 2
社会学A 2 2 2 2 2 2
社会学B 2 2 2 2 2 2
社会学C 2 2 2 2 2 2
経済学A 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2
日本国憲法 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　 ２　単位以上
科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から　 ２　単位以上
教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から   ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から　 ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2
実践英語Ⅰ 2 2 2
教養英語Ⅱ 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2
実践英語Ⅱ 2 2 2
教養英語Ⅲ 2 2 2
グローバルシチズンシップA 2 2 2
グローバルシチズンシップB 2 2 2
グローバルシチズンシップC 2 2 2
グローバルシチズンシップD 2 2 2
教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1
体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　 ２　単位以上
保健体育　 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎(建築) 2 2 2 必　　修　　１０　単位
科学技術基幹 科学技術史 2 2 2

環境科学 2 2 2
ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2
システム科学入門(情報・建築・経営) ○工業 2 2 2
システム科学応用(建築) 2 2 2
システム科学演習(建築) 2 4 2
システム科学技術概論 ○工業 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 2 2 2
スマート農業入門 2 2 2 2 2 2
持続可能な社会と情報処理 1         1 1 1                              1
卒業に必要な単位数 10 ※ ※

単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー(情報・建築・経営) 2 4 2 必　　修　　　４　単位
解析学Ⅰa 2 2 2
解析学Ⅰb 2 2 (2)
解析学Ⅱ 2 2 2
線形代数学 2 2 2
確率・統計学 2 2 2
工業数学(建築) 　 工業 2 2 2
物理学Ⅰ(建築・経営) 2 2 2
物理学Ⅱ(建築・経営) 2 2 2
物理学実験 2 4 2
化学Ⅰ 2 2 2
化学Ⅱ 2 2 2
生物学 2 2 2
職業指導(工業) ○工業 2 2 2
卒業に必要な単位数 4 ※ ※

※システム科学技術基幹科目の
「ベンチャービジネス論」「システム
科学演習（建築）」「システム科学技
術概論」「あきた地域学アドバンス
ト」「再生可能エネルギー入門」「ス
マート農業入門」、および共通基礎
科目の数学６科目・「物理学Ⅰ」「物
理学Ⅱ」・化学２科目・「生物学」のう
ちから合計１６単位を修得。
※数学６科目のうち「解析学Ⅰa」
「解析学Ⅰb」はどちらかひとつを卒
業要件に含めることができる。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目

自由

※システム科学技術基幹科目の
「ベンチャービジネス論」「システム
科学演習（建築）」「システム科学技
術概論」「あきた地域学アドバンス
ト」「再生可能エネルギー入門」「ス
マート農業入門」、および共通基礎
科目の数学６科目・「物理学Ⅰ」「物
理学Ⅱ」・化学２科目・「生物学」のう
ちから合計１６単位を修得。
※数学６科目のうち「解析学Ⅰa」
「解析学Ⅰb」はどちらかひとつを卒
業要件に含めることができる。「解
析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」履修者（か
つ単位未修得の者）が受講対象と
なる。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
必修

選択

選択
自由

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修

４年次
必修

選択
自由

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)
及び(4)のいずれか一つにす
ることができる。

２年次 ３年次 ４年次
必修

選択
自由

選択(1)のうち４単位は、放送
大学開講科目（ただし、外国
語科目は２単位まで）又は単
位互換協定における他大学の
開講科目を宛てることができ
る。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修
選択

自由



　（４）建築環境システム学科　（令和３年度入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 建築設計製図 建築設計基礎 　 工業 2 4 2
建築設計Ⅰ ○工業 2 4 2
建築設計Ⅱ 　 工業 2 4 2 必　　 　修　　　５８　単位
建築設計Ⅲ 　 工業 4 8 4
建築設計Ⅳ 2 4 2
建築CAD演習 　 工業 2 4 2

建築計画 都市・建築計画学概論 ○工業 2 2 2
建築計画Ⅰ ○工業 2 2 2
建築計画Ⅱ 2 2 2
建築計画と風土 2 2 2
都市計画 2 2 2
都市・建築史 2 2 2

建築環境工学 建築環境基礎論 ○工業 2 2 2
室内気候計画Ⅰ 　 工業 2 2 2
室内気候計画Ⅰ演習 1 2  1
室内気候計画Ⅱ 2 2 2 2
建築音・光環境 2 2 2

建築設備 建築設備 ○工業 2 2 2
構造力学 構造力学Ⅰ ○工業 2 2 2

構造力学Ⅰ演習 　 工業 1 2 1
構造力学Ⅱ 　 工業 2 2 2
構造力学Ⅱ演習 1 2 1
構造解析学 2 2 2 2
地盤と建築基礎 2 2 2

建築一般構造 建築構造学概論 ○工業 2 2 2
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造Ⅰ ○工業 2 2 2
鋼構造Ⅰ ○工業 2 2 2
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造Ⅱ 2 2 2
鋼構造Ⅱ 2 2 2
木質構造 2 2 2

建築材料 建築材料基礎 ○工業 2 2 2
建築材料構成法 2 2 2 2
建築材料実験 　 工業 2 4 2

建築生産 建築施工・生産管理 ○工業 2 2 2
建築生産実習 2 4 2
材料・建築の生産と環境 2 2 2

建築法規 建築法規 ○工業 2 2 2
その他 都市環境 2 2 2 2
（建築分野） 建築技術英語 2 2 2

建築数理基礎 2 2 2
建築学セミナー 1 2 1
研究プレゼンテーション 1 2 1
建築学研修 4 8 4
卒業研究 8 16 8

他学科専門科目 (他学科専門科目) (10)
インターンシップ インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2
卒業に必要な単位数 58 0 0 12
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

78 0 46

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語ⅠVは選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を修得。
　・共通基礎科目は、必修４単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目の「ベンチャービジネス論」「システム科学演習(建築)」「システム科学技術概論」「あきた地域学アドバンスト」「再生可能エネルギー入門」
　　「スマート農業入門」および共通基礎科目の数学６科目、「物理学Ⅰ（建築・経営）」「物理学Ⅱ（建築・経営）」、化学２科目、「生物学」のうちから合計１６単位を修得。
　　数学６科目のうち「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」はどちらかひとつを卒業要件に含めることができる。
  ・専門科目は、必修５８単位を含む７０単位以上（自由科目を除く）を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目から８単位以上を修得。
　・保健体育科目から２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から２８単位以上（自由科目を除く）を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目から１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から３０単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「建築設計基礎」「建築設計Ⅰ」「建築設計Ⅱ」「建築設計Ⅲ」「建築学セミナー」を修得。
　・専門科目のうち、必修４４単位以上、選択科目１０単位以上を修得。
４　履修条件Ⅲ（建築設計基礎、建築設計Ⅰ、同Ⅱ、同Ⅲ、同Ⅳの履修順序）
　　「建築設計基礎」を修得しなければ「建築設計Ⅰ」を履修することができない。「建築設計Ⅰ」を修得しなければ「建築設計Ⅱ」を履修することができない。
　　「建築設計Ⅱ」を修得しなければ「建築設計Ⅲ」を履修することができない。「建築設計Ⅲ」を修得しなければ「建築設計Ⅳ」を履修することができないことを原則とする。
５　履修条件Ⅳ
　学科長が認めた場合に限り「建築学研修」を4年次後期に、「卒業研究」を４年次前期に履修することができる。ただし、「建築学研修」を修得しなければ「卒業研究」を履修できない。
６　選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
７　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく
他大学等の開講科目を充てること
ができる。

セミナー・卒業研
究等

合　計　　　７０　単位

総合計　　１２４　単位

必修
選択必修

自由
卒業に必要な区分別単位数

選択(1)から　　１２　単位以上

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次
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　（５）経営システム工学科　（令和３年度入学者）

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　　修　　　２　単位
文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　  ８　単位以上
哲学・倫理学A 2 2 2 2
哲学・倫理学B 2 2 2 2 2
哲学・倫理学C 2 2 2 2 2
心理学A 2 2 2 2 2 2
心理学B 2 2 2 2
心理学C 2 2 2 2
社会学A 2 2 2 2 2 2
社会学B 2 2 2 2 2 2
社会学C 2 2 2 2 2 2
経済学A 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2
日本国憲法 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　　修　　　４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上
科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上
教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から　  ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2
実践英語Ⅰ 2 2 2
教養英語Ⅱ 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2
実践英語Ⅱ 2 2 2
教養英語Ⅲ 2 2 2
グローバルシチズンシップA 2 2 2
グローバルシチズンシップB 2 2 2
グローバルシチズンシップC 2 2 2
グローバルシチズンシップD 2 2 2
教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1
体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上
保健体育　 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎(経営) 2 2 2
科学技術基幹 科学技術史 2 2 2 必　　　修　　１０　単位

環境科学 2 2 2 選択(1)から　 ２　単位以上
ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2
システム科学入門(情報・建築・経営) ○工業 2 2 2
システム科学応用(経営) 　 工業 2 2 2
システム科学演習(経営) ○工業 2 4 2
システム科学技術概論 ○工業 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 2 2 2
スマート農業入門 2 2 2 2 2 2
持続可能な社会と情報処理 1         1 1 1                              1
卒業に必要な単位数 10 2 合　計　　　１２　単位

単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー(情報・建築・経営) 2 4 2
解析学Ⅰa 2 2 2 必　　　修　　　６　単位
解析学Ⅰb 2 2 2 選択必修　　　２　単位
解析学Ⅱ 2 2 2 選択(1)から　　８　単位以上
線形代数学 2 2 2
確率・統計学 2 2 2
工業数学(経営) 　 工業 2 2 2
物理学Ⅰ(建築・経営) 2 2 2
物理学Ⅱ(建築・経営) 2 2 2
化学Ⅰ 2 2 2
化学Ⅱ 2 2 2
生物学 2 2 2
職業指導(工業) ○工業 2 2 2
卒業に必要な単位数 6 2 8 合　計　　　１６　単位
システム科学技術基幹科目と共通基礎科目を合計して卒業に必要な単位数 16 2 14 合　計　　　３２　単位

３年次 ４年次
必修

選択
自由

必修
選択

自由

「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」
履修者（かつ単位未修得の
者）が受講対象となる。対象と
ならない者が履修した場合は
自由単位となり、卒業要件に
は含まれない。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次

自由

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
必修

選択

２年次

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)
及び(4)のいずれか一つにす
ることができる。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目

３年次 ４年次
必修

選択
自由

選択
自由

選択(1)のうち４単位は、放送
大学開講科目（ただし、外国
語科目は２単位まで）又は単
位互換協定における他大学の
開講科目を宛てることができ
る。

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修



　（５）経営システム工学科　（令和３年度入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 経営システム工学演習Ⅰ 2 4 2
経営システム工学演習Ⅱ ○工業 2 4 2
経営システム工学実験 ○工業 2 4 2 必　　　修　　　　３２　単位
経営システム工学演習Ⅲ 2 4 2 選択必修(1)から　８　単位以上
社会調査法 2 2 2 選択(1)から　　　２８　単位以上
ビジネスモデル論 2 2 2
起業入門 2 2 2
ビジネスプランニング 2 2 2
プログラミングⅠ ○工業 2 2 2
プログラミングⅡ 　 工業 2 2 2
生産管理工学Ⅰ ○工業 2 2 2
生産管理工学Ⅱ 　 工業 2 2 2
データベース 　 工業 2 2 2
経営情報システム論 ○工業 2 2 2
応用情報処理 　 工業 2 2 2 (2)
財務管理 2 2 2
管理会計 2 2 2
マーケティング 2 2 2
経営学 2 2 2
ファイナンス 2 2 2 (2)
人間工学 　 工業 2 2 2 (2)
経営基礎数理 2 2 2
数理統計Ⅰ ○工業 2 2 2
数理統計Ⅱ 2 2 2
数理計画 ○工業 2 2 2
意思決定分析 2 2 2
応用確率論 2 2 2
シミュレーション 2 2 2
最適化モデル 2 2 2
社会科学データ分析 2 2 2 (2)
環境システム工学Ⅰ ○工業 2 2 2
環境システム工学Ⅱ 　 工業 2 2 2
物性化学 2 2 2
材料化学 2 2 2
リスクマネジメント 　 工業 2 2 2 (2)
資源エネルギー技術 　 工業 2 2 2 (2)
ミクロ経済学 2 2 2
マクロ経済学 2 2 2
経営法務 2 2 2 (2)
セミナーⅠ 1 2 1
セミナーⅡ 1 2 1
卒業研究 8 8 8 8

他学科専門科目 (他学科専門科目) (10)
インターンシップ インターンシップＡ 2 2 2

インターンシップＢ 2 2 2
卒業に必要な単位数 32 8 28
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

54 10 60

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を含む１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、必修６単位、選択必修２単位（「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」のいずれか１科目）を含む１６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目は合計３２単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修３２単位及び選択必修８単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目のうち、「応用情報処理」「ファイナンス」「人間工学」「社会科学データ分析」「リスクマネジメント」 「資源エネルギー技術」
　 「経営法務」から８単位以上を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・「情報リテラシー」を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から２６単位以上（自由科目を除く）を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　  ６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者（３年以上在籍する者にあっては、第６セメスター以降の各セメスター終了時に以下の要件を満たした者）及び別に定め
　るところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・「情報リテラシー」を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を含む１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、必修６単位、選択必修２単位（「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」のいずれか１科目）を含む１６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目は合計３２単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目を４５単位以上修得。
　・「経営システム工学演習Ⅰ」「経営システム工学演習Ⅱ」「経営システム工学演習Ⅲ」「経営システム工学実験」「セミナーⅠ」を修得。
４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
５　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。
６　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

合　計　　　６８　単位

総合計　　１２４　単位

経営工学手法
選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく
他大学等の開講科目を充てること
ができる。

数理的解析手法

大域的環境シス
テム

セミナー・卒業研
究等

選択必修
自由

卒業に必要な区分別単位数

創造型実践演習

イノベーション・プ
ランニング

種類
教職課程
の教科

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修
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別表第１
１　システム科学技術学部
　（１）機械工学科　（令和２年度以降入学者）

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

文学・文化学A 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　　修　　　２　単位
文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　 ８　単位以上
哲学・倫理学A 2 2 2 2 2
哲学・倫理学B 2 2 2 2
哲学・倫理学C 2 2 2 2 2
心理学A 2 2 2 2 2 2
心理学B 2 2 2 2
心理学C 2 2 2 2
社会学A 2 2 2 2 2 2
社会学B 2 2 2 2 2 2
社会学C 2 2 2 2 2 2
経済学Ａ 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2
日本国憲法 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　　修　　 ４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から  ２　単位以上
科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から  ２　単位以上
教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から  ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から  ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2
実践英語Ⅰ 2 2 2
教養英語Ⅱ 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2
実践英語Ⅱ 2 2 2
教養英語Ⅲ 2 2 2
グローバルシチズンシップＡ 2 2 2
グローバルシチズンシップＢ 2 2 2
グローバルシチズンシップＣ 2 2 2
グローバルシチズンシップＤ 2 2 2
教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1
体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　２　単位以上
保健体育　 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

授業科目 単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎（機械） 2 2 2
科学技術基幹 科学技術史 2 2 2 必　　　修　　 ８　単位

環境科学 2 2 2 選択(1)から　６　単位以上
ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2
システム科学入門（機械・知能） ○工業 2 2 2
システム科学応用（機械） 　 工業 2 2 2
システム科学演習（機械） 　 工業 2 4 2
システム科学技術概論 ○工業 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 2 2 2
スマート農業入門 2 2 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 8 6 合　計　　　１４　単位

授業科目 単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー（機械・知能） 2 4 2
解析学Ⅰa 2 2 2 必　　　修　　１２　単位
解析学Ⅰb 2 2 2 選択必修　 　 ２　単位
解析学Ⅱ 2 2 2 選択(1)から　 ４　単位以上
線形代数学 2 2 2
確率・統計学 2 2 2
工業数学（機械・経営） ○工業 2 2 2
基礎物理学 2 2 2
物理学Ⅰ（機械） 2 2 2
物理学Ⅱ（機械） 2 2 2
物理学実験 2 4 2
化学Ⅰ 2 2 2
化学Ⅱ 2 2 2
生物学 2 2 2
職業指導（工業） ○工業 2 2 2
卒業に必要な単位数 12 2 4 合　計　　　１８　単位

「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」
履修者（かつ単位未修得の
者）が受講対象となる。対象と
ならない者が履修した場合は
自由単位となり、卒業要件に
は含まれない。

４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

教職課程
の教科 自由必修

自由必修

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

１年次 ２年次 ３年次

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

４年次 選択

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及
び(4)のいずれか一つにするこ
とができる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択
自由必修

必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

人文社会科学

選択(1)のうち４単位は、放送
大学開講科目（ただし、外国語
科目は２単位まで）又は単位
互換協定における他大学の開
講科目を宛てることができる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

１年次 ２年次 ３年次

自由必修

自由必修

教職課程
の教科

教職課程
の教科

教職課程
の教科

教職課程
の教科

2



　（１）機械工学科　（令和２年度以降入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 機械工学実習 ○工業 2 4 2
設計製図Ⅰ ○工業 2 4 2
設計製図Ⅱ ○工業 2 4 2
機械工学実験 2 4 2
機械工学プロジェクト 2 4 2
材料力学Ⅰ ○工業 2 2 2
材料力学Ⅱ 2 2 2
材料力学Ⅲ 2 2 2
熱力学Ⅰ ○工業 2 2 2
熱力学Ⅱ 2 2 2
伝熱工学 2 2 2
流体力学Ⅰ ○工業 2 2 2
流体力学Ⅱ 2 2 2
機械力学Ⅰ 2 2 2
機械力学Ⅱ 2 2 2
機械材料学 工業 2 2 2
知能機械製作学 工業 2 2 2
加工工学 工業 2 2 2
知能材料学 工業 2 2 2
破壊力学 2 2 2
計算力学 工業 2 2 2
数値シミュレーション法 工業 2 2 2
機械設計工学（機械） 工業 2 2 2
CAD/ＣＡＭ 工業 2 2 2
制御工学 2 2 2
計測工学（機械） 2 2 2
機構学 工業 2 2 2
エネルギシステム工学 工業 2 2 2 (2)
輸送機械工学 工業 2 2 2 (2)
生産システム工学 工業 2 2 2 (2)
機械工学特別講義 2 2 2
プログラミング基礎 工業 2 4 2
一般力学 工業 2 2 2
物理学Ⅲ 2 2 2
数学および物理学演習 2 4 2
応用数学Ⅰ 2 2 2 (2)
応用数学Ⅱ 2 2 2 (2)
応用数学演習 1 2 1
工学英語 2 2 2
機械工学演習Ⅰ 1 2 1
機械工学演習Ⅱ 1 2 1
セミナー 2 2 2
卒業研究 8 8 8 8

他学科専門科目 （他学科専門科目） (10)
インターンシップ インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2
卒業に必要な単位数 32 2 2 32

必修 選択必修 選択
58 6 60

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、必修１２単位、選択必修２単位（「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」のいずれか1科目）を含む、１８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修科目３２単位及び選択必修科目４単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目の選択必修科目のうち、「応用数学Ⅰ」「応用数学Ⅱ」から２単位以上を修得。
　・専門科目の選択必修科目のうち、「エネルギシステム工学」「輸送機械工学」「生産システム工学」から２単位以上を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、１６単位以上（自由科目を除く）を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者（３年以上在籍する者にあっては、第６セメスター以降の各セメスター終了時に以下の要件を満たした者）及び
  別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・共通基礎科目は、必修及び選択必修１４単位を含む１８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修及び選択必修１６単位を含む４０単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「機械工学実習」「設計製図Ⅰ」「設計製図Ⅱ」「機械工学実験」「機械工学プロジェクト」「機械工学演習Ⅰ」「機械工学演習Ⅱ」　から５科目以上を修得。
４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
５　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。
６　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

卒業に必要な単位数の合計 総合計　　１２４　単位

機械工学演習

セミナー・卒業研
究等

その他

機械工学応用

機械工学一般

自由必修

問題発見・解決
型実践的学修

機械工学基礎

必　　　修　　　　 ３２　単位
選択必修(1)から　  ２　単位以上
選択必修(2)から 　 ２　単位以上
選択(1)から　　  ３２  単位以上

選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく他
大学等の開講科目を充てることがで
きる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択必修 卒業に必要な区分別単位数
教職課程
の教科

合　計　　　６８　単位

2



　（２）知能メカトロニクス学科　（令和２年度以降入学者）

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　　修　　　２　単位
文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　 ８　単位以上
哲学・倫理学A 2 2 2 2 2
哲学・倫理学B 2 2 2 2
哲学・倫理学C 2 2 2 2 2
心理学A 2 2 2 2 2 2
心理学B 2 2 2 2
心理学C 2 2 2 2
社会学A 2 2 2 2 2 2
社会学B 2 2 2 2 2 2
社会学C 2 2 2 2 2 2
経済学Ａ 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2
日本国憲法 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　　修　　　４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　 ２　単位以上
科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から　 ２　単位以上
教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から　 ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から　 ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2
実践英語Ⅰ 2 2 2
教養英語Ⅱ 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2
実践英語Ⅱ 2 2 2
教養英語Ⅲ 2 2 2
グローバルシチズンシップＡ 2 2 2
グローバルシチズンシップＢ 2 2 2
グローバルシチズンシップＣ 2 2 2
グローバルシチズンシップＤ 2 2 2
教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1
体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　 ２　単位以上
保健体育　 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎（知能） 2 2 2
科学技術基幹 科学技術史 2 2 2 必　　　修　　　８　単位

環境科学 2 2 2 選択(1)から　 ６　単位以上
ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2
システム科学入門（機械・知能） ○工業 2 2 2
システム科学応用（知能）  　工業 2 2 2
システム科学演習（知能） 　 工業 2 4 2
システム科学技術概論 ○工業 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 2 2 2
スマート農業入門 2 2 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 8 6 合　計　　　１４　単位

単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー（機械・知能） 2 4 2
解析学Ⅰa 2 2 2 必　　　修　　１０　単位
解析学Ⅰb 2 2 2 選択必修　　　２　単位
解析学Ⅱ 2 2 2 選択(1)から　 ６　単位以上
線形代数学 2 2 2
確率・統計学 2 2 2
工業数学（知能）  　工業 2 2 2
物理学Ⅰ（知能） 2 2 2
物理学Ⅱ（知能・情報） 2 2 2
物理学実験 2 4 2
化学Ⅰ 2 2 2
化学Ⅱ 2 2 2
生物学 2 2 2
職業指導（工業） ○工業 2 2 2
卒業に必要な単位数 10 2 6 合　計　　　１８　単位

「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」
履修者（かつ単位未修得の
者）が受講対象となる。対象と
ならない者が履修した場合は
自由単位となり、卒業要件に
は含まれない。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択
教職課程
の教科

必修選択区分・単位数

自由必修

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次
教職課程
の教科

選択
必修選択区分・単位数

自由必修

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次
教職課程
の教科

４年次 選択
必修選択区分・単位数

自由必修

３年次 ４年次 選択

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及
び(4)のいずれか一つにするこ
とができる。

選択(1)のうち４単位は、放送
大学開講科目（ただし、外国語
科目は２単位まで）又は単位
互換協定における他大学の開
講科目を宛てることができる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択
必修選択区分・単位数

自由必修
教職課程
の教科

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次
必修選択区分・単位数

自由必修
教職課程
の教科

2



　（２）知能メカトロニクス学科　（令和２年度以降入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 知能メカトロニクス通論Ⅰ ○工業 2 4 2
知能メカトロニクス通論Ⅱ 3 4 3
知能メカトロニクス通論Ⅲ 3 4 3
知能メカトロニクス通論Ⅳ 2 4 2 選択必修(1)から　 ２　単位以上
電気回路学Ⅰ ○工業 2 2 2 選択(1)から　　 ２０　単位以上
電気回路学Ⅱ ○工業 2 2 2
論理回路学（知能） 2 2 2
電子回路学 ○工業 2 2 2
電磁気学 　 工業 2 2 2
電子物性 2 2 2
電気電子材料  　工業 2 2 2
機械材料学 　 工業 2 2 2
機械要素学 2 2 2
材料力学Ⅰ ○工業 2 2 2
材料力学Ⅱ 2 2 2
機械力学 2 2 2
機械設計工学（知能） ○工業 2 2 2
設計製図 2 4 2
センサ工学 ○工業 2 2 2
応用数学 2 2 2
制御工学Ⅰ ○工業 2 2 2
制御工学Ⅱ  　工業 2 2 2
プログラミング言語Ⅰ ○工業 2 2 2
プログラミング言語Ⅱ ○工業 2 2 2
知能メカトロニクス概論 ○工業 2 2 2
ディジタル信号処理 2 2 2
計測工学（知能） 2 2 2
波動伝送工学 2 2 2
応用解析力学 2 2 2
最適化手法 2 2 2
熱力学 2 2 2
流体工学 工業 2 2 2
気体放電論 2 2 2
知能機械制御 工業 2 2 2
人工知能・機械制御 2 2 2
ロボット工学 2 2 2
電子デバイス工学 工業 2 2 2
応用センシング工学 2 2 2
通信システム 工業 2 2 2
生産システム工学 工業 2 2 （2) 2
エネルギシステム工学 工業 2 2 （2) 2
輸送機械工学 工業 2 2 （2) 2
課題研究 2 2 2
セミナー 2 2 2
卒業研究 8 8 8 8

他学科専門科目 （他学科専門科目） (10)
インターンシップ インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2
卒業に必要な単位数 46 2 20
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

70 4 50

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、必修１０単位、選択必修２単位（解析学Ⅰa、解析学Ⅰbのいずれか1科目）を含む、１８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修科目４６単位及び選択必修科目２単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目の選択必修科目のうち、エネルギシステム工学、輸送機械工学、生産システム工学から２単位以上を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、１６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「知能メカトロニクス通論Ⅰ」を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・共通基礎科目は、必修及び選択必修１２単位を含む１８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修及び選択必修２６単位を含む４６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「知能メカトロニクス通論Ⅰ」「知能メカトロニクス通論Ⅱ」「知能メカトロニクス通論Ⅲ」「知能メカトロニクス通論Ⅳ」「課題研究」を修得。
４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
５　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。
６　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ系
基礎

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ系
応用

セミナー・卒業研
究等

合　計　　　６８　単位

総合計　　１２４　単位

知能
メカトロニクス
通論 必　　　修　　　　４６　単位

電気電子系
基礎

機械系
基礎

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択必修 卒業に必要な区分別単位数
教職課程
の教科

選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく他
大学等の開講科目を充てることがで
きる。

自由必修
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　（３）情報工学科　（令和２年度以降入学者）

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　 修　　　２　単位
文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　 ８　単位以上
哲学・倫理学A 2 2 2 2 2
哲学・倫理学B 2 2 2 2
哲学・倫理学C 2 2 2 2 2
心理学A 2 2 2 2 2 2
心理学B 2 2 2 2
心理学C 2 2 2 2
社会学A 2 2 2 2 2 2
社会学B 2 2 2 2 2 2
社会学C 2 2 2 2 2 2
経済学Ａ 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2
日本国憲法 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　修　　　 ４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　 ２　単位以上
科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から　 ２　単位以上
教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から　 ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から　 ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2
実践英語Ⅰ 2 2 2
教養英語Ⅱ 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2
実践英語Ⅱ 2 2 2
教養英語Ⅲ 2 2 2
グローバルシチズンシップＡ 2 2 2
グローバルシチズンシップＢ 2 2 2
グローバルシチズンシップＣ 2 2 2
グローバルシチズンシップＤ 2 2 2
教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1
体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　２　単位以上
保健体育　 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎（情報） 2 2 2
科学技術基幹 科学技術史 2 2 2 必　　修　　　８　単位

環境科学 2 2 2
ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2
システム科学入門（情報・建築・経営） 2 2 2
システム科学応用（情報） ○情報 2 2 2
システム科学演習（情報） 　 情報 2 4 2
システム科学技術概論 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 2 2 2
スマート農業入門 2 2 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 8 ※ ※

単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー（情報・建築・経営） 2 4 2 必　　修　　　１４　単位
解析学Ⅰa 2 2 2 選択必修　　  ２　単位
解析学Ⅰb 2 2 2
解析学Ⅱ 2 2 2
線形代数学 2 2 2
確率・統計学 2 2 2
工業数学（情報） 2 2 2
物理学Ⅰ（情報） 2 2 2
物理学Ⅱ（知能・情報） 2 2 2
物理学実験 2 4 2
化学Ⅰ 2 2 2
化学Ⅱ 2 2 2
生物学 2 2 2
職業指導（工業） 2 2 2
卒業に必要な単位数 14 2 ※ ※

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次
教職課程
の教科

４年次 選択
必修選択区分・単位数

自由必修

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次
教職課程
の教科

４年次 選択
必修選択区分・単位数

自由必修

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次
教職課程
の教科

３年次 ４年次 選択
必修選択区分・単位数

必修 自由

２年次 ３年次 ４年次 選択

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及
び(4)のいずれか一つにするこ
とができる。

選択(1)のうち４単位は、放送
大学開講科目（ただし、外国語
科目は２単位まで）又は単位
互換協定における他大学の開
講科目を宛てることができる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次
教職課程
の教科

２年次 ３年次 ４年次 選択
必修選択区分・単位数

自由必修

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次
教職課程
の教科

必修選択区分・単位数

自由必修

※システム科学技術基幹科目
と共通基礎科目は合計３２単
位以上（必修２２単位及び選択
必修２単位を含む）を修得

※システム科学技術基幹科目
と共通基礎科目は合計３２単
位以上（必修２２単位及び選択
必修２単位を含む）を修得。
※「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰ
a」履修者（かつ単位未修得の
者）が受講対象となる。対象と
ならない者が履修した場合は
自由単位となり、卒業要件に
は含まれない。
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　（３）情報工学科　（令和２年度以降入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 プログラミングⅠ ○情報 3 4 3
プログラミングⅡ ○情報 3 4 3
プログラミングⅢ 3 4 3
システム創成プロジェクト実習Ⅰ 2 4 2 選択(1)から　　２８　単位以上
システム創成プロジェクト実習Ⅱ 2 4 2
ディジタル信号処理 ○情報 2 2 2
音響工学 ○情報 2 2 2
画像信号処理 ○情報 2 2 2
音信号処理 　 情報 2 2 2
パターン認識と機械学習 　 情報 2 2 2
感性情報工学 　 情報 2 2 2
論理回路学（情報） ○情報 2 2 2
システムアーキテクチャ ○情報 2 2 2
情報システム学 ○情報 2 2 2
情報ネットワーク工学 ○情報 2 2 2
モバイルネットワーク工学 　情報 2 2 2
電気回路学Ⅰ 2 2 2
電気回路学Ⅱ 2 2 2
電子回路学 2 2 2
電磁気学 2 2 2
情報通信工学 　 情報 2 2 2
離散数学 　 情報 2 2 2
情報理論 　 情報 2 2 2
アルゴリズムとデータ構造 ○情報 2 2 2
数値解析 　 情報 2 2 2
人工知能 　 情報 2 2 2
データマイニング 2 2 2
シミュレーション工学 2 2 2
数理統計Ⅰ 2 2 2
数理統計Ⅱ 2 2 2
最適化手法 2 2 2
情報社会と情報倫理 ○情報 2 2 2
情報と職業 ○情報 2 2 2
秋田の情報産業 2 2 2
技術英語 1 1 1
科学技術ライティング 1 1 1
情報工学セミナー 2 2 2
卒業研究 8 8 8 8
基礎セミナー 1 2 1
数学基礎演習A 1 2 1
数学基礎演習B 1 2 1

他学科専門科目 （他学科専門科目） (10)
インターンシップ インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2
卒業に必要な単位数 40 28
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

68 2 54

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を修得。
　・共通基礎科目は、必修１４単位、選択必修２単位（解析学Ⅰa、解析学Ⅰbのいずれか1科目）を修得。
　・システム科学技術基幹科目と共通基礎科目は合計３２単位以上（必修科目２２単位及び選択必修科目２単位を含む。自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修科目４０単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から２８単位以上（自由科目を除く）を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から３０単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修２４単位を含む４８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「プログラミングⅠ」「プログラミングⅡ」「システム創成プロジェクト実習Ⅰ」「システム創成プロジェクト実習Ⅱ」「基礎セミナー」「情報工学セミナー」を修得。
４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
５　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

セミナー・卒業研
究等

基礎演習

合　計　　　６８　単位

総合計　　１２４　単位

メディア情報処理

ハードウェア機構
と情報ネットワー
クシステム

基礎情報工学と
知能情報処理

社会と情報

コミュニケーショ
ン能力

選択必修 卒業に必要な区分別単位数

問題発見・解決
型実践的学修

必　　 　修　　　４０　単位

選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく他
大学等の開講科目を充てることがで
きる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
教職課程
の教科 自由必修
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　（４）建築環境システム学科　（令和２年度以降入学者）

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　修　　　２　単位
文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から   ８　単位以上
哲学・倫理学A 2 2 2 2 2
哲学・倫理学B 2 2 2 2
哲学・倫理学C 2 2 2 2 2
心理学A 2 2 2 2 2 2
心理学B 2 2 2 2
心理学C 2 2 2 2
社会学A 2 2 2 2 2 2
社会学B 2 2 2 2 2 2
社会学C 2 2 2 2 2 2
経済学Ａ 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2
日本国憲法 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　 ２　単位以上
科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から　 ２　単位以上
教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から   ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から　 ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2
実践英語Ⅰ 2 2 2
教養英語Ⅱ 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2
実践英語Ⅱ 2 2 2
教養英語Ⅲ 2 2 2
グローバルシチズンシップＡ 2 2 2
グローバルシチズンシップＢ 2 2 2
グローバルシチズンシップＣ 2 2 2
グローバルシチズンシップＤ 2 2 2
教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1
体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　 ２　単位以上
保健体育　 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎（建築） 2 2 2 必　　修　　１０　単位
科学技術基幹 科学技術史 2 2 2

環境科学 2 2 2
ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2
システム科学入門（情報・建築・経営） ○工業 2 2 2
システム科学応用（建築） 2 2 2
システム科学演習（建築） 2 4 2
システム科学技術概論 ○工業 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 2 2 2
スマート農業入門 2 2 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 10 ※ ※

単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー（情報・建築・経営） 2 4 2 必　　修　　　４　単位
解析学Ⅰa 2 2 2
解析学Ⅰb 2 2 (2)
解析学Ⅱ 2 2 2
線形代数学 2 2 2
確率・統計学 2 2 2
工業数学（建築） 　 工業 2 2 2
物理学Ⅰ（建築・経営） 2 2 2
物理学Ⅱ（建築・経営） 2 2 2
物理学実験 2 4 2
化学Ⅰ 2 2 2
化学Ⅱ 2 2 2
生物学 2 2 2
職業指導（工業） ○工業 2 2 2
卒業に必要な単位数 4 ※ ※

選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次
教職課程
の教科

必修選択区分・単位数
種類

開講年次（セメスター）・週時間数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

教職課程
の教科 必修

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次
教職課程
の教科

４年次 選択
必修選択区分・単位数

自由必修

３年次 ４年次 選択

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及
び(4)のいずれか一つにするこ
とができる。

選択(1)のうち４単位は、放送
大学開講科目（ただし、外国語
科目は２単位まで）又は単位
互換協定における他大学の開
講科目を宛てることができる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次
教職課程
の教科

３年次 ４年次 選択
自由必修

必修選択区分・単位数

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次
教職課程
の教科 自由必修

必修選択区分・単位数

※システム科学技術基幹科目の
「ベンチャービジネス論」「システム
科学演習（建築）」「システム科学技
術概論」「あきた地域学アドバンス
ト」「再生可能エネルギー入門」「ス
マート農業入門」、および共通基礎
科目の数学６科目・「物理学Ⅰ」「物
理学Ⅱ」・化学２科目・「生物学」のう
ちから合計１６単位を修得。
※数学６科目のうち「解析学Ⅰa」
「解析学Ⅰb」はどちらかひとつを卒
業要件に含めることができる。

※システム科学技術基幹科目の
「ベンチャービジネス論」「システム
科学演習（建築）」「システム科学技
術概論」「あきた地域学アドバンス
ト」「再生可能エネルギー入門」「ス
マート農業入門」、および共通基礎
科目の数学６科目・「物理学Ⅰ」「物
理学Ⅱ」・化学２科目・「生物学」のう
ちから合計１６単位を修得。
※数学６科目のうち「解析学Ⅰa」
「解析学Ⅰb」はどちらかひとつを卒
業要件に含めることができる。「解
析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」履修者（か
つ単位未修得の者）が受講対象と
なる。

選択
必修選択区分・単位数

必修 自由

自由
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　（４）建築環境システム学科　（令和２年度以降入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 建築設計製図 建築設計基礎 　 工業 2 4 2
建築設計Ⅰ ○工業 2 4 2
建築設計Ⅱ 　 工業 2 4 2 必　　 　修　　　５８　単位
建築設計Ⅲ 　 工業 4 8 4
建築設計Ⅳ 2 4 2
建築ＣＡＤ演習 　 工業 2 4 2

建築計画 都市・建築計画学概論 ○工業 2 2 2
建築計画Ⅰ ○工業 2 2 2
建築計画Ⅱ 2 2 2
建築計画と風土 2 2 2
都市計画 2 2 2
都市・建築史 2 2 2

建築環境工学 建築環境基礎論 ○工業 2 2 2
室内気候計画Ⅰ 　 工業 2 2 2
室内気候計画Ⅰ演習 1 2  1
室内気候計画Ⅱ 2 2 2 2
建築音・光環境 2 2 2

建築設備 建築設備 ○工業 2 2 2
構造力学 構造力学Ⅰ ○工業 2 2 2

構造力学Ⅰ演習 　 工業 1 2 1
構造力学Ⅱ 　 工業 2 2 2
構造力学Ⅱ演習 1 2 1
構造解析学 2 2 2 2
地盤と建築基礎 2 2 2

建築一般構造 建築構造学概論 ○工業 2 2 2
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造Ⅰ ○工業 2 2 2
鋼構造Ⅰ ○工業 2 2 2
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造Ⅱ 2 2 2
鋼構造Ⅱ 2 2 2
木質構造 2 2 2

建築材料 建築材料基礎 ○工業 2 2 2
建築材料構成法 2 2 2 2
建築材料実験 　 工業 2 4 2

建築生産 建築施工・生産管理 ○工業 2 2 2
建築生産実習 2 4 2
材料・建築の生産と環境 2 2 2

建築法規 建築法規 ○工業 2 2 2
その他 都市環境 2 2 2 2
（建築分野） 建築技術英語 2 2 2

建築数理基礎 2 2 2
建築学セミナー 1 2 1
研究プレゼンテーション 1 2 1
建築学研修 4 8 4
卒業研究 8 16 8

他学科専門科目 （他学科専門科目） (10)
インターンシップ インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2
卒業に必要な単位数 58 0 0 12
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

78 0 46

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を修得。
　・共通基礎科目は、必修４単位を修得。
　・システム科学技術基幹科目の「ベンチャービジネス論」「システム科学演習（建築）」「システム科学技術概論」「あきた地域学アドバンスト」「再生可能エネルギー入門」
　　「スマート農業入門」および共通基礎科目の数学６科目、「物理学Ⅰ（建築・経営）」「物理学Ⅱ（建築・経営）」、化学２科目、「生物学」のうちから合計１６単位を修得。
　　数学６科目のうち「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」はどちらかひとつを卒業要件に含めることができる。
  ・専門科目は、必修５８単位を含む７０単位以上（自由科目を除く）を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目から８単位以上を修得。
　・保健体育科目から２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から２８単位以上（自由科目を除く）を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目から１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から３０単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「建築設計基礎」「建築設計Ⅰ」「建築設計Ⅱ」「建築設計Ⅲ」「建築学セミナー」を修得。
　・専門科目のうち、必修４４単位以上、選択科目１０単位以上を修得。
４　履修条件Ⅲ（建築設計基礎、建築設計Ⅰ、同Ⅱ、同Ⅲ、同Ⅳの履修順序）
　　「建築設計基礎」を修得しなければ「建築設計Ⅰ」を履修することができない。「建築設計Ⅰ」を修得しなければ「建築設計Ⅱ」を履修することができない。
　　「建築設計Ⅱ」を修得しなければ「建築設計Ⅲ」を履修することができない。「建築設計Ⅲ」を修得しなければ「建築設計Ⅳ」を履修することができないことを原則とする。
５　履修条件Ⅳ
　学科長が認めた場合に限り「建築学研修」を4年次後期に、「卒業研究」を４年次前期に履修することができる。ただし、「建築学研修」を修得しなければ「卒業研究」を履修できない。
６　選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
７　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

セミナー・卒業研
究等

選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく他
大学等の開講科目を充てることがで
きる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択必修
教職課程
の教科 自由必修

卒業に必要な区分別単位数

選択(1)から　　１２　単位以上

合　計　　　７０　単位

総合計　　１２４　単位
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　（５）経営システム工学科　（令和２年度以降入学者）

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　　修　　　２　単位
文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　  ８　単位以上
哲学・倫理学A 2 2 2 2 2
哲学・倫理学B 2 2 2 2
哲学・倫理学C 2 2 2 2 2
心理学A 2 2 2 2 2 2
心理学B 2 2 2 2
心理学C 2 2 2 2
社会学A 2 2 2 2 2 2
社会学B 2 2 2 2 2 2
社会学C 2 2 2 2 2 2
経済学Ａ 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2
日本国憲法 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　　修　　　４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上
科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上
教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から　  ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2
実践英語Ⅰ 2 2 2
教養英語Ⅱ 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2
実践英語Ⅱ 2 2 2
教養英語Ⅲ 2 2 2
グローバルシチズンシップＡ 2 2 2
グローバルシチズンシップＢ 2 2 2
グローバルシチズンシップＣ 2 2 2
グローバルシチズンシップＤ 2 2 2
教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1
体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上
保健体育　 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

単位 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎（経営） 2 2 2
科学技術基幹 科学技術史 2 2 2 必　　　修　　１０　単位

環境科学 2 2 2 選択(1)から　 ２　単位以上
ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2
システム科学入門（情報・建築・経営） ○工業 2 2 2
システム科学応用（経営） 　 工業 2 2 2
システム科学演習（経営） ○工業 2 4 2
システム科学技術概論 ○工業 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 2 2 2
スマート農業入門 2 2 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 10 2 合　計　　　１２　単位

単位 選択 卒業に必要な区分別単位数
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー（情報・建築・経営） 2 4 2
解析学Ⅰa 2 2 2 必　　　修　　　６　単位
解析学Ⅰb 2 2 2 選択必修　　　２　単位
解析学Ⅱ 2 2 2 選択(1)から　　８　単位以上
線形代数学 2 2 2
確率・統計学 2 2 2
工業数学（経営） 　 工業 2 2 2
物理学Ⅰ（建築・経営） 2 2 2
物理学Ⅱ（建築・経営） 2 2 2
化学Ⅰ 2 2 2
化学Ⅱ 2 2 2
生物学 2 2 2
職業指導（工業） ○工業 2 2 2
卒業に必要な単位数 6 2 8 合　計　　　１６　単位
システム科学技術基幹科目と共通基礎科目を合計して卒業に必要な単位数 16 2 14 合　計　　　３２　単位

「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」
履修者（かつ単位未修得の
者）が受講対象となる。対象と
ならない者が履修した場合は
自由単位となり、卒業要件に
は含まれない。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択
教職課程
の教科

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択
教職課程
の教科

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択
教職課程
の教科

必修選択区分・単位数

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及
び(4)のいずれか一つにするこ
とができる。

選択

選択(1)のうち４単位は、放送
大学開講科目（ただし、外国語
科目は２単位まで）又は単位
互換協定における他大学の開
講科目を宛てることができる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次
教職課程
の教科 自由必修

必修選択区分・単位数

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次
教職課程
の教科 自由必修

必修選択区分・単位数

自由必修

必修選択区分・単位数

自由必修

必修選択区分・単位数

自由必修

選択
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　（５）経営システム工学科　（令和２年度以降入学者）

専門分野等 授業科目 単位 選択
１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 経営システム工学演習Ⅰ 2 4 2
経営システム工学演習Ⅱ ○工業 2 4 2
経営システム工学実験 ○工業 2 4 2 必　　　修　　　　３２　単位
経営システム工学演習Ⅲ 2 4 2 選択必修(1)から　８　単位以上
社会調査法 2 2 2 選択(1)から　　　２８　単位以上
ビジネスモデル論 2 2 2
起業入門 2 2 2
ビジネスプランニング 2 2 2
プログラミングⅠ ○工業 2 2 2
プログラミングⅡ 　 工業 2 2 2
生産管理工学Ⅰ ○工業 2 2 2
生産管理工学Ⅱ 　 工業 2 2 2
データベース 　 工業 2 2 2
経営情報システム論 ○工業 2 2 2
応用情報処理 　 工業 2 2 2 (2)
財務管理 2 2 2
管理会計 2 2 2
マーケティング 2 2 2
経営学 2 2 2
ファイナンス 2 2 2 (2)
人間工学 　 工業 2 2 2 (2)
経営基礎数理 2 2 2
数理統計Ⅰ ○工業 2 2 2
数理統計Ⅱ 2 2 2
数理計画 ○工業 2 2 2
意思決定分析 2 2 2
応用確率論 2 2 2
シミュレーション 2 2 2
最適化モデル 2 2 2
社会科学データ分析 2 2 2 (2)
環境システム工学Ⅰ ○工業 2 2 2
環境システム工学Ⅱ 　 工業 2 2 2
物性化学 2 2 2
材料化学 2 2 2
リスクマネジメント 　 工業 2 2 2 (2)
資源エネルギー技術 　 工業 2 2 2 (2)
ミクロ経済学 2 2 2
マクロ経済学 2 2 2
経営法務 2 2 2 (2)
セミナーⅠ 1 2 1
セミナーⅡ 1 2 1
卒業研究 8 8 8 8

他学科専門科目 （他学科専門科目） (10)
インターンシップ インターンシップＡ 2 2 2

インターンシップＢ 2 2 2
卒業に必要な単位数 32 8 28
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

54 10 60

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を含む１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、必修６単位、選択必修２単位（「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」のいずれか１科目）を含む１６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目は合計３２単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修３２単位及び選択必修８単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目のうち、「応用情報処理」「ファイナンス」「人間工学」「社会科学データ分析」「リスクマネジメント」 「資源エネルギー技術」「経営法務」から８単位以上を修得。
２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・「情報リテラシー」を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から２６単位以上（自由科目を除く）を修得。
３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　  ６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者（３年以上在籍する者にあっては、第６セメスター以降の各セメスター終了時に以下の要件を満たした者）及び別に定め
　るところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・「情報リテラシー」を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を含む１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、必修６単位、選択必修２単位（「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」のいずれか１科目）を含む１６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目は合計３２単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目を４５単位以上修得。
　・「経営システム工学演習Ⅰ」「経営システム工学演習Ⅱ」「経営システム工学演習Ⅲ」「経営システム工学実験」「セミナーⅠ」を修得。
４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
５　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。
６　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

大域的環境シス
テム

セミナー・卒業研
究等

合　計　　　６８　単位

総合計　　１２４　単位

創造型実践演習

イノベーション・プ
ランニング

経営工学手法

数理的解析手法

選択(1)のうち１０単位は他学部、他
学科科目、単位互換協定に基づく他
大学等の開講科目を充てることがで
きる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択必修 卒業に必要な区分別単位数
教職課程
の教科 自由必修

2



別表第１
１　システム科学技術学部 （平成31年度入学生）
　（１）機械工学科

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

文学・文化学A 高橋(晴) 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 高橋(晴) 2 2 2 2 2 2 　必　　修　　　２　単位
文学・文化学C 高橋(晴) 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　  ８　単位以上
哲学・倫理学A 鈴木(祐) 2 2 2 2 2
哲学・倫理学B 鈴木(祐) 2 2 2 2 2
哲学・倫理学C 鈴木(祐) 2 2 2 2
心理学A 渡部(諭) 2 2 2 2 2 2
心理学B 渡部(諭) 2 2 2 2
心理学C 渡部(諭) 2 2 2 2
社会学A 小松田 2 2 2 2 2 2
社会学B 小松田 2 2 2 2 2 2
社会学C 小松田 2 2 2 2 2 2
経済学Ａ 嶋崎(善) 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 鈴木(祐)ほか 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 鈴木(祐)ほか 2 2 2 2 2
日本国憲法 棟久 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 渡部(昌) 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 渡部(昌) 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 学部長ほか 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 岡崎 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 岡崎 2 4 2 　必　　修　　　４　単位

科学英語 田金 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上
科学英語基礎 バロウズ 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上
教養英語Ⅰ バロウズほか 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ バロウズ 2 2 2 選択(4)から　  ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ ドーティ 2 2 2
実践英語Ⅰ 檜山 2 2 2
教養英語Ⅱ 高橋(守)ほか 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ バロウズ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 佐藤(ク) 2 2 2
実践英語Ⅱ 檜山 2 2 2
教養英語Ⅲ 高橋(守)ほか 2 2 2
グローバルシチズンシップＡ 高橋(守) 2 2 2
グローバルシチズンシップＢ 檜山 2 2 2
グローバルシチズンシップＣ 岡崎 2 2 2
グローバルシチズンシップＤ バロウズ 2 2 2
教養英語Ⅳ 高橋(守) 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 内山 1 2 1
体育実技Ⅱ 内山 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上
保健体育　 内山 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎（機械） 機械工学科長 2 2 2
科学技術基幹 科学技術史 学部長、西口 2 2 2 　必　　修　　　８　単位

環境科学 長谷川一、金澤 2 2 2 選択(1)から　　６　単位以上
ベンチャービジネス論 嶋崎(真)ほか 2 2 2 2 2
システム科学入門（機械・知能） 須知ほか ○工業 2 2 2
システム科学応用（機械） 杉本 工業 2 2 2
システム科学演習（機械） 杉本、須知 工業 2 4 2
システム科学技術概論 学部長ほか ○工業 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 嶋崎(真)ほか 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 杉本ほか 2 2 2
卒業に必要な単位数 8 6 合　計　　　１４　単位

担当教員 教職課程 単位 必修 選択 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー（機械・知能） 佐藤（和）ほか 2 4 2
解析学Ⅰa 伊藤（一） 2 2 2 　必　　修　　１２　単位
解析学Ⅰb 宮本(雲) 2 2 2 　選択必修　　２　単位
解析学Ⅱ 大上 2 2 2 選択(1)から　  ４　単位以上
線形代数学 鈴木（庸） 2 2 2
確率・統計学 須知 2 2 2
工業数学（機械・経営） 水野 ○工業 2 2 2
基礎物理学 野村 2 2 2
物理学Ⅰ（機械） 鶴田 2 2 2
物理学Ⅱ（機械） 尾藤 2 2 2
物理学実験 尾藤ほか 2 4 2
化学Ⅰ 菊地 2 2 2
化学Ⅱ 菊地、川島 2 2 2
生物学 原ほか 2 2 2
職業指導（工業） 渡部(昌) ○工業 2 2 2
卒業に必要な単位数 12 2 4 合　計　　　１８　単位

「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」履
修者（かつ単位未修得の者）が
受講対象となる。対象とならな
い者が履修した場合は自由単
位となり、卒業要件には含まれ
ない。

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及
び(4)のいずれか一つにするこ
とができる。

選択

選択

種類

人文社会科学

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

種類 選択

種類

種類

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次種類 選択

選択(1)のうち４単位は、放送大
学開講科目（ただし、外国語科
目は２単位まで）又は単位互換
協定における他大学の開講科
目を宛てることができる。

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次
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　（１）機械工学科

専門分野等 授業科目 担当教員 教職課程 単位 必修 選択 自由
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 機械工学実習 機械工学科長 ○工業 2 4 2
設計製図Ⅰ 高橋(武)、大徳 ○工業 2 4 2
設計製図Ⅱ 高橋(武)、伊藤（一） ○工業 2 4 2
機械工学実験 機械工学科長 2 4 2
機械工学プロジェクト 機械工学科長 2 4 2
材料力学Ⅰ 邱 ○工業 2 2 2
材料力学Ⅱ 邱 2 2 2
材料力学Ⅲ 邱 2 2 2
熱力学Ⅰ 鶴田 ○工業 2 2 2
熱力学Ⅱ 鶴田 2 2 2
伝熱工学 大上 2 2 2
流体力学Ⅰ 石本 ○工業 2 2 2
流体力学Ⅱ 石本 2 2 2
機械力学Ⅰ 伊藤(伸) 2 2 2
機械力学Ⅱ 伊藤(伸) 2 2 2
機械材料学 水野 工業 2 2 2
知能機械製作学 野村 工業 2 2 2
加工工学 野村 工業 2 2 2
知能材料学 尾藤 工業 2 2 2
破壊力学 水野 2 2 2
計算力学 佐藤(明) 工業 2 2 2
数値シミュレーション法 伊藤(伸) 工業 2 2 2
機械設計工学（機械） 富岡 工業 2 2 2
CAD/ＣＡＭ 高橋(武) 工業 2 2 2
制御工学 佐藤(俊) 2 2 2
計測工学（機械） 齋藤(直) 2 2 2
機構学 富岡 工業 2 2 2
エネルギシステム工学 須知ほか 工業 2 2 2 (2)
輸送機械工学 富岡、高橋(武) 工業 2 2 2 (2)
生産システム工学 野村 工業 2 2 2 (2)
機械工学特別講義 機械工学科長 2 2 2
プログラミング基礎 野村、二村 工業 2 4 2
一般力学 伊藤(伸) 工業 2 2 2
物理学Ⅲ 杉本 2 2 2
数学および物理学演習 富岡ほか 2 4 2
応用数学Ⅰ 佐藤(明) 2 2 2 (2)
応用数学Ⅱ 石本 2 2 2 (2)
応用数学演習 佐藤(明)ほか 1 2 1
工学英語 尾藤、ニックス 2 2 2
機械工学演習Ⅰ 機械工学科長 1 2 1
機械工学演習Ⅱ 機械工学科長 1 2 1
セミナー 機械工学科長 2 2 2
卒業研究 機械工学科長 8 8 8 8

他学科専門科目 （他学科専門科目） (10)
インターンシップ インターンシップA ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ委員長 2 2 2

インターンシップB ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ委員長 2 2 2
卒業に必要な単位数 32 2 2 32

必修 選択必修 選択
58 6 60

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。

　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。

　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及び(4)の

　　いずれか一つに充てることができる。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上を修得。

　・共通基礎科目は、必修１２単位、選択必修２単位（「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」のいずれか1科目）を含む、１８単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修科目３２単位及び選択必修科目４単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目の選択必修科目のうち、「応用数学Ⅰ」「応用数学Ⅱ」から２単位以上を修得。

　・専門科目の選択必修科目のうち、「エネルギシステム工学」「輸送機械工学」「生産システム工学」から２単位以上を修得。

２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、１６単位以上（自由科目を除く）を修得。

３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者（３年以上在籍する者にあっては、第６セメスター以降の各セメスター終了時に以下の要件を満たした者）及び
  別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・共通基礎科目は、必修及び選択必修１４単位を含む１８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修及び選択必修１６単位を含む４０単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「機械工学実習」「設計製図Ⅰ」「設計製図Ⅱ」「機械工学実験」「機械工学プロジェクト」「機械工学演習Ⅰ」「機械工学演習Ⅱ」　から５科目以上を修得。
　

４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。

５　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。

６　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

必修選択区分・単位数
選択必修 卒業に必要な区分別単位数

開講年次（セメスター）・週時間数
１年次 ２年次 ３年次

問題発見・解決
型実践的学修

機械工学基礎

機械工学一般

機械工学応用

その他

種類 ４年次

合　計　　　６８　単位

総合計　　１２４　単位

　　　必　　修　　　　 　３２　単位
　　　選択必修(1)から　 ２　単位以上
　　　選択必修(2)から 　２　単位以上
　　　選択(1)から　　 　３２  単位以上

選択(1)のうち１０単位は他学部、他学
科科目、単位互換協定に基づく他大
学等の開講科目を充てることができ
る。

卒業に必要な単位数の合計

機械工学演習

セミナー・卒業
研究等
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　（２）知能メカトロニクス学科

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 高橋(晴) 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 高橋(晴) 2 2 2 2 2 2 　必　　修　　　２　単位
文学・文化学C 高橋(晴) 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　  ８　単位以上
哲学・倫理学A 鈴木(祐) 2 2 2 2 2
哲学・倫理学B 鈴木(祐) 2 2 2 2 2
哲学・倫理学C 鈴木(祐) 2 2 2 2
心理学A 渡部(諭) 2 2 2 2 2 2
心理学B 渡部(諭) 2 2 2 2
心理学C 渡部(諭) 2 2 2 2
社会学A 小松田 2 2 2 2 2 2
社会学B 小松田 2 2 2 2 2 2
社会学C 小松田 2 2 2 2 2 2
経済学Ａ 嶋崎(善) 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 鈴木(祐)ほか 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 鈴木(祐)ほか 2 2 2 2 2
日本国憲法 棟久 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 渡部(昌) 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 渡部(昌) 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 学部長ほか 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 高橋(守) 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 高橋(守) 2 4 2 　必　　修　　　４　単位

科学英語 田金 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上
科学英語基礎 バロウズ 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上
教養英語Ⅰ バロウズほか 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ バロウズ 2 2 2 選択(4)から　  ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ ドーティ 2 2 2
実践英語Ⅰ 檜山 2 2 2
教養英語Ⅱ 高橋(守)ほか 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ バロウズ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 佐藤(ク) 2 2 2
実践英語Ⅱ 檜山 2 2 2
教養英語Ⅲ 高橋(守)ほか 2 2 2
グローバルシチズンシップＡ 高橋(守) 2 2 2
グローバルシチズンシップＢ 檜山 2 2 2
グローバルシチズンシップＣ 岡崎 2 2 2
グローバルシチズンシップＤ バロウズ 2 2 2
教養英語Ⅳ 高橋(守) 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 伊藤(恵) 1 2 1
体育実技Ⅱ 伊藤(恵) 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上
保健体育　 内山 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎（知能） 知能メカ学科長 2 2 2
科学技術基幹 科学技術史 学部長、西口 2 2 2 　必　　修　　　８　単位

環境科学 長谷川、金澤 2 2 2 選択(1)から　　６　単位以上
ベンチャービジネス論 嶋崎(真)ほか 2 2 2 2 2
システム科学入門（機械・知能） 須知ほか ○工業 2 2 2
システム科学応用（知能） 礒田ほか 工業 2 2 2
システム科学演習（知能） 佐藤(和)、能勢 工業 2 4 2
システム科学技術概論 学部長ほか ○工業 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 嶋崎(真)ほか 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 杉本ほか 2 2 2
卒業に必要な単位数 8 6 合　計　　　１４　単位

担当教員 教職課程 単位 必修 選択 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー（機械・知能） 佐藤（和）ほか 2 4 2
解析学Ⅰa 高山 2 2 2 　必　　修　　１０　単位
解析学Ⅰb 宮本(雲) 2 2 2 　選択必修　　２　単位
解析学Ⅱ 松下 2 2 2 選択(1)から　  ６　単位以上
線形代数学 間所 2 2 2
確率・統計学 徐 2 2 2
工業数学（知能） 小谷 工業 2 2 2
物理学Ⅰ（知能） 本間 2 2 2
物理学Ⅱ（知能・情報） 岡本 2 2 2
物理学実験 小谷ほか 2 4 2
化学Ⅰ 菊地 2 2 2
化学Ⅱ 菊地、川島 2 2 2
生物学 原ほか 2 2 2
職業指導（工業） 渡部(昌) ○工業 2 2 2
卒業に必要な単位数 10 2 6 合　計　　　１８　単位

「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」履
修者（かつ単位未修得の者）が
受講対象となる。対象とならな
い者が履修した場合は自由単
位となり、卒業要件には含まれ
ない。

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及
び(4)のいずれか一つにするこ
とができる。

選択

３年次
必修選択区分・単位数

種類
必修選択区分・単位数開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

種類
必修選択区分・単位数

選択
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

種類
開講年次（セメスター）・週時間数

授業科目 １年次 ２年次 ４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

選択(1)のうち４単位は、放送大
学開講科目（ただし、外国語科
目は２単位まで）又は単位互換
協定における他大学の開講科
目を宛てることができる。
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　（２）知能メカトロニクス学科

専門分野等 授業科目 担当教員 教職課程 単位 必修 選択 自由
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 知能メカトロニクス通論Ⅰ 齋藤(敬)ほか ○工業 2 4 2
知能メカトロニクス通論Ⅱ 小谷ほか 3 4 3
知能メカトロニクス通論Ⅲ 礒田ほか 3 4 3
知能メカトロニクス通論Ⅳ 齋藤(直)ほか 2 4 2
電気回路学Ⅰ 戸花 ○工業 2 2 2
電気回路学Ⅱ 戸花 ○工業 2 2 2
論理回路学（知能） 山口(博) 2 2 2
電子回路学 本間 ○工業 2 2 2
電磁気学 小谷 工業 2 2 2
電子物性 能勢 2 2 2
電気電子材料 山口(博) 工業 2 2 2
機械材料学 水野 工業 2 2 2
機械要素学 下井 2 2 2
材料力学Ⅰ 邱 ○工業 2 2 2
材料力学Ⅱ 邱 2 2 2
機械力学 新任教員 2 2 2
機械設計工学（知能） 齋藤(直) ○工業 2 2 2
設計製図 佐藤(俊)ほか 2 4 2
センサ工学 岡本 ○工業 2 2 2
応用数学 松下 2 2 2
制御工学Ⅰ 徐 ○工業 2 2 2
制御工学Ⅱ 佐藤(俊) 工業 2 2 2
プログラミング言語Ⅰ 間所 ○工業 2 2 2
プログラミング言語Ⅱ 佐藤(和) ○工業 2 2 2
知能メカトロニクス概論 齋藤(敬) ○工業 2 2 2
ディジタル信号処理 高根 2 2 2
計測工学（知能） 小谷 2 2 2
波動伝送工学 礒田、戸花 2 2 2
応用解析力学 岡本 2 2 2
最適化手法 松下 2 2 2
熱力学 山口(博) 2 2 2
流体工学 齋藤(直) 工業 2 2 2
気体放電論 高山 2 2 2
知能機械制御 佐藤(俊) 工業 2 2 2
人工知能・機械制御 間所 2 2 2
ロボット工学 下井 2 2 2
電子デバイス工学 能勢 工業 2 2 2
応用センシング工学 本間 2 2 2
通信システム 礒田 工業 2 2 2
生産システム工学 野村 工業 2 2 （2) 2
エネルギシステム工学 須知ほか 工業 2 2 （2) 2
輸送機械工学 富岡、高橋（武） 工業 2 2 （2) 2
課題研究 知能メカ学科長 2 2 2
セミナー 知能メカ学科長 2 2 2
卒業研究 知能メカ学科長 8 8 8 8

他学科専門科目 （他学科専門科目） (10)
インターンシップ インターンシップA ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ委員長 2 2 2

インターンシップB ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ委員長 2 2 2
卒業に必要な単位数 46 2 20

卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

70 4 50

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。

　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。

　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の

　　いずれか一つに充てることができる。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上を修得。

　・共通基礎科目は、必修１０単位、選択必修２単位（解析学Ⅰa、解析学Ⅰbのいずれか1科目）を含む、１８単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修科目４６単位及び選択必修科目２単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目の選択必修科目のうち、エネルギシステム工学、輸送機械工学、生産システム工学から２単位以上を修得。

２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。

　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、１６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「知能メカトロニクス通論Ⅰ」を修得。

３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・共通基礎科目は、必修及び選択必修１２単位を含む１８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修及び選択必修２６単位を含む４６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「知能メカトロニクス通論Ⅰ」「知能メカトロニクス通論Ⅱ」「知能メカトロニクス通論Ⅲ」「知能メカトロニクス通論Ⅳ」「課題研究」を修得。

４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。

５　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。

６　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

選択(1)のうち１０単位は他学部、他学
科科目、単位互換協定に基づく他大
学等の開講科目を充てることができ
る。

機械系
基礎

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ系
基礎

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ系
応用

選択(1)から　　　　２０　単位以上
選択必修(1)から　　２　単位以上
　　必　　修　　　　４６　単位

卒業に必要な区分別単位数

総合計　　１２４　単位

合　計　　　６８　単位

知能
メカトロニクス
通論

電気電子系
基礎

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択必修

セミナー・卒業
研究等
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　（３）情報工学科

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 高橋(晴) 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 高橋(晴) 2 2 2 2 2 2 　必　　修　　　２　単位
文学・文化学C 高橋(晴) 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　  ８　単位以上
哲学・倫理学A 鈴木(祐) 2 2 2 2 2
哲学・倫理学B 鈴木(祐) 2 2 2 2 2
哲学・倫理学C 鈴木(祐) 2 2 2 2
心理学A 渡部(諭) 2 2 2 2 2 2
心理学B 渡部(諭) 2 2 2 2
心理学C 渡部(諭) 2 2 2 2
社会学A 小松田 2 2 2 2 2 2
社会学B 小松田 2 2 2 2 2 2
社会学C 小松田 2 2 2 2 2 2
経済学Ａ 嶋崎(善) 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 鈴木(祐)ほか 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 鈴木(祐)ほか 2 2 2 2 2
日本国憲法 棟久 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 渡部(昌) 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 渡部(昌) 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 学部長ほか 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 檜山 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 檜山 2 4 2 　必　　修　　　４　単位

科学英語 田金 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上
科学英語基礎 バロウズ 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上
教養英語Ⅰ バロウズほか 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ バロウズ 2 2 2 選択(4)から　  ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ ドーティ 2 2 2
実践英語Ⅰ 檜山 2 2 2
教養英語Ⅱ 高橋(守)ほか 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ バロウズ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 佐藤(ク) 2 2 2
実践英語Ⅱ 檜山 2 2 2
教養英語Ⅲ 高橋(守)ほか 2 2 2
グローバルシチズンシップＡ 高橋(守) 2 2 2
グローバルシチズンシップＢ 檜山 2 2 2
グローバルシチズンシップＣ 岡崎 2 2 2
グローバルシチズンシップＤ バロウズ 2 2 2
教養英語Ⅳ 高橋(守) 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 渡邉(朋) 1 2 1
体育実技Ⅱ 渡邉(朋) 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上
保健体育　 内山 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎（情報） 情報工学科長 2 2 2
科学技術基幹 科学技術史 学部長、西口 2 2 2 　必　　修　　　８　単位

環境科学 長谷川、金澤 2 2 2
ベンチャービジネス論 嶋崎(真)ほか 2 2 2 2 2
システム科学入門（情報・建築・経営） 礒田ほか 2 2 2
システム科学応用（情報） 猿田ほか ○情報 2 2 2
システム科学演習（情報） 堂坂、寺田 情報 2 4 2
システム科学技術概論 学部長ほか 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 嶋崎(真)ほか 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 杉本ほか 2 2 2
卒業に必要な単位数 8 ※ ※

担当教員 教職課程 単位 必修 選択 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー（情報・建築・経営） 陳ほか 2 4 2 　必　　修　　１４　単位
解析学Ⅰa 渡邉(貫) 2 2 2 　選択必修　　２　単位
解析学Ⅰb 宮本(雲) 2 2 2
解析学Ⅱ 渡邉(貫) 2 2 2
線形代数学 廣田 2 2 2
確率・統計学 陳 2 2 2
工業数学（情報） 高根 2 2 2
物理学Ⅰ（情報） 本間 2 2 2
物理学Ⅱ（知能・情報） 岡本 2 2 2
物理学実験 西口ほか 2 4 2
化学Ⅰ 菊地 2 2 2
化学Ⅱ 菊地、川島 2 2 2
生物学 原ほか 2 2 2
職業指導（工業） 渡部(昌) 2 2 2
卒業に必要な単位数 14 2 ※ ※

※システム科学技術基幹科目
と共通基礎科目は合計３２単位
以上（必修２２単位及び選択必
修２単位を含む）を修得。
※「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」
履修者（かつ単位未修得の者）
が受講対象となる。対象となら
ない者が履修した場合は自由
単位となり、卒業要件には含ま
れない。

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及
び(4)のいずれか一つにするこ
とができる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類

※システム科学技術基幹科目
と共通基礎科目は合計３２単位
以上（必修２２単位及び選択必
修２単位を含む）を修得

選択(1)のうち４単位は、放送大
学開講科目（ただし、外国語科
目は２単位まで）又は単位互換
協定における他大学の開講科
目を宛てることができる。
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　（３）情報工学科

専門分野等 授業科目 担当教員 教職課程 単位 必修 選択 自由
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 プログラミングⅠ 廣田、伊東 ○情報 3 4 3
プログラミングⅡ 草苅、中村 ○情報 3 4 3
プログラミングⅢ 飯田、橋浦 3 4 3
システム創成プロジェクト実習Ⅰ 猿田ほか 2 4 2
システム創成プロジェクト実習Ⅱ 高根ほか 2 4 2
ディジタル信号処理 高根 ○情報 2 2 2
音響工学 高根 ○情報 2 2 2
画像信号処理 陳 ○情報 2 2 2
音信号処理 西口 情報 2 2 2
パターン認識と機械学習 猿田 情報 2 2 2
感性情報工学 渡邉(貫) 情報 2 2 2
論理回路学（情報） 石井 ○情報 2 2 2
システムアーキテクチャ 石井 ○情報 2 2 2
情報システム学 飯田 ○情報 2 2 2
情報ネットワーク工学 飯田 ○情報 2 2 2
モバイルネットワーク工学 飯田 情報 2 2 2
電気回路学Ⅰ 岡本 2 2 2
電気回路学Ⅱ 戸花 2 2 2
電子回路学 本間 2 2 2
電磁気学 小谷 2 2 2
情報通信工学 礒田 情報 2 2 2
離散数学 草苅 情報 2 2 2
情報理論 石井 情報 2 2 2
アルゴリズムとデータ構造 草苅 ○情報 2 2 2
数値解析 廣田 情報 2 2 2
人工知能 堂坂 情報 2 2 2
データマイニング 堂坂 2 2 2
シミュレーション工学 廣田 2 2 2
数理統計Ⅰ 星野 2 2 2
数理統計Ⅱ 木村 2 2 2
最適化手法 松下 2 2 2
情報社会と情報倫理 西口、草苅 ○情報 2 2 2
情報と職業 渡部(昌)、堂坂 ○情報 2 2 2
秋田の情報産業 陳 2 2 2
技術英語 西口 1 1 1
科学技術ライティング 堂坂 1 1 1
情報工学セミナー 情報工学科長 2 2 2
卒業研究 情報工学科長 8 8 8 8
基礎セミナー 情報工学科長 1 2 1
数学基礎演習A 廣田ほか 1 2 1
数学基礎演習B 廣田ほか 1 2 1

他学科専門科目 （他学科専門科目） (10)
インターンシップ インターンシップA ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ委員長 2 2 2

インターンシップB ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ委員長 2 2 2

卒業に必要な単位数 40 28

卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

68 2 54

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。

　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。

　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の

　　いずれか一つに充てることができる。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を修得。

　・共通基礎科目は、必修１４単位、選択必修２単位（解析学Ⅰa、解析学Ⅰbのいずれか1科目）を修得。

　・システム科学技術基幹科目と共通基礎科目は合計３２単位以上（必修科目２２単位及び選択必修科目２単位を含む。自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修科目４０単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。

２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。

　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から２８単位以上（自由科目を除く）を修得。

３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から３０単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修２４単位を含む４８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「プログラミングⅠ」「プログラミングⅡ」「システム創成プロジェクト実習Ⅰ」「システム創成プロジェクト実習Ⅱ」「基礎セミナー」「情報工学セミナー」を修得。

４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。

５　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

問題発見・解決
型実践的学修

メディア情報処
理

選択(1)のうち１０単位は他学部、他学
科科目、単位互換協定に基づく他大
学等の開講科目を充てることができ
る。

ハードウェア機
構と情報ネット
ワークシステム

基礎情報工学
と知能情報処
理

コミュニケーショ
ン能力

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択必修 卒業に必要な区分別単位数

　　必　　修　　　　４０　単位
選択(1)から　　　　２８　単位以上

合　計　　　６８　単位

総合計　　１２４　単位

社会と情報

基礎演習

セミナー・卒業
研究等
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　（４）建築環境システム学科

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 高橋(晴) 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 高橋(晴) 2 2 2 2 2 2 　必　　修　　　２　単位
文学・文化学C 高橋(晴) 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　  ８　単位以上
哲学・倫理学A 鈴木(祐) 2 2 2 2 2
哲学・倫理学B 鈴木(祐) 2 2 2 2 2
哲学・倫理学C 鈴木(祐) 2 2 2 2
心理学A 渡部(諭) 2 2 2 2 2 2
心理学B 渡部(諭) 2 2 2 2
心理学C 渡部(諭) 2 2 2 2
社会学A 小松田 2 2 2 2 2 2
社会学B 小松田 2 2 2 2 2 2
社会学C 小松田 2 2 2 2 2 2
経済学Ａ 嶋崎(善) 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 鈴木(祐)ほか 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 鈴木(祐)ほか 2 2 2 2 2
日本国憲法 棟久 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 渡部(昌) 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 渡部(昌) 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 学部長ほか 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 檜山、岡崎 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 檜山、岡崎 2 4 2 　必　　修　　　４　単位

科学英語 田金 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上
科学英語基礎 バロウズ 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上
教養英語Ⅰ バロウズほか 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ バロウズ 2 2 2 選択(4)から　  ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ ドーティ 2 2 2
実践英語Ⅰ 檜山 2 2 2
教養英語Ⅱ 高橋(守)ほか 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ バロウズ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 佐藤(ク) 2 2 2
実践英語Ⅱ 檜山 2 2 2
教養英語Ⅲ 高橋(守)ほか 2 2 2
グローバルシチズンシップＡ 高橋(守) 2 2 2
グローバルシチズンシップＢ 檜山 2 2 2
グローバルシチズンシップＣ 岡崎 2 2 2
グローバルシチズンシップＤ バロウズ 2 2 2
教養英語Ⅳ 高橋(守) 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 渡邉(朋)、伊藤(護) 1 2 1
体育実技Ⅱ 渡邉(朋)、伊藤(護) 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上
保健体育　 内山 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎（建築） 建築学科長 2 2 2 　必　　修　　１０　単位
科学技術基幹 科学技術史 学部長、西口 2 2 2

環境科学 長谷川、金澤 2 2 2
ベンチャービジネス論 嶋崎(真)ほか 2 2 2 2 2
システム科学入門（情報・建築・経営） 礒田ほか ○工業 2 2 2
システム科学応用（建築） 浅野 2 2 2
システム科学演習（建築） 建築学科長 2 4 2
システム科学技術概論 学部長ほか ○工業 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 嶋崎(真)ほか 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 杉本ほか 2 2 2
卒業に必要な単位数 10 ※ ※

担当教員 教職課程 単位 必修 選択 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー（情報・建築・経営） 陳ほか 2 4 2 　必　　修　　　４　単位
解析学Ⅰa 宮本(雲) 2 2 2
解析学Ⅰb 宮本(雲) 2 2 (2)
解析学Ⅱ 宮本(雲) 2 2 2
線形代数学 宮本(雲) 2 2 2
確率・統計学 木村 2 2 2
工業数学（建築） 菅野、長谷川 工業 2 2 2
物理学Ⅰ（建築・経営） 西田ほか 2 2 2
物理学Ⅱ（建築・経営） 長谷川ほか 2 2 2
物理学実験 西口ほか 2 4 2
化学Ⅰ 菊地 2 2 2
化学Ⅱ 菊地、川島 2 2 2
生物学 原ほか 2 2 2
職業指導（工業） 渡部(昌) ○工業 2 2 2
卒業に必要な単位数 4 ※ ※

※システム科学技術基幹科目の「ベン
チャービジネス論」「システム科学演習
（建築）」「システム科学技術概論」「あき
た地域学アドバンスト」「再生可能エネ
ルギー入門」、および共通基礎科目の
数学６科目・「物理学Ⅰ」「物理学Ⅱ」・
化学２科目・「生物学」のうちから合計１
６単位を修得。
※数学６科目のうち「解析学Ⅰa」「解析
学Ⅰb」はどちらかひとつを卒業要件に
含めることができる。

※システム科学技術基幹科目の「ベン
チャービジネス論」「システム科学演習
（建築）」「システム科学技術概論」「あき
た地域学アドバンスト」「再生可能エネ
ルギー入門」、および共通基礎科目の
数学６科目・「物理学Ⅰ」「物理学Ⅱ」・
化学２科目・「生物学」のうちから合計１
６単位を修得。
※数学６科目のうち「解析学Ⅰa」「解析
学Ⅰb」はどちらかひとつを卒業要件に
含めることができる。「解析学Ⅰb」は「解
析学Ⅰa」履修者（かつ単位未修得の
者）が受講対象となる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及
び(4)のいずれか一つにするこ
とができる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類
必修選択区分・単位数

授業科目 選択

種類
必修選択区分・単位数

授業科目 選択
開講年次（セメスター）・週時間数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

開講年次（セメスター）・週時間数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

選択(1)のうち４単位は、放送大
学開講科目（ただし、外国語科
目は２単位まで）又は単位互換
協定における他大学の開講科
目を宛てることができる。
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　（４）建築環境システム学科

専門分野等 授業科目 担当教員 教職課程 単位 必修 選択 自由
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 建築設計製図 建築設計基礎 建築学科長 工業 2 4 2
建築設計Ⅰ 建築学科長 ○工業 2 4 2
建築設計Ⅱ 建築学科長 工業 2 4 2
建築設計Ⅲ 建築学科長 工業 4 8 4
建築設計Ⅳ 建築学科長 2 4 2
建築ＣＡＤ演習 込山 工業 2 4 2

建築計画 都市・建築計画学概論 山口ほか ○工業 2 2 2
建築計画Ⅰ 込山 ○工業 2 2 2
建築計画Ⅱ 込山 2 2 2
建築計画と風土 苅谷 2 2 2
都市計画 山口(邦) 2 2 2
都市・建築史 山口(邦)ほか 2 2 2

建築環境工学 建築環境基礎論 松本 ○工業 2 2 2
室内気候計画Ⅰ 松本 工業 2 2 2
室内気候計画Ⅰ演習 松本 1 2  1
室内気候計画Ⅱ 長谷川 2 2 2 2
建築音・光環境 松本、長谷川 2 2 2

建築設備 建築設備 長谷川 ○工業 2 2 2
構造力学 構造力学Ⅰ 西田ほか ○工業 2 2 2

構造力学Ⅰ演習 西田ほか 工業 1 2 1
構造力学Ⅱ クアドラ、小幡 工業 2 2 2
構造力学Ⅱ演習 クアドラ、小幡 1 2 1
構造解析学 クアドラ 2 2 2 2
地盤と建築基礎 クアドラ 2 2 2

建築一般構造 建築構造学概論 西田ほか ○工業 2 2 2
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造Ⅰ 菅野 ○工業 2 2 2
鋼構造Ⅰ 西田、小幡 ○工業 2 2 2
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造Ⅱ 菅野 2 2 2
鋼構造Ⅱ 西田、小幡 2 2 2
木質構造 板垣ほか 2 2 2

建築材料 建築材料基礎 板垣、石山(智) ○工業 2 2 2
建築材料構成法 板垣 2 2 2 2
建築材料実験 石山(智)、板垣 工業 2 4 2

建築生産 建築施工・生産管理 西田 ○工業 2 2 2
建築生産実習 西田ほか 2 4 2

材料・建築の生産と環境 石山(智)、板垣 2 2 2

建築法規 建築法規 苅谷、山口（邦） ○工業 2 2 2

その他 都市環境 浅野 2 2 2 2

（建築分野） 建築技術英語 クアドラ 2 2 2

建築数理基礎 建築学科長 2 2 2

建築学セミナー 建築学科長 1 2 1

研究プレゼンテーション 建築学科長 1 2 1

建築学研修 建築学科長 4 8 4

卒業研究 建築学科長 8 16 8
他学科専門科目 （他学科専門科目） (10)
インターンシップ インターンシップA ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ委員長 2 2 2

インターンシップB ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ委員長 2 2 2

卒業に必要な単位数 58 0 0 12

卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

78 0 46

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。

　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。

　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の

　　いずれか一つに充てることができる。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を修得。

　・共通基礎科目は、必修４単位を修得。

　・システム科学技術基幹科目の「ベンチャービジネス論」「システム科学演習（建築）」「システム科学技術概論」「あきた地域学アドバンスト」、および共通基礎科目の


　　数学６科目、「物理学Ⅰ（建築・経営）」「物理学Ⅱ（建築・経営）」、化学２科目、「生物学」のうちから合計１６単位を修得。数学６科目のうち「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」はどちらか

　　ひとつを卒業要件に含めることができる。

  ・専門科目は、必修５８単位を含む７０単位以上（自由科目を除く）を修得。

２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。

　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。

　・外国語科目から８単位以上を修得。

　・保健体育科目から２単位以上を修得。

　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から２８単位以上（自由科目を除く）を修得。

３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。

　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目から１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から３０単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・「建築設計基礎」「建築設計Ⅰ」「建築設計Ⅱ」「建築設計Ⅲ」「建築学セミナー」を修得。
　・専門科目のうち、必修４４単位以上、選択科目１０単位以上を修得。

４　履修条件Ⅲ（建築設計基礎、建築設計Ⅰ、同Ⅱ、同Ⅲ、同Ⅳの履修順序）
　　「建築設計基礎」を修得しなければ「建築設計Ⅰ」を履修することができない。「建築設計Ⅰ」を修得しなければ「建築設計Ⅱ」を履修することができない。
　　「建築設計Ⅱ」を修得しなければ「建築設計Ⅲ」を履修することができない。「建築設計Ⅲ」を修得しなければ「建築設計Ⅳ」を履修することができないことを原則とする。

５　履修条件Ⅳ
　学科長が認めた場合に限り「建築学研修」を4年次後期に、「卒業研究」を４年次前期に履修することができる。ただし、「建築学研修」を修得しなければ「卒業研究」を履修できない。

６　選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。

７　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

種類 選択必修

総合計　　１２４　単位

卒業に必要な区分別単位数

　　必　　修　５８　単位
選択(1)から　１２　単位以上

選択(1)のうち１０単位は他学部、他学
科科目、単位互換協定に基づく他大
学等の開講科目を充てることができ
る。

合　計　　　７０　単位

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

セミナー・卒業
研究等

31



　（５）経営システム工学科

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 高橋(晴) 2 2 2 2 2 2
文学・文化学B 高橋(晴) 2 2 2 2 2 2 　必　　修　　　２　単位
文学・文化学C 高橋(晴) 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　  ８　単位以上
哲学・倫理学A 鈴木(祐) 2 2 2 2 2
哲学・倫理学B 鈴木(祐) 2 2 2 2 2
哲学・倫理学C 鈴木(祐) 2 2 2 2
心理学A 渡部(諭) 2 2 2 2 2 2
心理学B 渡部(諭) 2 2 2 2
心理学C 渡部(諭) 2 2 2 2
社会学A 小松田 2 2 2 2 2 2
社会学B 小松田 2 2 2 2 2 2
社会学C 小松田 2 2 2 2 2 2
経済学Ａ 嶋崎(善) 2 2 2 2 2 2
総合科目A　人間と環境 鈴木(祐)ほか 2 2 2 2 2
総合科目B　生活と情報 鈴木(祐)ほか 2 2 2 2 2
日本国憲法 棟久 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 渡部(昌) 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 渡部(昌) 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 学部長ほか 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 岡崎 2 4 2
（英語） ＣＡＬＬⅡ 岡崎 2 4 2 　必　　修　　　４　単位

科学英語 田金 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上
科学英語基礎 バロウズ 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上
教養英語Ⅰ バロウズほか 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上
英語プレゼンテーションⅠ バロウズ 2 2 2 選択(4)から　  ２　単位以上
異文化コミュニケ―ションⅠ ドーティ 2 2 2
実践英語Ⅰ 檜山 2 2 2
教養英語Ⅱ 高橋(守)ほか 2 2 2
英語プレゼンテーションⅡ バロウズ 2 2 2
異文化コミュニケ―ションⅡ 佐藤(ク) 2 2 2
実践英語Ⅱ 檜山 2 2 2
教養英語Ⅲ 高橋(守)ほか 2 2 2
グローバルシチズンシップＡ 高橋(守) 2 2 2
グローバルシチズンシップＢ 檜山 2 2 2
グローバルシチズンシップＣ 岡崎 2 2 2
グローバルシチズンシップＤ バロウズ 2 2 2
教養英語Ⅳ 高橋(守) 2 2 (2) (2) (2)
卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 伊藤(護) 1 2 1
体育実技Ⅱ 伊藤(護) 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上
保健体育　 内山 2 2 2 2
卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

担当教員 教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎（経営） 嶋崎(真)ほか 2 2 2
科学技術基幹 科学技術史 学部長、西口 2 2 2 　必　　修　　１０　単位

環境科学 長谷川、金澤 2 2 2 選択(1)から　 ２　単位以上
ベンチャービジネス論 嶋崎(真)ほか 2 2 2 2 2
システム科学入門（情報・建築・経営） 礒田ほか ○工業 2 2 2
システム科学応用（経営） 金澤ほか 工業 2 2 2
システム科学演習（経営） 木村、宮本(道) ○工業 2 4 2
システム科学技術概論 学部長ほか ○工業 2 2 2
あきた地域学アドバンスト 嶋崎(真)ほか 2 2 2 2 2
再生可能エネルギー入門 杉本ほか 2 2 2
卒業に必要な単位数 10 2 合　計　　　１2　単位

担当教員 教職課程 単位 必修 選択 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー（情報・建築・経営） 陳ほか 2 4 2
解析学Ⅰa 星野 2 2 2 　必　　修　　　６　単位
解析学Ⅰb 宮本(雲) 2 2 2 　選択必修　　２　単位
解析学Ⅱ 宮本(雲) 2 2 2 選択(1)から　　８　単位以上
線形代数学 宮本(雲) 2 2 2
確率・統計学 木村 2 2 2
工業数学（経営） 杉本 工業 2 2 2
物理学Ⅰ（建築・経営） 西田ほか 2 2 2
物理学Ⅱ（建築・経営） 長谷川ほか 2 2 2
化学Ⅰ 菊地 2 2 2
化学Ⅱ 菊地、川島 2 2 2
生物学 原ほか 2 2 2
職業指導（工業） 渡部(昌) ○工業 2 2 2
卒業に必要な単位数 6 2 8 合　計　　　１６　単位
システム科学技術基幹科目と共通基礎科目を合計して卒業に必要な単位数 16 2 14 合　計　　　３２　単位

４年次 選択

選択

２年次 ３年次授業科目 １年次

「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」履
修者（かつ単位未修得の者）が
受講対象となる。対象とならな
い者が履修した場合は自由単
位となり、卒業要件には含まれ
ない。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及
び(4)のいずれか一つにするこ
とができる。

選択(1)のうち４単位は、放送大
学開講科目（ただし、外国語科
目は２単位まで）又は単位互換
協定における他大学の開講科
目を宛てることができる。
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　（５）経営システム工学科

専門分野等 授業科目 担当教員 教職課程 単位 必修 選択 自由
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 経営システム工学演習Ⅰ 朴、徐 2 4 2
経営システム工学演習Ⅱ 星野 ○工業 2 4 2 　必　　修　　　　３２　単位
経営システム工学実験 菊地ほか ○工業 2 4 2 選択必修(1)から　８　単位以上
経営システム工学演習Ⅲ 嶋崎(真)ほか 2 4 2
社会調査法 宮本(道) 2 2 2
ビジネスモデル論 上原 2 2 2
起業入門 嶋崎(真) 2 2 2
ビジネスプランニング 上原 2 2 2 (2)
プログラミングⅠ 鈴木（一） ○工業 2 2 2
プログラミングⅡ 鈴木（一） 工業 2 2 2
生産管理工学Ⅰ 嶋崎(真) ○工業 2 2 2
生産管理工学Ⅱ 星野 工業 2 2 2
データベース 上原 工業 2 2 2
経営情報システム論 嶋崎(真) ○工業 2 2 2
応用情報処理 上原 工業 2 2 2 (2)
財務管理 朴 2 2 2
管理会計 朴 2 2 2
マーケティング 朴 2 2 2
経営学 宮本(道) 2 2 2
ファイナンス 嶋崎(善) 2 2 2 (2)
人間工学 嶋崎(真) 工業 2 2 2 (2)
経営基礎数理 梁、荒谷 2 2 2
数理統計Ⅰ 星野 ○工業 2 2 2
数理統計Ⅱ 木村 2 2 2
数理計画 木村 ○工業 2 2 2
意思決定分析 星野、木村 2 2 2
応用確率論 星野 2 2 2
シミュレーション 鈴木（一）、稲川 2 2 2
最適化モデル 木村 2 2 2
社会科学データ分析 宮本(道) 2 2 2 (2)
環境システム工学Ⅰ 金澤 ○工業 2 2 2
環境システム工学Ⅱ 金澤、梁 工業 2 2 2
物性化学 菊地 2 2 2
材料化学 菊地 2 2 2
リスクマネジメント 金澤 工業 2 2 2 (2)
資源エネルギー技術 梁、菊地 工業 2 2 2 (2)
ミクロ経済学 嶋崎(善) 2 2 2
マクロ経済学 嶋崎(善) 2 2 2
経営法務 宮本(道) 2 2 2 (2)
セミナーⅠ 経営学科長 1 2 1
セミナーⅡ 経営学科長 1 2 1
卒業研究 経営学科長 8 8 8 8

他学科専門科目 （他学科専門科目） (10)
インターンシップ インターンシップＡ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ委員長 2 2 2

インターンシップＢ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ委員長 2 2 2
卒業に必要な単位数 32 8 28
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

54 10 60

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。
　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。
　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の
　　いずれか一つに充てることができる。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を含む１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、必修６単位、選択必修２単位（「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」のいずれか１科目）を含む１６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目は合計３２単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目は、必修３２単位及び選択必修８単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目のうち、「ビジネスプランニング」「応用情報処理」「ファイナンス」「人間工学」「社会科学データ分析」「リスクマネジメント」
　  「資源エネルギー技術」「経営法務」から８単位以上を修得。

２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。
　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。
　・外国語科目は、８単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・「情報リテラシー」を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から２６単位以上（自由科目を除く）を修得。

３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　  ６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者（３年以上在籍する者にあっては、第６セメスター以降の各セメスター終了時に以下の要件を満たした者）及び別に定め
　るところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・「情報リテラシー」を修得。
　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を含む１２単位以上を修得。
　・共通基礎科目は、必修６単位、選択必修２単位（「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」のいずれか１科目）を含む１６単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目は合計３２単位以上（自由科目を除く）を修得。
　・専門科目を４５単位以上修得。
　・「経営システム工学演習Ⅰ」「経営システム工学演習Ⅱ」「経営システム工学演習Ⅲ」「経営システム工学実験」「セミナーⅠ」を修得。

４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。

５　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。

６　教職課程の教科欄に○印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

創造型実践演
習

選択(1)から　　　２８　単位以上
イノベーション・
プランニング 選択(1)のうち１０単位は他学部、他学

科科目、単位互換協定に基づく他大
学等の開講科目を充てることができ
る。経営工学手法

数理的解析手
法

大域的環境シ
ステム

セミナー・卒業
研究等

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択必修 卒業に必要な区分別単位数

総合計　　１２４　単位

合　計　　　６８　単位
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カリキュラム表（平成３０年度入学者）学籍番号B20M*** ※学籍番号B20以外の学生は大学HP「授業・履修関係（シラバス）」からダウンロードしてください。
１　システム科学技術学部
　（１）機械工学科

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

文学・文化学A 2 2 2 2 2 2

文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　修　　　２　単位

文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　  ８　単位以上

哲学・倫理学A 2 2 2 2

哲学・倫理学B 2 2 2 2 2

哲学・倫理学C 2 2 2 2 2

心理学A 2 2 2 2 2 2

心理学B 2 2 2 2

心理学C 2 2 2 2

社会学A 2 2 2 2 2 2

社会学B 2 2 2 2 2 2

社会学C 2 2 2 2 2 2

経済学Ａ 2 2 2 2 2 2

総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2

総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2

日本国憲法 2 2 2 2 2 2

現代の働く環境 2 2 2 2 2 2

コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2

あきた地域学 2 2 2

卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2

（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上

科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上

教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上

英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から　  ２　単位以上

異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2

実践英語Ⅰ 2 2 2

教養英語Ⅱ 2 2 2

英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2

異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2

実践英語Ⅱ 2 2 2

教養英語Ⅲ 2 2 2

グローバルシチズンシップＡ 2 2 2

グローバルシチズンシップＢ 2 2 2

グローバルシチズンシップＣ 2 2 2

グローバルシチズンシップＤ 2 2 2

教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)

卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1

体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上

保健体育　 2 2 2 2

卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎（機械） 2 2 2

科学技術基幹 科学技術史 2 2 2 必　　修　　　８　単位

環境科学 2 2 2 選択(1)から　　６　単位以上

ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2

システム科学入門（機械・知能） ○工業 2 2 2

システム科学応用（機械） 工業 2 2 2

システム科学演習（機械） 工業 2 4 2

システム科学技術概論 ○工業 2 2 2

あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2

卒業に必要な単位数 8 6 合　計　　　１４　単位

教職課程 単位 必修 選択 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー（機械・知能） 2 4 2

解析学Ⅰa 2 2 2 必　　修　　１２　単位

解析学Ⅰb 2 2 2 選択必修　　２　単位

解析学Ⅱ 2 2 2 選択(1)から  ４　単位以上

線形代数学 2 2 2

確率・統計学 2 2 2

工業数学（機械・経営） ○工業 2 2 2

基礎物理学 2 2 2

物理学Ⅰ（機械） 2 2 2

物理学Ⅱ（機械） 2 2 2

物理学実験 2 4 2

化学Ⅰ 2 2 2

化学Ⅱ 2 2 2

生物学 2 2 2

職業指導（工業） ○工業 2 2 2

卒業に必要な単位数 12 2 4 合　計　　　１８　単位

「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」履
修者（かつ単位未修得の者）が
受講対象となる。対象とならない
者が履修した場合は自由単位と
なり、卒業要件には含まれない。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

選択

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及
び(4)のいずれか一つにすること
ができる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

人文社会科学

選択(1)のうち４単位は、放送大
学開講科目（ただし、外国語科目
は２単位まで）又は単位互換協
定における他大学の開講科目を
宛てることができる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択



　（１）機械工学科

専門分野等 授業科目 教職課程 単位 必修 選択 自由

の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)
専門科目 機械工学実習 ○工業 2 4 2

設計製図Ⅰ ○工業 2 4 2

設計製図Ⅱ ○工業 2 4 2

機械工学実験 2 4 2

機械工学プロジェクト 2 4 2

材料力学Ⅰ ○工業 2 2 2

材料力学Ⅱ 2 2 2

材料力学Ⅲ 2 2 2

熱力学Ⅰ ○工業 2 2 2

熱力学Ⅱ 2 2 2

伝熱工学 2 2 2

流体力学Ⅰ ○工業 2 2 2

流体力学Ⅱ 2 2 2

機械力学Ⅰ 2 2 2

機械力学Ⅱ 2 2 2

機械材料学 工業 2 2 2

知能機械製作学 工業 2 2 2

加工工学 工業 2 2 2

知能材料学 工業 2 2 2

破壊力学 2 2 2

計算力学 工業 2 2 2

数値シミュレーション法 工業 2 2 2

機械設計工学（機械） 工業 2 2 2

CAD/CAM 工業 2 2 2

制御工学 2 2 2

計測工学（機械） 2 2 2

機構学 工業 2 2 2

エネルギシステム工学 工業 2 2 2 (2)

輸送機械工学 工業 2 2 2 (2)

生産システム工学 工業 2 2 2 (2)

機械工学特別講義 2 2 2

プログラミング基礎 工業 2 4 2

一般力学 工業 2 2 2

物理学Ⅲ 2 2 2

数学および物理学演習 2 4 2

応用数学Ⅰ 2 2 2 (2)

応用数学Ⅱ 2 2 2 (2)

応用数学演習 1 2 1

工学英語 2 2 2

機械工学演習Ⅰ 1 2 1

機械工学演習Ⅱ 1 2 1

セミナー 2 2 2

卒業研究 8 8 8 8

他学科専門科目 （他学科専門科目） (10)
インターンシップ インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2

卒業に必要な単位数 32 2 2 32

必修 選択必修 選択

58 6 60

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。

　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。

　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及び(4)の

　　いずれか一つに充てることができる。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上を修得。

　・共通基礎科目は、必修１２単位、選択必修２単位（「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」のいずれか1科目）を含む、１８単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修科目３２単位及び選択必修科目４単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目の選択必修科目のうち、「応用数学Ⅰ」「応用数学Ⅱ」から２単位以上を修得。

　・専門科目の選択必修科目のうち、「エネルギシステム工学」「輸送機械工学」「生産システム工学」から２単位以上を修得。

２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。

　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。

　・外国語科目は、８単位以上を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・システム科学技術基幹科目は、１２単位以上を修得。

　・共通基礎科目は、１６単位以上（自由科目を除く）を修得。

３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者（３年以上在籍する者にあっては、第６セメスター以降の各セメスター終了時に以下の要件を満たした者）及び

  別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。

　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。

　・外国語科目は、１０単位以上を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・共通基礎科目は、必修及び選択必修１４単位を含む１８単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修及び選択必修１６単位を含む４０単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・「機械工学実習」「設計製図Ⅰ」「設計製図Ⅱ」「機械工学実験」「機械工学プロジェクト」「機械工学演習Ⅰ」「機械工学演習Ⅱ」　から５科目以上を修得。

　

４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
５　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。

６　教職課程の教科欄に〇印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

合　計　　　６８　単位

卒業に必要な単位数の合計 総合計　　１２４　単位

機械工学演習

セミナー・卒業
研究等

その他

機械工学応用

機械工学一般

問題発見・解決
型実践的学修

機械工学基礎

必　　修　　 　３２　単位

選択必修(1)から　 ２　単位以上

選択必修(2)から 　２　単位以上

選択(1)から　　 　３２  単位以上

選択(1)のうち１０単位は他学部、他学科
科目、単位互換協定に基づく他大学等
の開講科目を充てることができる。

種類

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択必修 卒業に必要な区分別単位数



カリキュラム表（平成３０年度入学者）学籍番号B20N*** ※学籍番号B20以外の学生は大学HP「授業・履修関係（シラバス）」からダウンロードしてください。
　（２）知能メカトロニクス学科

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 2 2 2 2 2 2

文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　修　　　２  単位

文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　  ８　単位以上

哲学・倫理学A 2 2 2 2

哲学・倫理学B 2 2 2 2 2

哲学・倫理学C 2 2 2 2 2

心理学A 2 2 2 2 2 2

心理学B 2 2 2 2

心理学C 2 2 2 2

社会学A 2 2 2 2 2 2

社会学B 2 2 2 2 2 2

社会学C 2 2 2 2 2 2

経済学Ａ 2 2 2 2 2 2

総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2

総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2

日本国憲法 2 2 2 2 2 2

現代の働く環境 2 2 2 2 2 2

コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2

あきた地域学 2 2 2

卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2

（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上

科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上

教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上

英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から　  ２　単位以上

異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2

実践英語Ⅰ 2 2 2

教養英語Ⅱ 2 2 2

英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2

異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2

実践英語Ⅱ 2 2 2

教養英語Ⅲ 2 2 2

グローバルシチズンシップＡ 2 2 2

グローバルシチズンシップＢ 2 2 2

グローバルシチズンシップＣ 2 2 2

グローバルシチズンシップＤ 2 2 2

教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)

卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1

体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上

保健体育　 2 2 2 2

卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎（知能） 2 2 2

科学技術基幹 科学技術史 2 2 2 必　　修　 　８　単位

環境科学 2 2 2 選択(1)から　　６　単位以上

ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2

システム科学入門（機械・知能） ○工業 2 2 2

システム科学応用（知能） 工業 2 2 2

システム科学演習（知能） 工業 2 4 2

システム科学技術概論 ○工業 2 2 2

あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2

卒業に必要な単位数 8 6 合　計　　　１４　単位

教職課程 単位 必修 選択 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー（機械・知能） 2 4 2

解析学Ⅰa 2 2 2 必　　修　　１０　単位

解析学Ⅰb 2 2 2 選択必修　　 ２　単位

解析学Ⅱ 2 2 2 選択(1)から　 ６　単位以上

線形代数学 2 2 2

確率・統計学 2 2 2

工業数学（知能） 工業 2 2 2

物理学Ⅰ（知能） 2 2 2

物理学Ⅱ（知能） 2 2 2

物理学実験 2 4 2

化学Ⅰ 2 2 2

化学Ⅱ 2 2 2

生物学 2 2 2

職業指導（工業） ○工業 2 2 2

卒業に必要な単位数 10 2 6 合　計　　　１８　単位

「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」履
修者（かつ単位未修得の者）が
受講対象となる。対象とならない
者が履修した場合は自由単位と
なり、卒業要件には含まれない。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及
び(4)のいずれか一つにすること
ができる。

選択(1)のうち４単位は、放送大
学開講科目（ただし、外国語科
目は２単位まで）又は単位互換
協定における他大学の開講科
目を宛てることができる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択



　（２）知能メカトロニクス学科

専門分野等 授業科目 教職課程 単位 必修 選択 自由

の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)
専門科目 知能メカトロニクス通論Ⅰ ○工業 2 4 2

知能メカトロニクス通論Ⅱ 3 4 3
知能メカトロニクス通論Ⅲ 3 4 3
知能メカトロニクス通論Ⅳ 2 4 2
電気回路学Ⅰ ○工業 2 2 2
電気回路学Ⅱ ○工業 2 2 2
論理回路学（知能） 2 2 2
電子回路学 ○工業 2 2 2
電磁気学 工業 2 2 2
電子物性 2 2 2
電気電子材料 工業 2 2 2
機械材料学 工業 2 2 2
機械要素学 2 2 2
材料力学Ⅰ ○工業 2 2 2
材料力学Ⅱ 2 2 2
機械力学 2 2 2
機械設計工学（知能） ○工業 2 2 2
設計製図 2 4 2
センサ工学 ○工業 2 2 2
応用数学 2 2 2
制御工学Ⅰ ○工業 2 2 2
制御工学Ⅱ 工業 2 2 2
プログラミング言語Ⅰ ○工業 2 2 2
プログラミング言語Ⅱ ○工業 2 2 2
知能メカトロニクス概論 ○工業 2 2 2
ディジタル信号処理 2 2 2
計測工学（知能） 2 2 2
波動伝送工学 2 2 2
応用解析力学 2 2 2
最適化手法 2 2 2
熱力学 2 2 2
流体工学 工業 2 2 2
気体放電論 2 2 2
知能機械制御 工業 2 2 2
人工知能・機械制御 2 2 2
ロボット工学 2 2 2
電子デバイス工学 工業 2 2 2
応用センシング工学 2 2 2
通信システム 工業 2 2 2
生産システム工学 工業 2 2 （2) 2
エネルギシステム工学 工業 2 2 （2) 2
輸送機械工学 工業 2 2 （2) 2
課題研究 2 2 2
セミナー 2 2 2
卒業研究 8 8 8 8

他学科専門科目 （他学科専門科目） (10)
インターンシップ インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2
卒業に必要な単位数 46 2 20
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

70 4 50

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。

　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。

　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の

　　いずれか一つに充てることができる。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上を修得。

　・共通基礎科目は、必修１０単位、選択必修２単位（解析学Ⅰa、解析学Ⅰbのいずれか1科目）を含む、１８単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修科目４６単位及び選択必修科目２単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目の選択必修科目のうち、「エネルギシステム工学」、輸送機械工学、生産システム工学から２単位以上を修得。

２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。

　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。

　・外国語科目は、８単位以上を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・システム科学技術基幹科目は、１２単位以上を修得。

　・共通基礎科目は、１６単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・「知能メカトロニクス通論Ⅰ」を修得。

３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。

　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。

　・外国語科目は、１０単位以上を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を含む１４単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・共通基礎科目は、必修及び選択必修１２単位を含む１８単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修及び選択必修２６単位を含む４６単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・「知能メカトロニクス通論Ⅰ」「知能メカトロニクス通論Ⅱ」「知能メカトロニクス通論Ⅲ」「知能メカトロニクス通論Ⅳ」「課題研究」を修得。

４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
５　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。
６　教職課程の教科欄に〇印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ系
基礎

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ系
応用

セミナー・卒業
研究等

合　計　　　６８　単位

総合計　　１２４　単位

知能
メカトロニクス
通論

必　　修　　　　４６　単位

選択必修(1)から　　２　単位以上

選択(1)から　　　　２０　単位以上

電気電子系
基礎 選択(1)のうち１０単位は他学部、他学科

科目、単位互換協定に基づく他大学等
の開講科目を充てることができる。

機械系
基礎

種類

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択必修 卒業に必要な区分別単位数



カリキュラム表（平成３０年度入学者）学籍番号B20P*** ※学籍番号B20以外の学生は大学HP「授業・履修関係（シラバス）」からダウンロードしてください。
　（３）情報工学科

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 2 2 2 2 2 2

文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　修　　　２　単位

文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　  ８　単位以上

哲学・倫理学A 2 2 2 2

哲学・倫理学B 2 2 2 2 2

哲学・倫理学C 2 2 2 2 2

心理学A 2 2 2 2 2 2

心理学B 2 2 2 2

心理学C 2 2 2 2

社会学A 2 2 2 2 2 2

社会学B 2 2 2 2 2 2

社会学C 2 2 2 2 2 2

経済学Ａ 2 2 2 2 2 2

総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2

総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2

日本国憲法 2 2 2 2 2 2

現代の働く環境 2 2 2 2 2 2

コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2

あきた地域学 2 2 2

卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2

（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上

科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上

教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上

英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から　  ２　単位以上

異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2

実践英語Ⅰ 2 2 2

教養英語Ⅱ 2 2 2

英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2

異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2

実践英語Ⅱ 2 2 2

教養英語Ⅲ 2 2 2

グローバルシチズンシップＡ 2 2 2

グローバルシチズンシップＢ 2 2 2

グローバルシチズンシップＣ 2 2 2

グローバルシチズンシップＤ 2 2 2

教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)

卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1

体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上

保健体育　 2 2 2 2

卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎（情報） 2 2 2

科学技術基幹 科学技術史 2 2 2 必　　修　　　８　単位

環境科学 2 2 2

ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2

システム科学入門（情報・建築・経営） 2 2 2

システム科学応用（情報） ○情報 2 2 2

システム科学演習（情報） 情報 2 4 2

システム科学技術概論 2 2 2

あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2

卒業に必要な単位数 8 ※ ※

教職課程 単位 必修 選択 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー（情報・建築・経営） 2 4 2 必　　修　　１４　単位

解析学Ⅰa 2 2 2 選択必修　　２　単位

解析学Ⅰb 2 2 2

解析学Ⅱ 2 2 2

線形代数学 2 2 2

確率・統計学 2 2 2

工業数学（情報） 2 2 2

物理学Ⅰ（情報） 2 2 2

物理学Ⅱ（情報） 2 2 2

物理学実験 2 4 2

化学Ⅰ 2 2 2

化学Ⅱ 2 2 2

生物学 2 2 2

職業指導（工業） 2 2 2

卒業に必要な単位数 14 2 ※ ※

※システム科学技術基幹科目と
共通基礎科目は合計３２単位以
上（必修２２単位及び選択必修２
単位を含む）を修得。
※「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」
履修者（かつ単位未修得の者）
が受講対象となる。対象とならな
い者が履修した場合は自由単
位となり、卒業要件には含まれな
い。

※システム科学技術基幹科目と
共通基礎科目は合計３２単位以
上（必修２２単位及び選択必修２
単位を含む）を修得

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及
び(4)のいずれか一つにすること
ができる。

選択(1)のうち４単位は、放送大
学開講科目（ただし、外国語科
目は２単位まで）又は単位互換
協定における他大学の開講科
目を宛てることができる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択



　（３）情報工学科

専門分野等 授業科目 教職課程 単位 必修 選択 自由

の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)
専門科目 プログラミングⅠ ○情報 3 4 3

プログラミングⅡ ○情報 3 4 3
プログラミングⅢ 3 4 3
システム創成プロジェクト実習Ⅰ 2 4 2
システム創成プロジェクト実習Ⅱ 2 4 2
ディジタル信号処理 ○情報 2 2 2
音響工学 ○情報 2 2 2
画像信号処理 ○情報 2 2 2
音信号処理 情報 2 2 2
パターン認識と機械学習 情報 2 2 2
感性情報工学 情報 2 2 2
論理回路学（情報） ○情報 2 2 2
システムアーキテクチャ ○情報 2 2 2
情報システム学 ○情報 2 2 2
情報ネットワーク工学 ○情報 2 2 2
モバイルネットワーク工学 情報 2 2 2
電気回路学Ⅰ 2 2 2
電気回路学Ⅱ 2 2 2
電子回路学 2 2 2
電磁気学 2 2 2
情報通信工学 情報 2 2 2
離散数学 ○情報 2 2 2
情報理論 ○情報 2 2 2
アルゴリズムとデータ構造 ○情報 2 2 2
数値解析 情報 2 2 2
人工知能 情報 2 2 2
データマイニング 2 2 2
シミュレーション工学 2 2 2
数理統計Ⅰ 2 2 2
数理統計Ⅱ 2 2 2
最適化手法 2 2 2
情報社会と情報倫理 ○情報 2 2 2
情報と職業 ○情報 2 2 2
技術英語セミナー 1 2 1
科学技術ライティング 1 1 1
情報工学セミナー 2 2 2
卒業研究 8 8 8 8
基礎セミナー 1 2 1
数学基礎演習A 1 2 1
数学基礎演習B 1 2 1

他学科専門科目 （他学科専門科目） (10)
インターンシップ インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2
卒業に必要な単位数 40 28
卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

68 2 54

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。

　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。

　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の

　　いずれか一つに充てることができる。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・システム科学技術基幹科目は、必修８単位を修得。

　・共通基礎科目は、必修１４単位、選択必修２単位（解析学Ⅰa、解析学Ⅰbのいずれか1科目）を修得。

　・システム科学技術基幹科目と共通基礎科目は合計３２単位以上（必修科目２２単位及び選択必修科目２単位を含む。自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修科目４０単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。

２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。

　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。

　・外国語科目は、８単位以上を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から２８単位以上（自由科目を除く）を修得。

３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。

　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。

　・外国語科目は、１０単位以上を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から３０単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修２４単位を含む４８単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・「プログラミングⅠ」「プログラミングⅡ」「システム創成プロジェクト実習Ⅰ」「システム創成プロジェクト実習Ⅱ」「基礎セミナー」「情報工学セミナー」を修得。

４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。

５　教職課程の教科欄に〇印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

総合計　　１２４　単位

基礎情報工学
と知能情報処
理

社会と情報

コミュニケーショ
ン能力

セミナー・卒業
研究等

基礎演習

合　計　　　６８　単位

問題発見・解決
型実践的学修 必　　修　　　　４０　単位

選択(1)から　　　　２８　単位以上

メディア情報処
理

選択(1)のうち１０単位は他学部、他学科
科目、単位互換協定に基づく他大学等
の開講科目を充てることができる。

ハードウェア機構
と情報ネットワー
クシステム

種類

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択必修 卒業に必要な区分別単位数



カリキュラム表（平成３０年度入学者）学籍番号B20C*** ※学籍番号B20以外の学生は大学HP「授業・履修関係（シラバス）」からダウンロードしてください。
　（４）建築環境システム学科

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 2 2 2 2 2 2

文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　修　　　２　単位

文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　  ８　単位以上

哲学・倫理学A 2 2 2 2

哲学・倫理学B 2 2 2 2 2

哲学・倫理学C 2 2 2 2 2

心理学A 2 2 2 2 2 2

心理学B 2 2 2 2

心理学C 2 2 2 2

社会学A 2 2 2 2 2 2

社会学B 2 2 2 2 2 2

社会学C 2 2 2 2 2 2

経済学Ａ 2 2 2 2 2 2

総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2

総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2

日本国憲法 2 2 2 2 2 2

現代の働く環境 2 2 2 2 2 2

コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2

あきた地域学 2 2 2

卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2

（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上

科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上

教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上

英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から　  ２　単位以上

異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2

実践英語Ⅰ 2 2 2

教養英語Ⅱ 2 2 2

英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2

異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2

実践英語Ⅱ 2 2 2

教養英語Ⅲ 2 2 2

グローバルシチズンシップＡ 2 2 2

グローバルシチズンシップＢ 2 2 2

グローバルシチズンシップＣ 2 2 2

グローバルシチズンシップＤ 2 2 2

教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)

卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1

体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上

保健体育　 2 2 2 2

卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

システム 創造科学の基礎（建築） 2 2 2 必　　修　　１０　単位

科学技術基幹 科学技術史 2 2 2

環境科学 2 2 2

ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2

システム科学入門（情報・建築・経営） ○工業 2 2 2

システム科学応用（建築） 2 2 2

システム科学演習（建築） 2 4 2

システム科学技術概論 ○工業 2 2 2

あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2

卒業に必要な単位数 10 ※ ※

教職課程 単位 必修 選択 自由 卒業に必要な区分別単位数
の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー（情報・建築・経営） 2 4 2 必　　修　　　４　単位

解析学Ⅰa 2 2 2

解析学Ⅰb 2 2 (2)

解析学Ⅱ 2 2 2

線形代数学 2 2 2

確率・統計学 2 2 2

工業数学（建築） 工業 2 2 2

物理学Ⅰ（建築・経営） 2 2 2

物理学Ⅱ（建築・経営） 2 2 2

物理学実験 2 4 2

化学Ⅰ 2 2 2

化学Ⅱ 2 2 2

生物学 2 2 2

職業指導（工業） ○工業 2 2 2

卒業に必要な単位数 4 ※ ※

※システム科学技術基幹科目の「ベン
チャービジネス論」「システム科学演習（建
築）」「システム科学技術概論」「あきた地
域学アドバンスト」、および共通基礎科目
の数学６科目・「物理学Ⅰ」「物理学Ⅱ」・
化学２科目・「生物学」のうちから合計１６
単位を修得。
※数学６科目のうち「解析学Ⅰa」「解析
学Ⅰb」はどちらかひとつを卒業要件に含
めることができる。「解析学Ⅰb」は「解析
学Ⅰa」履修者（かつ単位未修得の者）が
受講対象となる。

※システム科学技術基幹科目の「ベンチャービ
ジネス論」「システム科学演習（建築）」「システ
ム科学技術概論」「あきた地域学アドバンスト」、
および共通基礎科目の数学６科目・「物理学
Ⅰ」「物理学Ⅱ」・化学２科目・「生物学」のうちか
ら合計１６単位を修得。
※数学６科目のうち「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」
はどちらかひとつを卒業要件に含めることがで
きる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及
び(4)のいずれか一つにすること
ができる。

選択(1)のうち４単位は、放送大
学開講科目（ただし、外国語科
目は２単位まで）又は単位互換
協定における他大学の開講科
目を宛てることができる。

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類
開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択



　（４）建築環境システム学科

専門分野等 授業科目 教職課程 単位 必修 選択 自由

の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)
専門科目 建築設計製図 建築設計基礎 工業 2 4 2

建築設計Ⅰ ○工業 2 4 2

建築設計Ⅱ 工業 2 4 2

建築設計Ⅲ 工業 4 8 4

建築設計Ⅳ 2 4 2

建築ＣＡＤ演習 工業 2 4 2

建築計画 都市・建築計画学概論 ○工業 2 2 2

建築計画Ⅰ ○工業 2 2 2

建築計画Ⅱ 2 2 2

建築計画と風土 2 2 2

都市計画 2 2 2

都市・建築史 2 2 2

建築環境工学 建築環境基礎論 ○工業 2 2 2

室内気候計画Ⅰ 工業 2 2 2

室内気候計画Ⅰ演習 1 2  1

室内気候計画Ⅱ 2 2 2 2

建築音・光環境 2 2 2

建築設備 建築設備 ○工業 2 2 2

構造力学 構造力学Ⅰ ○工業 2 2 2

構造力学Ⅰ演習 工業 1 2 1

構造力学Ⅱ 工業 2 2 2

構造力学Ⅱ演習 1 2 1

構造解析学 2 2 2 2

地盤と建築基礎 2 2 2

建築一般構造 建築構造学概論 ○工業 2 2 2

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造Ⅰ ○工業 2 2 2

鋼構造Ⅰ ○工業 2 2 2

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造Ⅱ 2 2 2

鋼構造Ⅱ 2 2 2

木質構造 2 2 2

建築材料 建築材料基礎 ○工業 2 2 2

建築材料構成法 2 2 2 2

建築材料実験 工業 2 4 2

建築生産 建築施工・生産管理 ○工業 2 2 2

建築生産実習 2 4 2

材料・建築の生産と環境 2 2 2

建築法規 建築法規 ○工業 2 2 2

その他 都市環境 2 2 2 2

（建築分野） 建築技術英語 2 2 2

建築数理基礎 2 2 2

建築学セミナー 1 2 1

研究プレゼンテーション 1 2 1

建築学研修 4 8 4

卒業研究 8 16 8

他学科専門科目 （他学科専門科目） (10)

インターンシップ インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2

卒業に必要な単位数 58 0 0 12

卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

78 0 46

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。

　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。

　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の

　　いずれか一つに充てることができる。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を修得。

　・共通基礎科目は、必修４単位を修得。

　・システム科学技術基幹科目の「ベンチャービジネス論」「システム科学演習（建築）」「システム科学技術概論」「あきた地域学アドバンスト」、および共通基礎科目の


　　数学６科目、「物理学Ⅰ（建築・経営）」「物理学Ⅱ（建築・経営）」、化学２科目、「生物学」のうちから合計１６単位を修得。数学６科目のうち「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」はどちらか

　　ひとつを卒業要件に含めることができる。

  ・専門科目は、必修５８単位を含む７０単位以上（自由科目を除く）を修得。

２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。

　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。

　・外国語科目から８単位以上を修得。

　・保健体育科目から２単位以上を修得。

　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から２８単位以上（自由科目を除く）を修得。

３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。

　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。

　・外国語科目から１０単位以上を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から３０単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・「建築設計基礎」「建築設計Ⅰ」「建築設計Ⅱ」「建築設計Ⅲ」「建築学セミナー」を修得。

　・専門科目のうち、必修４４単位以上、選択科目１０単位以上を修得。

４　履修条件Ⅲ（建築設計基礎、建築設計Ⅰ、同Ⅱ、同Ⅲ、同Ⅳの履修順序）
　　「建築設計基礎」を修得しなければ「建築設計Ⅰ」を履修することができない。「建築設計Ⅰ」を修得しなければ「建築設計Ⅱ」を履修することができない。

　　「建築設計Ⅱ」を修得しなければ「建築設計Ⅲ」を履修することができない。「建築設計Ⅲ」を修得しなければ「建築設計Ⅳ」を履修することができないことを原則とする。

５　選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。

６　教職課程の教科欄に〇印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

総合計　　１２４　単位

必　　修 　５８　単位

選択(1)から　１２　単位以上

セミナー・卒業
研究等

合　計　　　７０　単位

選択(1)のうち１０単位は他学部、他学科
科目、単位互換協定に基づく他大学等
の開講科目を充てることができる。

種類

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択必修 卒業に必要な区分別単位数



カリキュラム表（平成３０年度入学者）学籍番号B20D*** ※学籍番号B20以外の学生は大学HP「授業・履修関係（シラバス）」からダウンロードしてください。

　（５）経営システム工学科

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数

の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

人文社会科学 文学・文化学A 2 2 2 2 2 2

文学・文化学B 2 2 2 2 2 2 必　　修　　　２　単位

文学・文化学C 2 2 2 2 2 2 選択(1)から　  ８　単位以上

哲学・倫理学A 2 2 2 2

哲学・倫理学B 2 2 2 2 2

哲学・倫理学C 2 2 2 2 2

心理学A 2 2 2 2 2 2

心理学B 2 2 2 2

心理学C 2 2 2 2

社会学A 2 2 2 2 2 2

社会学B 2 2 2 2 2 2

社会学C 2 2 2 2 2 2

経済学Ａ 2 2 2 2 2 2

総合科目A　人間と環境 2 2 2 2 2

総合科目B　生活と情報 2 2 2 2 2

日本国憲法 2 2 2 2 2 2

現代の働く環境 2 2 2 2 2 2

コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2

あきた地域学 2 2 2

卒業に必要な単位数 2 8 合　計　　　１０　単位

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数

の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

外国語 ＣＡＬＬⅠ 2 4 2

（英語） ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上

科学英語基礎 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上

教養英語Ⅰ 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上

英語プレゼンテーションⅠ 2 2 2 選択(4)から　  ２　単位以上

異文化コミュニケ―ションⅠ 2 2 2

実践英語Ⅰ 2 2 2

教養英語Ⅱ 2 2 2

英語プレゼンテーションⅡ 2 2 2

異文化コミュニケ―ションⅡ 2 2 2

実践英語Ⅱ 2 2 2

教養英語Ⅲ 2 2 2

グローバルシチズンシップＡ 2 2 2

グローバルシチズンシップＢ 2 2 2

グローバルシチズンシップＣ 2 2 2

グローバルシチズンシップＤ 2 2 2

教養英語Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)

卒業に必要な単位数 4 2 2 2 2 合　計　　　１２　単位

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数

の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3) (4)

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1

体育実技Ⅱ 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上

保健体育　 2 2 2 2

卒業に必要な単位数 2 合　計　　　　２　単位

教職課程 単位 必修 自由 卒業に必要な区分別単位数

の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (1) (2) (3)

システム 創造科学の基礎（経営） 2 2 2

科学技術基幹 科学技術史 2 2 2 必　　修　　１０　単位

環境科学 2 2 2 選択(1)から　 ２　単位以上

ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2

システム科学入門（情報・建築・経営） ○工業 2 2 2

システム科学応用（経営） 工業 2 2 2

システム科学演習（経営） ○工業 2 4 2

システム科学技術概論 ○工業 2 2 2

あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2

卒業に必要な単位数 10 0 2 合　計　　　１2　単位

教職課程 単位 必修 選択 自由 卒業に必要な区分別単位数

の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ 必修 (1) (2) (3)

共通基礎 情報リテラシー（情報・建築・経営） 2 4 2

解析学Ⅰa 2 2 2 必　　修　　　６　単位

解析学Ⅰb 2 2 2 選択必修　　  ２　単位

解析学Ⅱ 2 2 2 選択(1)から　 　８　単位以上

線形代数学 2 2 2

確率・統計学 2 2 2

工業数学（経営） 工業 2 2 2

物理学Ⅰ（建築・経営） 2 2 2

物理学Ⅱ（建築・経営） 2 2 2

化学Ⅰ 2 2 2

化学Ⅱ 2 2 2

生物学 2 2 2

職業指導（工業） ○工業 2 2 2

卒業に必要な単位数 6 2 8 合　計　　　１６　単位

システム科学技術基幹科目と共通基礎科目を合計して卒業に必要な単位数 16 2 14 合　計　　　３２　単位

「解析学Ⅰb」は「解析学Ⅰa」履
修者（かつ単位未修得の者）が
受講対象となる。対象とならない
者が履修した場合は自由単位と
なり、卒業要件には含まれない。

種類

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

必修
選択

種類

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

「教養英語Ⅳ」は選択(2)、(3)及
び(4)のいずれか一つにすること
ができる。

選択(1)のうち４単位は、放送大
学開講科目（ただし、外国語科
目は２単位まで）又は単位互換
協定における他大学の開講科
目を宛てることができる。

種類

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択

種類

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数
授業科目 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択



　（５）経営システム工学科

専門分野等 授業科目 教職課程 単位 必修 選択 自由

の教科 １ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)
専門科目 経営システム工学演習Ⅰ 2 4 2

経営システム工学演習Ⅱ ○工業 2 4 2 必　　修　　　　３２　単位

経営システム工学実験 ○工業 2 4 2 選択必修(1)から　８　単位以上

経営システム工学演習Ⅲ 2 4 2

社会調査法 2 2 2

ビジネスモデル論 2 2 2

起業入門 2 2 2

ビジネスプランニング 2 2 2 (2)

プログラミングⅠ ○工業 2 2 2

プログラミングⅡ 工業 2 2 2

生産管理工学Ⅰ ○工業 2 2 2

生産管理工学Ⅱ 工業 2 2 2

データベース 工業 2 2 2

経営情報システム論 ○工業 2 2 2

応用情報処理 工業 2 2 2 (2)

財務管理 2 2 2

管理会計 2 2 2

マーケティング 2 2 2

経営学 2 2 2

ファイナンス 2 2 2 (2)

人間工学 工業 2 2 2 (2)

経営基礎数理 2 2 2

数理統計Ⅰ ○工業 2 2 2

数理統計Ⅱ 2 2 2

数理計画 ○工業 2 2 2

意思決定分析 2 2 2

応用確率論 2 2 2

シミュレーション 2 2 2

最適化モデル 2 2 2

社会科学データ分析 2 2 2 (2)

環境システム工学Ⅰ ○工業 2 2 2

環境システム工学Ⅱ 工業 2 2 2

物性化学 2 2 2

材料化学 2 2 2

リスクマネジメント 工業 2 2 2 (2)

資源エネルギー技術 工業 2 2 2 (2)

ミクロ経済学 2 2 2

マクロ経済学 2 2 2

経営法務 2 2 2 (2)

セミナーⅠ 1 2 1

セミナーⅡ 1 2 1

卒業研究 8 8 8 8

他学科専門科目 （他学科専門科目） (10)

インターンシップ インターンシップＡ 2 2 2

インターンシップＢ 2 2 2

卒業に必要な単位数 32 8 28

卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

54 10 60

備　　考 １　卒業要件
　　卒業単位は１２４単位以上とする。

　・人文社会科学科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。

　・外国語科目は、英語を必修４単位のほかに選択(1)、(2)、(3)及び(4)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。教養英語Ⅳは選択(2)、(3)及び(4)の

　　いずれか一つに充てることができる。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を含む１２単位以上を修得。

　・共通基礎科目は、必修６単位、選択必修２単位（「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」のいずれか１科目）を含む１６単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目は合計３２単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修３２単位及び選択必修８単位を含む６８単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目のうち、「ビジネスプランニング」「応用情報処理」「ファイナンス」「人間工学」「社会科学データ分析」「リスクマネジメント」

　  「資源エネルギー技術」「経営法務」から８単位以上を修得。

２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）
　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。

　・人文社会科学科目から６単位以上を修得。

　・外国語科目は、８単位以上を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・「情報リテラシー」を修得。

　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目から２６単位以上（自由科目を除く）を修得。

３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　  ６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者（３年以上在籍する者にあっては、第６セメスター以降の各セメスター終了時に以下の要件を満たした者）及び別に定め

　るところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。

　・人文社会科学科目から８単位以上を修得。

　・外国語科目は、１０単位以上を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・「情報リテラシー」を修得。

　・システム科学技術基幹科目は、必修１０単位を含む１２単位以上を修得。

　・共通基礎科目は、必修６単位、選択必修２単位（「解析学Ⅰa」「解析学Ⅰb」のいずれか１科目）を含む１６単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・システム科学技術基幹科目および共通基礎科目は合計３２単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目を４５単位以上修得。

　・「経営システム工学演習Ⅰ」「経営システム工学演習Ⅱ」「経営システム工学演習Ⅲ」「経営システム工学実験」「セミナーⅠ」を修得。

４　選択必修(1)(2)又は選択(1)(2)(3)(4)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。

５　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。

６　教職課程の教科欄に〇印を付した科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

大域的環境シ
ステム

セミナー・卒業
研究等

合　計　　　６８　単位

総合計　　１２４　単位

創造型実践演
習

選択(1)から　　　２８　単位以上

イノベーション・
プランニング 選択(1)のうち１０単位は他学部、他学科

科目、単位互換協定に基づく他大学等
の開講科目を充てることができる。

経営工学手法

数理的解析手
法

種類

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 選択必修 卒業に必要な区分別単位数



カリキュラム表（平成29年度入学者用）学籍番号B19A*** ※学籍番号B19以外の学生は大学HP「授業・履修関係（シラバス）」からダウンロードしてください。

（１）機械知能システム学科

1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ (1) (2) (3)
教養教育 文学・文化学Ⅰ 2 2 2 2 2 2 必　　修　　  　２単位

文学・文化学Ⅱ 2 2 2 2 2 2 選択（１）から　　　８単位以上

文学・文化学Ⅲ 2 2 2 2 2 2
哲学・倫理学Ⅰ 2 2 2 2 2
哲学・倫理学Ⅱ 2 2 2 2
哲学・倫理学Ⅲ 2 2 2 2 2
心理学Ⅰ 2 2 2 2 2 2
心理学Ⅱ 2 2 2 2
心理学Ⅲ 2 2 2 2
社会学Ⅰ 2 2 2 2 2 2
社会学Ⅱ 2 2 2 2 2 2
社会学Ⅲ 2 2 2 2 2 2
経済学Ａ 2 2 2 2 2 2
総合科目Ⅰ　人間と環境 2 2 2 2 2
総合科目Ⅱ　生活と情報 2 2 2 2 2
日本国憲法 ○ 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 2 2 2
卒業に必要な教養教育科目の単位数 2 8 合計　　10単位

外国語（英語） ＣＡＬＬⅠ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 選択必修　　　２　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上

総合英語Ⅰ 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上

総合英語Ⅱ 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上

英会話 2 4 2
英文講読Ⅰ 2 2 2 (3)のいずれか一つにすることが

英文講読Ⅱ 2 2 2 できる。

英文講読Ⅲ 2 2 2
英文講読Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)
英語表現 2 2 2
実用英語 2 2 2
実践英語Ⅰ 2 2 2
実践英語Ⅱ 2 2 2
卒業に必要な外国語科目の単位数 4 2 2 2 2 合計　　12単位

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上

体育実技Ⅱ 1 2 1
保健体育 2 2 2 2
卒業に必要な保健体育科目の単位数 2 合計　　2単位

情報科学 コンピュータリテラシーⅠ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

コンピュータリテラシーⅡ 2 4 2
卒業に必要な情報科学科目の単位数 4 合計　　4単位

創造科学の世界Ａ ○工業 2 2 2 必　　修　　１８　単位

科学技術史 工業 2 2 2 選択必修 　 　２　単位

環境科学 2 2 2 選択(1)から 　 ８　単位以上

ベンチャービジネス論 2 2 2 選択(2)から 　 ２　単位以上

あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2
システム科学Ⅰ ○工業 2 2 2
システム科学ⅡＡ 工業 2 2 2
システム科学演習Ａ 工業 2 4 2
電子情報システム学概論 工業 2 2 2
建築環境システム学概論 工業 2 2 2
経営システム工学概論 工業 2 2 2
線形代数学 2 2 2
解析学Ⅰa 2 2 2
解析学Ⅰb 2 2 2
解析学Ⅱ 2 2 2
工業数学 工業 2 2 2
確率・統計学 2 2 2
基礎物理学 2 2 2
物理学Ⅰ ○理科 2 2 2
物理学Ⅱ ○理科 2 2 2
物理学実験 理科 2 4 2
化学Ⅰ ○理科 2 2 2
化学Ⅱ ○理科 2 2 2
生物学 ○理科 2 2 2
地球科学 ○理科 2 2 2
職業指導（工業） ○工業 2 2 2
卒業に必要なシステム科学技術基礎科目の単位数 18 2 8 2 合計　　30単位

種類

システム科学
技術基礎科目

必
修

選択
必修

1年次 2年次 選択3年次 自
由

授　 業　 科　 目

選択(1)のうち４単位は、放送大学
開講科目（ただし、外国語科目は
２単位まで）又は単位互換協定に
おける他大学の開講科目を充て
ることができる。

教職課程
の教科

単
位

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択自由区分・単位数
卒業に必要な区分単位数4年次



　（2）機械知能システム学科

種類 専門分野等 授業科目 選択

１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 材料構造工学 材料力学Ⅰ 理科 2 2 2

材料力学Ⅱ 理科 2 2 2

材料力学Ⅲ 理科 2 2 2

機械材料学 工業 2 2 (2) 2

知能材料学 工業 2 2 2

破壊力学 理科 2 2 2

知能機械製作学 工業 2 2 (2) 2

加工工学 工業 2 2 2

生産システム工学 工業 2 2 2

熱・流体工学 熱力学Ⅰ 理科 2 2 2

熱力学Ⅱ 理科 2 2 2

熱エネルギー変換工学 理科 2 2 2

流体力学Ⅰ 理科 2 2 2

流体力学Ⅱ 理科 2 2 2

エネルギシステム工学 理科 2 2 2

計算力学 工業 2 2 2

機械力学Ⅰ 理科 2 2 2

機械力学Ⅱ 理科 2 2 2

生体知能工学 機械設計工学 工業 2 2 (2) 2

CAD/CAM 工業 2 2 2

制御工学Ⅰ 工業 2 2 (2) 2

制御工学Ⅱ 工業 2 2 2

メカトロニクス 工業 2 2 2

機構学 工業 2 2 (2) 2

機械知能学 工業 2 2 2

ロボット工学 工業 2 2 2

その他 物理学Ⅲ 理科 2 2 2

応用数学Ⅰ 工業 2 2 (2) 2

応用数学Ⅱ 2 2 (2) 2

数値計算 2 2 2

数値シミュレーション法 工業 2 2 2

計測工学 工業 2 2 2

機械知能ｼｽﾃﾑ学特別講義 工業 2 2 2

工学英語 2 2 2

課題研究 2 2 2

セミナー 2 2 2

他学科専門科目 (10)

実験・実習等 機械知能システム学演習Ⅰ 1 2 1

機械知能システム学演習Ⅱ 1 2 1

機械知能システム学実習 工業 2 4 2

機械知能システム学実験 理科 2 4 2

プログラミング言語演習 工業 1 2 1

数学および物理学演習 2 4 2

応用数学演習 1 2 1

設計製図Ⅰ 工業 2 4 2

設計製図Ⅱ 工業 2 4 2

卒業研究 8 8 8 8

インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2

卒業に必要な専門科目の単位数 32 8 2 24

必修 選択必修 選択

60 14 50

備　　考備　　考 １　卒業要件

　　卒業単位は１２４単位以上とする。

　・教養教育科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。

　・外国語科目は、英語を必修４単位及び選択必修２単位の他に選択(1)、(2)及び(3)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。英文講読Ⅳは選択(1)、(2)及び(3)の

　　いずれか一つに充てることができる。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・情報科学科目は、必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目のうち、ベンチャービジネス論、システム科学ⅡＡ、システム科学演習Ａ、確率･統計学、物理学Ⅱ、化学２科目、生物学、地球科学、

　 あきた地域学アドバンストから８単位以上を修得。各学科概論（自学科分を除く）から２単位以上を修得。

　・システム科学技術基礎科目は、必修１８単位及び選択必修２単位を含む３０単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修科目３２単位及び選択必修科目１０単位を含む６６単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目の選択必修科目のうち、機械材料学、知能機械製作学、機械設計工学、制御工学Ⅰ、機構学から８単位以上を修得。

　・専門科目の選択必修科目のうち、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱから２単位以上を修得。

２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）

　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。

　・教養教育科目から６単位以上を修得。

　・外国語科目は、８単位以上を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・情報科学科目は、必修４単位以上を修得。

　・システム科学技術基礎科目は、２６単位以上（自由科目を除く）を修得。

３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）

　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者（３年以上在籍する者にあっては、第６セメスター以降の各セメスター終了時に以下の要件を満たした者）及び別に定め

　るところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。

　・教養教育科目から８単位以上を修得。

　・外国語科目は、１０単位以上を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・情報科学科目は、必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目は、必修及び選択必修１８単位を含む３０単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修科目及び選択必修科目２４単位を含む４０単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・機械知能システム学演習Ⅰ、機械知能システム学演習Ⅱ、機械知能システム学実習、機械知能システム学実験、設計製図Ⅰ、設計製図Ⅱ、

　　課題研究から５科目以上を修得。

４　解析学Ⅰbは解析学Ⅰa履修者（かつ単位未修得の者）が受講対象となる。対象とならない者が履修した場合は自由単位となり、卒業要件には含まれない。

５　選択必修(1)及び(2)又は選択(1)、(2)及び(3)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。

６　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。

７　教職課程の教科欄に○印を付した授業科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

卒業に必要な区分別単位数

卒業に必要な単位数の合計 総合計　　１２４　単位

必　　修　　　　 ３２ 　単位

選択必修(1)から 　８　単位以上

選択必修(2)から　 ２　単位以上

選択(1)から　 　　２４　単位以上

選択(1)のうち１０単位は他学部、他学科
科目、単位互換協定に基づく他大学等
の開講科目を充てることができる。

合　計　　　６６　単位

選択必修必
修

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

自
由

教職課程
の教科

単
位

３年次 ４年次１年次 ２年次



カリキュラム表（平成29年度入学者用）学籍番号B19B** ※学籍番号B19以外の学生は大学HP「授業・履修関係（シラバス）」からダウンロードしてください。

（１）電子情報システム学科

1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ (1) (2) (3)

教養教育 文学・文化学Ⅰ 2 2 2 2 2 2 必　　修　　　  ２単位

文学・文化学Ⅱ 2 2 2 2 2 2 選択（１）から　　　８単位以上

文学・文化学Ⅲ 2 2 2 2 2 2

哲学・倫理学Ⅰ 2 2 2 2 2

哲学・倫理学Ⅱ 2 2 2 2

哲学・倫理学Ⅲ 2 2 2 2 2

心理学Ⅰ 2 2 2 2 2 2

心理学Ⅱ 2 2 2 2

心理学Ⅲ 2 2 2 2

社会学Ⅰ 2 2 2 2 2 2

社会学Ⅱ 2 2 2 2 2 2

社会学Ⅲ 2 2 2 2 2 2

経済学Ａ 2 2 2 2 2 2

総合科目Ⅰ　人間と環境 2 2 2 2 2

総合科目Ⅱ　生活と情報 2 2 2 2 2

日本国憲法 ○ 2 2 2 2 2 2

現代の働く環境 2 2 2 2 2 2

コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2

あきた地域学 2 2 2

卒業に必要な教養教育科目の単位数 2 8 合計　　10単位

外国語（英語） ＣＡＬＬⅠ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 選択必修　　　２　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上

総合英語Ⅰ 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上

総合英語Ⅱ 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上

英会話 2 4 2 英文講読Ⅳは選択(1)、(2)及び

英文講読Ⅰ 2 2 2 できる。

英文講読Ⅱ 2 2 2

英文講読Ⅲ 2 2 2

英文講読Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)

英語表現 2 2 2

実用英語 2 2 2

実践英語Ⅰ 2 2 2

実践英語Ⅱ 2 2 2

卒業に必要な外国語科目の単位数 4 2 2 2 2 合計　　12単位

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上

体育実技Ⅱ 1 2 1

保健体育 2 2 2 2

卒業に必要な保健体育科目の単位数 2 合計　　2単位

情報科学 コンピュータリテラシーⅠ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

コンピュータリテラシーⅡ 2 4 2

卒業に必要な情報科学科目の単位数 4 合計　　4単位

創造科学の世界Ｂ ○工業 2 2 2 必　　修　　２２　単位

科学技術史 工業 2 2 2 選択必修　　　２　単位

環境科学 2 2 2 選択(1)から　　４　単位以上

ベンチャービジネス論 2 2 2 選択(2)から　　２　単位以上

あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2

システム科学Ⅰ ○工業 2 2 2

システム科学ⅡＢ 工業 2 2 2

システム科学演習Ｂ 工業 2 4 2

機械知能システム学概論 工業 2 2 2

建築環境システム学概論 工業 2 2 2

経営システム工学概論 工業 2 2 2

線形代数学 2 2 2

解析学Ⅰa 2 2 2

解析学Ⅰb 2 2 2

解析学Ⅱ 2 2 2

工業数学（電子１） 工業 2 2 2

工業数学（電子２） 工業 2 2 2

確率・統計学 2 2 2

物理学Ⅰ ○理科 2 2 2

物理学Ⅱ ○理科 2 2 2

物理学実験 理科 2 4 2

化学Ⅰ ○理科 2 2 2

化学Ⅱ ○理科 2 2 2

生物学 ○理科 2 2 2

地球科学 ○理科 2 2 2

職業指導（工業） ○工業 2 2 2

卒業に必要なシステム科学技術基礎科目の単位数 22 2 4 2 合計　　30単位

種類

必修選択自由区分・単位数

システム科学
技術基礎科目

卒業に必要な区分単位数選択
必修

選択 自
由

授　 業　 科　 目
教職課程

の教科
単
位

開講年次（セメスター）・週時間数

選択(1)のうち４単位は、放送大学開
講科目（ただし、外国語科目は２単
位まで）又は単位互換協定における
他大学の開講科目を充てることが
できる。

4年次 必
修

1年次 2年次 3年次



　（２）電子情報システム学科

種類 専門分野等 授業科目 選択

１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 必修科目 電気回路学Ⅰ 理科 2 2 2

電気回路学Ⅱ 工業 2 2 2 必　　修　　　３０　単位

論理回路学 工業 2 2 2 選択必修(1)から　６　単位以上

電子回路学Ⅰ 理科 2 2 2 選択(1)から　　　３０　単位以上

電磁気学Ⅰ 理科 2 2 2

電磁気学Ⅱ 理科 2 2 (2) 2

電子回路学Ⅱ 工業 2 2 (2) 2

情報理論 2 2 (2) 2

ディジタル信号処理 工業 2 2 (2) 2

離散数学 2 2 (2) 2

エネルギー工学 理科 2 2 2

過渡現象論 工業 2 2 2

電磁エネルギー変換論 理科 2 2 2

パワーエレクトロニクス 工業 2 2 2

波動伝送工学 工業 2 2 2

電気・電子計測 工業 2 2 2

システム制御工学 工業 2 2 2

通信システム 工業 2 2 2

電気・電子材料 工業 2 2 2

量子力学 理科 2 2 2

電子物性 理科 2 2 2

熱・統計力学 理科 2 2 2

電子デバイス工学Ⅰ 理科 2 2 2

応用電子物性 工業 2 2 2

電子デバイス工学Ⅱ 工業 2 2 2

レーザー応用工学 理科 2 2 2

数値解析 2 2 2

情報数学 2 2 2

アルゴリズムとデータ構造 工業 2 2 2

計算機アーキテクチャ 2 2 2

シミュレーション工学 2 2 2

プログラミング応用 工業 2 2 2

アドバンストプログラミング 工業 2 2 2

人工知能論 工業 2 2 2

音響工学 工業 2 2 2

画像信号処理 2 2 2

光情報工学 工業 2 2 2

情報ネットワーク工学 工業 2 2 2

生体情報工学 2 2 2
その他 他学科専門科目 (10)

電子情報実験Ⅰ 理科 2 4 2

電子情報実験Ⅱ 理科 2 4 2

電子情報システム学演習Ⅰ 1 2 1

電子情報システム学演習Ⅱ 1 2 1

プログラミング基礎 工業 3 4 3

基礎セミナー 1 2 1

セミナー 2 2 2

卒業研究 8 8 8 8

電子情報基礎演習Ⅰ 1 2 1

電子情報基礎演習Ⅱ 1 2 1

インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2

卒業に必要な専門科目の単位数 30 6 30

必修 選択必修 選択

62 10 39

備　　考 １　卒業要件

　　卒業単位は１２４単位以上とする。

　・教養教育科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。

　・外国語科目は、英語を必修４単位及び選択必修２単位の他に選択(1)、(2)及び(3)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。英文講読Ⅳは選択(1)、(2)及び(3)の

　　いずれか一つに充てることができる。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・情報科学科目は、必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目のうち、ベンチャービジネス論、確率･統計学、物理学Ⅱ、化学２科目、生物学、地球科学、

　　あきた地域学アドバンスト から４単位以上を修得。各学科概論（自学科分を除く）から２単位以上を修得。

　・システム科学技術基礎科目は、必修２２単位及び選択必修２単位を含む３０単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修３０単位及び選択必修６単位を含む６６単位以上（自由科目を除く）修得。

　・専門科目の選択必修科目のうち、電磁気学Ⅱ、電子回路学Ⅱ、情報理論、ディジタル信号処理、離散数学から６単位以上を修得。

２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）

　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。

　・教養教育科目から６単位以上を修得。

　・外国語科目は、８単位以上を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・情報科学科目は、必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目は、２６単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・物理学実験、基礎セミナー、電子情報システム学演習Ⅰを修得。

３　履修条件Ⅱ（７セメスターへの進級条件）

　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスターに進むことができる。

　・教養教育科目から８単位以上を修得。

　・外国語科目は、１０単位以上を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・情報科学科目は、必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目は、必修及び選択必修２２単位を含む３０単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・プログラミング基礎、電子情報実験Ⅰ、電子情報実験Ⅱ、セミナー、電子情報システム学演習Ⅱを修得。

　・専門科目は、必修及び選択必修２６単位以上を含む５２単位以上を修得。

４　解析学Ⅰbは解析学Ⅰa履修者（かつ単位未修得の者）が受講対象となる。対象とならない者が履修した場合は自由単位となり、卒業要件には含まれない。

５　選択必修(1)又は選択(1)、(2)及び(3)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。

６　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。

７　教職課程の教科欄に○印を付した授業科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

必修科目
（実験・実習）

自由単位科目

合　計　　　６６　単位

卒業に必要な区分別単位数
教職課程

の教科
単
位

開講年次（セメスター）・週時間数

先進物性
デバイス
グループ
選択科目

必修選択区分・単位数

選択必修

卒業に必要な単位数の合計 総合計　　１２４　単位

４年次

情報ネットワーク
基盤グループ
選択科目

メディア情報
グループ
選択科目

選択必修
科目

選択(1)のうち１０単位は他学部、他学科科
目、単位互換協定に基づく他大学等の開
講科目を充てることができる。

計測通信
制御
システム
グループ
選択科目

必
修

自
由

１年次 ２年次 ３年次



カリキュラム表（平成29年度入学者用）学籍番号B19C** ※学籍番号B19以外の学生は大学HP「授業・履修関係（シラバス）」からダウンロードしてください。

（１）建築環境システム学科

1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ (1) (2) (3)

教養教育 文学・文化学Ⅰ 2 2 2 2 2 2 必　　修　　  　２単位

文学・文化学Ⅱ 2 2 2 2 2 2 選択（１）から　　　８単位以上

文学・文化学Ⅲ 2 2 2 2 2 2

哲学・倫理学Ⅰ 2 2 2 2 2

哲学・倫理学Ⅱ 2 2 2 2

哲学・倫理学Ⅲ 2 2 2 2 2

心理学Ⅰ 2 2 2 2 2 2

心理学Ⅱ 2 2 2 2

心理学Ⅲ 2 2 2 2

社会学Ⅰ 2 2 2 2 2 2

社会学Ⅱ 2 2 2 2 2 2

社会学Ⅲ 2 2 2 2 2 2

経済学Ａ 2 2 2 2 2 2

総合科目Ⅰ　人間と環境 2 2 2 2 2

総合科目Ⅱ　生活と情報 2 2 2 2 2

日本国憲法 ○ 2 2 2 2 2 2

現代の働く環境 2 2 2 2 2 2

コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2

あきた地域学 2 2 2

卒業に必要な教養教育科目の単位数 2 8 合計　　10単位

外国語（英語） ＣＡＬＬⅠ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 選択必修　　　２　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上

総合英語Ⅰ 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上

総合英語Ⅱ 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上

英会話 2 4 2

英文講読Ⅰ 2 2 2 英文講読Ⅳは選択(1)、(2)及び

英文講読Ⅱ 2 2 2 (3)のいずれか一つにすることが

英文講読Ⅲ 2 2 2 できる。

英文講読Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)

英語表現 2 2 2

実用英語 2 2 2

実践英語Ⅰ 2 2 2

実践英語Ⅱ 2 2 2

卒業に必要な外国語科目の単位数 4 2 2 2 2 合計　　12単位

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上

体育実技Ⅱ 1 2 1

保健体育 2 2 2 2

卒業に必要な保健体育科目の単位数 2 合計　　2単位

情報科学 コンピュータリテラシーⅠ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

コンピュータリテラシーⅡ 2 4 2

卒業に必要な情報科学科目の単位数 4 合計　　4単位

創造科学の世界Ｃ ○工業 2 2 2 必　　修　　１４　単位

科学技術史 工業 2 2 2 選択(1)から　１４　単位以上

環境科学 2 2 2 選択(2)から　　２　単位以上

ベンチャービジネス論 2 2 2

あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2

システム科学Ⅰ ○工業 2 2 2

システム科学ⅡＣ 工業 2 2 2

システム科学演習Ｃ 2 4 2

機械知能システム学概論 工業 2 2 2

電子情報システム学概論 工業 2 2 2

経営システム工学概論 工業 2 2 2

線形代数学 2 2 2 解析学Ia、解析学Ibはどちらか

解析学Ⅰa 2 2 (2) ひとつを卒業要件に含めること

解析学Ⅰb 2 2 (2) ができる。備考５を参照のこと。

解析学Ⅱ 2 2 2

工業数学 工業 2 2 2

確率・統計学 2 2 2

基礎物理学 2 2 2

物理学Ⅰ 2 2 2

物理学Ⅱ 2 2 2

物理学実験 2 4 2

化学Ⅰ 2 2 2

化学Ⅱ 2 2 2

生物学 2 2 2

地球科学 2 2 2

職業指導（工業） ○工業 2 2 2

卒業に必要なシステム科学技術基礎科目の単位数 14 14 2 合計　　30単位

授　 業　 科　 目
単
位

卒業に必要な区分単位数
教職課程

の教科 4年次 選択
必修

システム科学
技術基礎科目

種類

選択(1)のうち４単位は、放送大学
開講科目（ただし、外国語科目は２
単位まで）又は単位互換協定にお
ける他大学の開講科目を充てるこ
とができる。

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択自由区分・単位数

必
修

選択1年次 自
由

2年次 3年次



　（２）建築環境システム学科

種類 専門分野等 授業科目 選択

１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 建築設計製図 建築設計基礎 工業 2 4 2

建築設計Ⅰ 工業 2 4 2

建築設計Ⅱ 工業 2 4 2

建築設計Ⅲ 工業 4 8 4

建築設計Ⅳ 工業 2 4 2

建築ＣＡＤ演習 工業 2 4 2

建築計画 都市・建築計画学概論 工業 2 2 2

建築計画Ⅰ 工業 2 2 2

建築計画Ⅱ 2 2 2

建築計画と風土 2 2 2

都市計画 2 2 2

日本建築史・西洋建築史 2 2 2

近代建築史 2 2 2

建築環境工学 建築環境基礎論 工業 2 2 2

室内気候計画Ⅰ 工業 2 2 2

室内気候計画Ⅰ演習 1 2  1

室内気候計画Ⅱ 2 2 2 2

建築音・光環境 2 2 2

建築設備 建築設備 2 2 2

構造力学 建築構造学概論 工業 2 2 2

構造力学Ⅰ 工業 2 2 2

構造力学Ⅰ演習 工業 1 2 1

構造力学Ⅱ 工業 2 2 2

構造力学Ⅱ演習 1 2 1

構造解析学 2 2 2 2

地盤と建築基礎 2 2 2

建築一般構造 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造Ⅰ 工業 2 2 2

鋼構造Ⅰ 工業 2 2 2

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造Ⅱ 2 2 2

鋼構造Ⅱ 2 2 2

木質構造 2 2 2

建築材料 建築材料基礎 工業 2 2 2

建築材料構成法 工業 2 2 2 2

建築材料実験 工業 2 4 2

建築生産 建築施工・生産管理 2 2 2

建築生産実習 工業 2 4 2

材料・建築の生産と環境 2 2 2

建築法規 建築法規 工業 2 2 2

その他 都市環境 2 2 2 2

（建築分野） 環境評価 2 2 2

建築技術英語 工業 2 2 2

実験・実習等 セミナーⅠ 1 2 1

セミナーⅡ 1 2 1

建築学研修 4 8 4

卒業研究 8 16 8

自由科目単位 建築数理基礎 2 2 2

インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2

その他 他学科専門科目 (10)

卒業に必要な専門科目の単位数 58 0 0 8

卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

82 2 40

備　　考 １　卒業要件

　　卒業単位は１２４単位以上とする。

　・教養教育科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。

　・外国語科目は、英語を必修４単位及び選択必修２単位の他に選択(1)、(2)及び(3)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。英文講読Ⅳは選択(1)、(2)及び(3)の

　　いずれか一つに充てることができる。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・情報科学科目は、必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目のうち、ベンチャービジネス論、数学５科目、基礎物理学、物理学Ⅰ、物理学Ⅱ、化学２科目、生物学、 

　　地球科学、あきた地域学アドバンストから１４単位以上を修得。各学科概論（自学科分を除く）から２単位以上を修得。

　・システム科学技術基礎科目からは、必修14単位を含む30単位以上（自由科目を除く）を修得。

  ・専門科目は、必修５８単位を含む６６単位以上（自由科目を除く）を修得。

２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）

　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。

　・教養教育科目から６単位以上を修得。

　・外国語科目から８単位以上を修得。

　・保健体育科目から２単位以上を修得。

　・情報科学科目から必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目から２６単位以上（自由科目を除く）を修得。

３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）

　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者（３年以上在籍する者にあっては、第６セメスター以降の各セメスター終了時に以下の要件を満たした者）及び別に定め

　るところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。

　・教養教育科目から８単位以上を修得。

　・外国語科目から１０単位以上を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・情報科学科目は、必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目から３０単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・建築設計基礎、建築設計Ⅰ、建築設計Ⅱ、建築設計Ⅲ、セミナーⅠを修得。

　・専門科目のうち、必修４４単位以上、選択科目から６単位以上を修得。

４　履修条件Ⅲ（建築設計基礎、建築設計Ⅰ、同Ⅱ、同Ⅲ、同Ⅳの履修順序）

　　建築設計基礎を修得しなければ建築設計Ⅰを履修することができない。建築設計Ⅰを修得しなければ建築設計Ⅱを履修することができない。

　　建築設計Ⅱを修得しなければ建築設計Ⅲを履修することができない。建築設計Ⅲを修得しなければ建築設計Ⅳを履修することができないことを原則とする。

５　解析学Ⅰbは解析学Ⅰa履修者（かつ単位未修得の者）が受講対象となる。対象とならない者が履修した場合は自由単位となり、卒業要件には含まれない。

６　選択必修(1)及び(2)又は選択(1)、(2)及び(3)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。

７　教職課程の教科欄に○印を付した授業科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

２年次 ３年次 ４年次 自
由

卒業に必要な区分別単位数

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

１年次

合　計　　　６６　単位

総合計　　１２４　単位

選択(1)から　　８　単位以上

必
修

教職課程
の教科

必　　修　  ５８　単位

単
位

選択必修

選択(1)のうち１０単位は他学部、他学科
科目、単位互換協定に基づく他大学等
の開講科目を充てることができる。



カリキュラム表（平成29年度入学者用）学籍番号B19D** ※学籍番号B19以外の学生は大学HP「授業・履修関係（シラバス）」からダウンロードしてください。

（１）経営システム工学科

1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ (1) (2) (3)
教養教育 文学・文化学Ⅰ 2 2 2 2 2 2 必　　修　  　　２単位

文学・文化学Ⅱ 2 2 2 2 2 2 選択（１）から　　　８単位以上

文学・文化学Ⅲ 2 2 2 2 2 2
哲学・倫理学Ⅰ 2 2 2 2 2
哲学・倫理学Ⅱ 2 2 2 2
哲学・倫理学Ⅲ 2 2 2 2 2
心理学Ⅰ 2 2 2 2 2 2
心理学Ⅱ 2 2 2 2
心理学Ⅲ 2 2 2 2
社会学Ⅰ 2 2 2 2 2 2
社会学Ⅱ 2 2 2 2 2 2
社会学Ⅲ 2 2 2 2 2 2
経済学Ａ 2 2 2 2 2 2
総合科目Ⅰ　人間と環境 2 2 2 2 2
総合科目Ⅱ　生活と情報 2 2 2 2 2
日本国憲法 ○ 2 2 2 2 2 2
現代の働く環境 2 2 2 2 2 2
コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2
あきた地域学 2 2 2
卒業に必要な教養教育科目の単位数 2 8 合計　　10単位

外国語（英語） ＣＡＬＬⅠ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 選択必修　　　２　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上

総合英語Ⅰ 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上

総合英語Ⅱ 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上

英会話 2 4 2
英文講読Ⅰ 2 2 2 英文講読Ⅳは選択(1)、(2)及び

英文講読Ⅱ 2 2 2 (3)のいずれか一つにすることが

英文講読Ⅲ 2 2 2 できる。

英文講読Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)
英語表現 2 2 2
実用英語 2 2 2
実践英語Ⅰ 2 2 2
実践英語Ⅱ 2 2 2
卒業に必要な外国語科目の単位数 4 2 2 2 2 合計　　12単位

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上

体育実技Ⅱ 1 2 1
保健体育 2 2 2 2
卒業に必要な保健体育科目の単位数 2 合計　　2単位

情報科学 コンピュータリテラシーⅠ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

コンピュータリテラシーⅡ 2 4 2
卒業に必要な情報科学科目の単位数 4 合計　　4単位

創造科学の世界Ｄ ○工業 2 2 2 必　　修　　１６　単位

科学技術史 工業 2 2 2 選択必修　 　２　単位

環境科学 2 2 2 選択(1)から 　１０　単位以上

ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2 選択(2)から　 ２　単位以上

あきた地域学アドバンスト 2 2 2 2 2
システム科学Ⅰ ○工業 2 2 2
システム科学ⅡＤ 工業 2 2 2
システム科学演習Ｄ 工業 2 4 2
機械知能システム学概論 工業 2 2 2
電子情報システム学概論 工業 2 2 2
建築環境システム学概論 工業 2 2 2
線形代数学 2 2 2
解析学Ⅰa 2 2 2
解析学Ⅰb 2 2 2
解析学Ⅱ 2 2 2
工業数学 工業 2 2 2
確率・統計学 2 2 2
基礎物理学 2 2 2
物理学Ⅰ 2 2 2 2
物理学Ⅱ 2 2 2 2
化学Ⅰ 2 2 2
化学Ⅱ 2 2 2
生物学 2 2 2
地球科学 2 2 2
職業指導（工業） ○工業 2 2 2
卒業に必要なシステム科学技術基礎科目の単位数 16 2 10 2 合計　　30単位

システム科学
技術基礎科目

必修選択自由区分・単位数
卒業に必要な区分単位数1年次 3年次 4年次 必

修
選択
必修

選択2年次 自
由

選択(1)のうち４単位は、放送大学
開講科目（ただし、外国語科目は２
単位まで）又は単位互換協定にお
ける他大学の開講科目を充てる
ことができる。

種類
教職課程

の教科
単
位

開講年次（セメスター）・週時間数
授　 業　 科　 目



　（2）経営システム工学科

種類 開講期等 授業科目 選択

１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 １セメ開講 経営基礎数理 2 2 2

２セメ開講 数理統計Ⅰ 工業 2 2 2

ミクロ経済学 2 2 2

財務管理 2 2 2

３セメ開講 生産管理工学Ⅰ 工業 2 2 2

数理統計Ⅱ 2 2 2

管理会計 2 2 2

社会調査法 2 2 2

物性化学 理科 2 2 2
４セメ開講 環境システム工学Ⅰ 工業 2 2 2

数理計画 工業 2 2 2

意思決定分析 2 2 2

データベース 工業 2 2 2

マーケティング 2 2 2

材料化学 理科 2 2 2
５セメ開講 経営情報システム論 工業 2 2 2

生産管理工学Ⅱ 工業 2 2 2

最適化モデル 2 2 2

応用確率論 2 2 2

シミュレーション 2 2 2

環境システム工学Ⅱ 工業 2 2 2

経営学 2 2 2

人間工学 工業 2 2 2 2

マクロ経済学 2 2 2
６セメ開講 イノベーション入門 工業 2 2 (2) 2

ファイナンス 2 2 (2) 2

応用情報処理 工業 2 2 (2) 2

社会科学データ分析 2 2 (2) 2

経営法務 2 2 (2) 2

資源エネルギー技術 工業 2 2 (2) 2

リスクマネジメント 工業 2 2 (2) 2

その他 他学科専門科目 (10)

実験・実習等 経営管理学演習 2 4 2

経営工学演習 工業 2 4 2

経営工学実験 工業 2 4 2

経営システム工学実践 2 4 2

セミナーⅠ 1 2 1

セミナーⅡ 1 2 1

卒業研究 8 8 8 8

インターンシップＡ 2 2 2

インターンシップＢ 2 2 2

卒業に必要な専門科目の単位数 30 8 28

必修 選択必修 選択

56 12 56

備　　考 １　卒業要件

　　卒業単位は１２４単位以上とする。

　・教養教育科目は、必修２単位及び選択（１）８単位以上の合計１０単位以上を修得。

　・外国語科目は、英語を必修４単位及び選択必修２単位の他に選択(1)、(2)及び(3)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。英文講読Ⅳは選択(1)、(2)及び(3)の

　　いずれか一つに充てることができる。

  ・保健体育科目は、２単位以上を修得。

  ・情報科学科目は、必修４単位を修得。

  ・システム科学技術基礎科目のうち、ベンチャービジネス論、解析学Ⅱ、工業数学、確率・統計学、基礎物理学、物理学Ⅱ、化学２科目、生物学、地球科学、

　　あきた地域学アドバンストから１０単位以上を修得。各学科概論（自学科分を除く）から２単位以上を修得。

  ・システム科学技術基礎科目は、必修１６単位及び選択必修２単位を含む３０単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修３０単位及び選択必修８単位を含む６６単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目のうち、イノベーション入門、ファイナンス、資源エネルギー技術、応用情報処理、社会科学データ分析、経営法務、リスクマネジメントから８単位

　　以上を修得。

２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）

　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。

　・教養教育科目から６単位以上を修得。

　・外国語科目から８単位以上を修得。

　・保健体育科目から２単位以上を修得。

　・情報科学科目から必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目から２２単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目から１４単位以上を修得。

３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）

　  ６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者（３年以上在籍する者にあっては、第６セメスター以降の各セメスター終了時に以下の要件を満たした者）及び別に定め

　るところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。

　・解析学Ⅱ、物理学Ⅱ、数理統計Ⅱ、経営基礎数理のうち１科目以上を修得。

　・教養教育科目から８単位以上を修得。

　・外国語科目から10単位を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・情報科学科目は、必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目は、必修及び選択必修１６単位を含む30単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目を４５単位以上修得。

　・専門科目のうち実験・実習等から９単位以上修得。

４　解析学Ⅰbは解析学Ⅰa履修者（かつ単位未修得の者）が受講対象となる。対象とならない者が履修した場合は自由単位となり、卒業要件には含まれない。

５　選択(1)、(2)及び(3)については、それぞれの範囲での選択を示す。

６　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。

７　教職課程の教科欄に○印を付した授業科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

必
修

選択必修 自
由

卒業に必要な区分別単位数４年次

必修選択区分・単位数

１年次 ２年次

総合計　　１２４　単位

教職課程
の教科

単
位

開講年次（セメスター）・週時間数

選択必修(1)から　 ８　単位以上

選択(1)から　　　２８　単位以上

選択(1)のうち１０単位は他学部、他学科
科目、単位互換協定に基づく他大学等
の開講科目を充てることができる。

必　　修　　　　３０　単位

３年次

卒業に必要な単位数の合計

合　計　　　６６　単位



カリキュラム表（平成28年度入学者用）学籍番号B18A** ※学籍番号B18以外の学生は大学HP「授業・履修関係（シラバス）」からダウンロードしてください。

（１）機械知能システム学科

1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ (1) (2) (3)

教養教育 文学・文化学Ⅰ 2 2 2 2 2 2

文学・文化学Ⅱ 2 2 2 2 2 2 選択（１）から10単位以上

文学・文化学Ⅲ 2 2 2 2 2 2

哲学・倫理学Ⅰ 2 2 2 2 2

哲学・倫理学Ⅱ 2 2 2 2 2

哲学・倫理学Ⅲ 2 2 2 2

心理学Ⅰ 2 2 2 2 2 2

心理学Ⅱ 2 2 2 2

心理学Ⅲ 2 2 2 2

社会学Ⅰ 2 2 2 2 2 2

社会学Ⅱ 2 2 2 2 2 2

社会学Ⅲ 2 2 2 2 2 2

経済学Ａ 2 2 2 2 2 2

総合科目Ⅰ　人間と環境 2 2 2 2 2

総合科目Ⅱ　生活と情報 2 2 2 2 2

日本国憲法 ○ 2 2 2 2 2 2

現代の働く環境 2 2 2 2 2 2

コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2

卒業に必要な教養教育科目の単位数 10 合計　　10単位

外国語（英語） ＣＡＬＬⅠ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 選択必修　　　２　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上

総合英語Ⅰ 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上

総合英語Ⅱ 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上

英会話 2 4 2

英文講読Ⅰ 2 2 2 (3)のいずれか一つにすることが

英文講読Ⅱ 2 2 2 できる。

英文講読Ⅲ 2 2 2

英文講読Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)

英語表現 2 2 2

実用英語 2 2 2

実践英語Ⅰ 2 2 2

実践英語Ⅱ 2 2 2

卒業に必要な外国語科目の単位数 4 2 2 2 2 合計　　12単位

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上

体育実技Ⅱ 1 2 1

保健体育 2 2 2 2

卒業に必要な保健体育科目の単位数 2 合計　　2単位

情報科学 コンピュータリテラシーⅠ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

コンピュータリテラシーⅡ 2 4 2

卒業に必要な情報科学科目の単位数 4 合計　　4単位

創造科学の世界Ａ 工業 2 2 2 必　　修　　１８　単位

科学技術史 工業 2 2 2 選択必修 　 　２　単位

環境科学 2 2 2 選択(1)から 　 ８　単位以上

ベンチャービジネス論 2 2 2 選択(2)から 　 ２　単位以上

システム科学Ⅰ 工業 2 2 2

システム科学ⅡＡ 工業 2 2 2

システム科学演習Ａ 工業 2 4 2

電子情報システム学概論 工業 2 2 2

建築環境システム学概論 工業 2 2 2

経営システム工学概論 工業 2 2 2

線形代数学 2 2 2

解析学Ⅰa 2 2 2

解析学Ⅰb 2 2 2

解析学Ⅱ 2 2 2

工業数学 工業 2 2 2

確率・統計学 2 2 2

基礎物理学 2 2 2

物理学Ⅰ 理科 2 2 2

物理学Ⅱ 理科 2 2 2

物理学実験 理科 2 4 2

化学Ⅰ ○理科 2 2 2

化学Ⅱ 理科 2 2 2

生物学 ○理科 2 2 2

地球科学 ○理科 2 2 2

職業指導（工業） ○工業 2 2 2

卒業に必要なシステム科学技術基礎科目の単位数 18 2 8 2 合計　　30単位

選択 卒業に必要な区分単位数1年次 2年次 3年次

開講年次（セメスター）・週時間数

自
由

システム科学
技術基礎科目

必修選択自由区分・単位数

種類
単
位

教職課程
の教科 必

修
選択
必修

授　 業　 科　 目 4年次



　（2）機械知能システム学科

種類 専門分野等 授業科目 選択

１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 材料構造工学 材料力学Ⅰ 理科 2 2 2

材料力学Ⅱ 理科 2 2 2

材料力学Ⅲ 理科 2 2 2

機械材料学 工業 2 2 (2) 2

知能材料学 工業 2 2 2

破壊力学 理科 2 2 2

知能機械製作学 工業 2 2 (2) 2

加工工学 工業 2 2 2

生産システム工学 工業 2 2 2

熱・流体工学 熱力学Ⅰ 理科 2 2 2

熱力学Ⅱ 理科 2 2 2

熱エネルギー変換工学 理科 2 2 2

流体力学Ⅰ 理科 2 2 2

流体力学Ⅱ 理科 2 2 2

エネルギシステム工学 理科 2 2 2

計算力学 工業 2 2 2

機械力学Ⅰ 理科 2 2 2

機械力学Ⅱ 理科 2 2 2

生体知能工学 機械設計工学 工業 2 2 (2) 2

CAD/CAM 工業 2 2 2

制御工学Ⅰ 工業 2 2 (2) 2

制御工学Ⅱ 工業 2 2 2

メカトロニクス 工業 2 2 2

機構学 工業 2 2 (2) 2

機械知能学 工業 2 2 2

ロボット工学 工業 2 2 2

その他 物理学Ⅲ 理科 2 2 2

応用数学Ⅰ 工業 2 2 (2) 2

応用数学Ⅱ 2 2 (2) 2

数値計算 2 2 2

数値シミュレーション法 工業 2 2 2

計測工学 工業 2 2 2

機械知能ｼｽﾃﾑ学特別講義 工業 2 2 2

工学英語 2 2 2

課題研究 2 2 2

セミナー 2 2 2

他学科専門科目 (10)

実験・実習等 機械知能システム学演習Ⅰ 1 2 1

機械知能システム学演習Ⅱ 1 2 1

機械知能システム学実習 工業 2 4 2

機械知能システム学実験 理科 2 4 2

プログラミング言語演習 工業 1 2 1

数学および物理学演習 2 4 2

応用数学演習 1 2 1

設計製図Ⅰ 工業 2 4 2

設計製図Ⅱ 工業 2 4 2

卒業研究 8 8 8 8

インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2

卒業に必要な専門科目の単位数 32 8 2 24

必修 選択必修 選択

58 14 52

備　　考備　　考 １　卒業要件

　　卒業単位は１２４単位以上とする。

　・教養教育科目は、本学開講科目６単位の他に、本学開講科目、放送大学開講科目（ただし、外国語科目は２単位まで）又は単位互換協定における他大学の開講科目か

　　ら４単位以上の合計１０単位以上を修得。　　

　・外国語科目は、英語を必修４単位及び選択必修２単位の他に選択(1)、(2)及び(3)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。英文講読Ⅳは選択(1)、(2)及び(3)の

　　いずれか一つに充てることができる。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・情報科学科目は、必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目のうち、ベンチャービジネス論、システム科学ⅡＡ、システム科学演習Ａ、確率･統計学、物理学Ⅱ、化学２科目、生物学、地球科学から８単位以上

　 を修得。各学科概論（自学科分を除く）から２単位以上を修得。

　・システム科学技術基礎科目は、必修１８単位及び選択必修２単位を含む３０単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修科目３２単位及び選択必修科目１０単位を含む６６単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目の選択必修科目のうち、機械材料学、知能機械製作学、機械設計工学、制御工学Ⅰ、機構学から８単位以上を修得。

　・専門科目の選択必修科目のうち、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱから２単位以上を修得。

２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）

　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。

　・教養教育科目から６単位以上を修得。

　・外国語科目は、８単位以上を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・情報科学科目は、必修４単位以上を修得。

　・システム科学技術基礎科目は、２６単位以上（自由科目を除く）を修得。

３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）
　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者（３年以上在籍する者にあっては、第６セメスター以降の各セメスター終了時に以下の要件を満たした者）及び別に定め
　るところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。
　・教養教育科目から８単位以上を修得。
　・外国語科目は、１０単位以上を修得。
　・保健体育科目は、２単位以上を修得。
　・情報科学科目は、必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目は、必修及び選択必修１８単位を含む３０単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修科目及び選択必修科目２４単位を含む４０単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・機械知能システム学演習Ⅰ、機械知能システム学演習Ⅱ、機械知能システム学実習、機械知能システム学実験、設計製図Ⅰ、設計製図Ⅱ、

　　課題研究から５科目以上を修得。

４　解析学Ⅰbは解析学Ⅰa履修者（かつ単位未修得の者）が受講対象となる。対象とならない者が履修した場合は自由単位となり、卒業要件には含まれない。
５　選択必修(1)及び(2)又は選択(1)、(2)及び(3)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。
６　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。
７　教職課程の教科欄に○印を付した授業科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

選択(1)のうち１０単位は他学部、他学科
科目、単位互換協定に基づく他大学等
の開講科目を充てることができる。

合　計　　　６６　単位

卒業に必要な単位数の合計 総合計　　１２４　単位

教職課程
の教科

単
位

開講年次（セメスター）・週時間数

選択必修(2)から 　 ２　単位以上

選択(1)から　 　　２４　単位以上

自
由

卒業に必要な区分別単位数

必　　修　　　　３２ 　単位

選択必修(1)から  　８　単位以上

必修選択区分・単位数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 必
修

選択必修



カリキュラム表（平成28年度入学者用）学籍番号B18B** ※学籍番号B18以外の学生は大学HP「授業・履修関係（シラバス）」からダウンロードしてください。

（１）電子情報システム学科

1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ (1) (2) (3)

教養教育 文学・文化学Ⅰ 2 2 2 2 2 2

文学・文化学Ⅱ 2 2 2 2 2 2 選択（１）から１０単位以上

文学・文化学Ⅲ 2 2 2 2 2 2

哲学・倫理学Ⅰ 2 2 2 2 2

哲学・倫理学Ⅱ 2 2 2 2 2

哲学・倫理学Ⅲ 2 2 2 2

心理学Ⅰ 2 2 2 2 2 2

心理学Ⅱ 2 2 2 2

心理学Ⅲ 2 2 2 2

社会学Ⅰ 2 2 2 2 2 2

社会学Ⅱ 2 2 2 2 2 2

社会学Ⅲ 2 2 2 2 2 2

経済学Ａ 2 2 2 2 2 2

総合科目Ⅰ　人間と環境 2 2 2 2 2

総合科目Ⅱ　生活と情報 2 2 2 2 2

日本国憲法 ○ 2 2 2 2 2 2

現代の働く環境 2 2 2 2 2 2

コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2

卒業に必要な教養教育科目の単位数 10 合計　　10単位

外国語（英語） ＣＡＬＬⅠ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 選択必修　　　２　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上

総合英語Ⅰ 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上

総合英語Ⅱ 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上

英会話 2 4 2

英文講読Ⅰ 2 2 2 (3)のいずれか一つにすることが

英文講読Ⅱ 2 2 2 できる。

英文講読Ⅲ 2 2 2

英文講読Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)

英語表現 2 2 2

実用英語 2 2 2

実践英語Ⅰ 2 2 2

実践英語Ⅱ 2 2 2

卒業に必要な外国語科目の単位数 4 2 2 2 2 合計　　12単位

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上

体育実技Ⅱ 1 2 1

保健体育 2 2 2 2

卒業に必要な保健体育科目の単位数 2 合計　　2単位

情報科学 コンピュータリテラシーⅠ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

コンピュータリテラシーⅡ 2 4 2

卒業に必要な情報科学科目の単位数 4 合計　　4単位

創造科学の世界Ｂ 工業 2 2 2 必　　修　　２２　単位

科学技術史 工業 2 2 2 選択必修　　　２　単位

環境科学 2 2 2 選択(1)から　　４　単位以上

ベンチャービジネス論 2 2 2 選択(2)から　　２　単位以上

システム科学Ⅰ 工業 2 2 2

システム科学ⅡＢ 工業 2 2 2

システム科学演習Ｂ 工業 2 4 2

機械知能システム学概論 工業 2 2 2

建築環境システム学概論 工業 2 2 2

経営システム工学概論 工業 2 2 2

線形代数学 2 2 2

解析学Ⅰa 2 2 2

解析学Ⅰb 2 2 2

解析学Ⅱ 2 2 2

工業数学（電子１） 工業 2 2 2

工業数学（電子２） 工業 2 2 2

確率・統計学 2 2 2

物理学Ⅰ 理科 2 2 2

物理学Ⅱ 理科 2 2 2

物理学実験 理科 2 4 2

化学Ⅰ ○理科 2 2 2

化学Ⅱ 理科 2 2 2

生物学 ○理科 2 2 2

地球科学 ○理科 2 2 2

職業指導（工業） ○工業 2 2 2

卒業に必要なシステム科学技術基礎科目の単位数 22 2 4 2 合計　　30単位

選択種類
教職課程

の教科
単
位

開講年次（セメスター）・週時間数

授　 業　 科　 目 自
由

システム科学
技術基礎科目

必修選択自由区分・単位数

卒業に必要な区分単位数1年次 2年次 3年次 4年次 必
修

選択
必修



　（２）電子情報システム学科

種類 専門分野等 授業科目 選択

１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 電気回路学Ⅰ 理科 2 2 2

電気回路学Ⅱ 工業 2 2 2

論理回路学 工業 2 2 2

電子回路学Ⅰ 理科 2 2 2

電磁気学Ⅰ 理科 2 2 2

電磁気学Ⅱ 理科 2 2 (2) 2

電子回路学Ⅱ 工業 2 2 (2) 2

情報理論 2 2 (2) 2

ディジタル信号処理 工業 2 2 (2) 2

離散数学 2 2 (2) 2

エネルギー工学 理科 2 2 2

過渡現象論 工業 2 2 2

電磁エネルギー変換論 理科 2 2 2

パワーエレクトロニクス 工業 2 2 2

波動伝送工学 工業 2 2 2

電気・電子計測 工業 2 2 2

システム制御工学 工業 2 2 2

通信システム 工業 2 2 2

電気・電子材料 工業 2 2 2

量子力学 理科 2 2 2

電子物性 理科 2 2 2

熱・統計力学 理科 2 2 2

電子デバイス工学Ⅰ 理科 2 2 2

応用電子物性 工業 2 2 2

電子デバイス工学Ⅱ 工業 2 2 2

レーザー応用工学 理科 2 2 2

数値解析 2 2 2

情報数学 2 2 2

アルゴリズムとデータ構造 工業 2 2 2

計算機アーキテクチャ 2 2 2

シミュレーション工学 2 2 2

プログラミング応用 工業 2 2 2

アドバンストプログラミング 工業 2 2 2

人工知能論 工業 2 2 2

音響工学 工業 2 2 2

画像信号処理 2 2 2

光情報工学 工業 2 2 2

情報ネットワーク工学 工業 2 2 2

生体情報工学 2 2 2
その他 他学科専門科目 (10)

電子情報実験Ⅰ 理科 2 4 2

電子情報実験Ⅱ 理科 2 4 2

電子情報システム学演習Ⅰ 1 2 1

電子情報システム学演習Ⅱ 1 2 1

プログラミング基礎 工業 3 4 3

基礎セミナー 1 2 1

セミナー 2 2 2

卒業研究 8 8 8 8

電子情報基礎演習Ⅰ 1 2 1

電子情報基礎演習Ⅱ 1 2 1

インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2

卒業に必要な専門科目の単位数 30 6 30

必修 選択必修 選択

60 10 54

備　　考 １　卒業要件

　　卒業単位は１２４単位以上とする。

　・教養教育科目は、本学開講科目６単位の他に、本学開講科目、放送大学開講科目（ただし、外国語科目は２単位まで）又は単位互換協定における他大学の開講科目か

　　ら４単位以上の合計１０単位以上を修得。　　

　・外国語科目は、英語を必修４単位及び選択必修２単位の他に選択(1)、(2)及び(3)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。英文講読Ⅳは選択(1)、(2)及び(3)の

　　いずれか一つに充てることができる。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・情報科学科目は、必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目のうち、ベンチャービジネス論、確率･統計学、物理学Ⅱ、化学２科目、生物学、地球科学 から４単位以上を修得。各学科概論（自学科分を除く）から２単位以上を修得。

　・システム科学技術基礎科目は、必修２２単位及び選択必修２単位を含む３０単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修３０単位及び選択必修６単位を含む６６単位以上（自由科目を除く）修得。

　・専門科目の選択必修科目のうち、電磁気学Ⅱ、電子回路学Ⅱ、情報理論、ディジタル信号処理、離散数学から６単位以上を修得。

２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）

　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。

　・教養教育科目から６単位以上を修得。

　・外国語科目は、８単位以上を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・情報科学科目は、必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目は、２６単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・物理学実験、基礎セミナー、電子情報システム学演習Ⅰを修得。

３　履修条件Ⅱ（７セメスターへの進級条件）

　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、７セメスターに進むことができる。

　・教養教育科目から８単位以上を修得。

　・外国語科目は、１０単位以上を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・情報科学科目は、必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目は、必修及び選択必修２２単位を含む３０単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・プログラミング基礎、電子情報実験Ⅰ、電子情報実験Ⅱ、セミナー、電子情報システム学演習Ⅱを修得。

　・専門科目は、必修及び選択必修２６単位以上を含む５２単位以上を修得。

４　解析学Ⅰbは解析学Ⅰa履修者（かつ単位未修得の者）が受講対象となる。対象とならない者が履修した場合は自由単位となり、卒業要件には含まれない。

５　選択必修(1)又は選択(1)、(2)及び(3)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。

６　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。

７　教職課程の教科欄に○印を付した授業科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

自
由

情報ネットワーク
基盤グループ
選択科目

メディア情報
グループ
選択科目

自由単位科目

合　計　　　６６　単位

卒業に必要な単位数の合計 総合計　　１２４　単位

必修　　     　３０　単位

選択必修
科目

選択(1)のうち１０単位は他学部、他学科科
目、単位互換協定に基づく他大学等の開
講科目を充てることができる。

２年次 ３年次 ４年次

必修科目
（実験・実習）

選択必修

計測通信
制御
システム
グループ
選択科目

先進物性
デバイス
グループ
選択科目

卒業に必要な区分別単位数

必修科目

選択必修(1)から 　６　単位以上

選択(1)から　　　３０　単位以上

教職課程
の教科

単
位

開講年次（セメスター）・週時間数

必
修

必修選択区分・単位数

１年次



カリキュラム表（平成28年度入学者用）学籍番号B18C** ※学籍番号B18以外の学生は大学HP「授業・履修関係（シラバス）」からダウンロードしてください。

（１）建築環境システム学科

1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ (1) (2) (3)

教養教育 文学・文化学Ⅰ 2 2 2 2 2 2

文学・文化学Ⅱ 2 2 2 2 2 2 選択（１）から10単位以上

文学・文化学Ⅲ 2 2 2 2 2 2

哲学・倫理学Ⅰ 2 2 2 2 2

哲学・倫理学Ⅱ 2 2 2 2 2

哲学・倫理学Ⅲ 2 2 2 2

心理学Ⅰ 2 2 2 2 2 2

心理学Ⅱ 2 2 2 2

心理学Ⅲ 2 2 2 2

社会学Ⅰ 2 2 2 2 2 2

社会学Ⅱ 2 2 2 2 2 2

社会学Ⅲ 2 2 2 2 2 2

経済学Ａ 2 2 2 2 2 2

総合科目Ⅰ　人間と環境 2 2 2 2 2

総合科目Ⅱ　生活と情報 2 2 2 2 2

日本国憲法 ○ 2 2 2 2 2 2

現代の働く環境 2 2 2 2 2 2

コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2

卒業に必要な教養教育科目の単位数 10 合計　　10単位

外国語（英語） ＣＡＬＬⅠ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 選択必修　　　２　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上

総合英語Ⅰ 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上

総合英語Ⅱ 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上

英会話 2 4 2

英文講読Ⅰ 2 2 2 英文講読Ⅳは選択(1)、(2)及び

英文講読Ⅱ 2 2 2 (3)のいずれか一つにすることが

英文講読Ⅲ 2 2 2 できる。

英文講読Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)

英語表現 2 2 2

実用英語 2 2 2

実践英語Ⅰ 2 2 2

実践英語Ⅱ 2 2 2

卒業に必要な外国語科目の単位数 4 2 2 2 2 合計　　12単位

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上

体育実技Ⅱ 1 2 1

保健体育 2 2 2 2

卒業に必要な保健体育科目の単位数 2 合計　　2単位

情報科学 コンピュータリテラシーⅠ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

コンピュータリテラシーⅡ 2 4 2

卒業に必要な情報科学科目の単位数 4 合計　　4単位

創造科学の世界Ｃ 工業 2 2 2 必　　修　　１４　単位

科学技術史 工業 2 2 2 選択(1)から　１４　単位以上

環境科学 2 2 2 選択(2)から　　２　単位以上

ベンチャービジネス論 2 2 2

システム科学Ⅰ 工業 2 2 2

システム科学ⅡＣ 工業 2 2 2

システム科学演習Ｃ 2 4 2

機械知能システム学概論 工業 2 2 2

電子情報システム学概論 工業 2 2 2

経営システム工学概論 工業 2 2 2

線形代数学 2 2 2 解析学Ia、解析学Ibはどちらか

解析学Ⅰa 2 2 (2) ひとつを卒業要件に含めること

解析学Ⅰb 2 2 (2) ができる。備考５を参照のこと。

解析学Ⅱ 2 2 2

工業数学 工業 2 2 2

確率・統計学 2 2 2

基礎物理学 2 2 2

物理学Ⅰ 2 2 2

物理学Ⅱ 2 2 2

物理学実験 2 4 2

化学Ⅰ 2 2 2

化学Ⅱ 2 2 2

生物学 2 2 2

地球科学 2 2 2

職業指導（工業） ○工業 2 2 2

卒業に必要なシステム科学技術基礎科目の単位数 14 14 2 合計　　30単位

授　 業　 科　 目 必
修

開講年次（セメスター）・週時間数

選択

システム科学
技術基礎科目

必修選択自由区分・単位数

卒業に必要な区分単位数種類 選択
必修

単
位

教職課程
の教科 1年次 自

由
2年次 3年次 4年次



　（２）建築環境システム学科

種類 専門分野等 授業科目 選択

１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 建築設計製図 建築設計基礎 工業 2 4 2

建築設計Ⅰ 工業 2 4 2

建築設計Ⅱ 工業 2 4 2

建築設計Ⅲ 工業 4 8 4

建築設計Ⅳ 工業 2 4 2

建築ＣＡＤ演習 工業 2 4 2

建築計画 都市・建築計画学概論 工業 2 2 2

建築計画Ⅰ 工業 2 2 2

建築計画Ⅱ 2 2 2

建築計画と風土 2 2 2

都市計画 2 2 2

日本建築史・西洋建築史 2 2 2

近代建築史 2 2 2

建築環境工学 建築環境基礎論 工業 2 2 2

室内気候計画Ⅰ 工業 2 2 2

室内気候計画Ⅰ演習 1 2  1

室内気候計画Ⅱ 2 2 2 2

建築音・光環境 2 2 2

建築設備 建築設備 2 2 2

構造力学 建築構造学概論 工業 2 2 2

構造力学Ⅰ 工業 2 2 2

構造力学Ⅰ演習 工業 1 2 1

構造力学Ⅱ 工業 2 2 2

構造力学Ⅱ演習 1 2 1

構造解析学 2 2 2 2

地盤と建築基礎 2 2 2

建築一般構造 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造Ⅰ 工業 2 2 2

鋼構造Ⅰ 工業 2 2 2

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造Ⅱ 2 2 2

鋼構造Ⅱ 2 2 2

木質構造 2 2 2

建築材料 建築材料基礎 工業 2 2 2

建築材料構成法 工業 2 2 2 2

建築材料実験 工業 2 4 2

建築生産 建築施工・生産管理 2 2 2

建築生産実習 工業 2 4 2

材料・建築の生産と環境 2 2 2

建築法規 建築法規 工業 2 2 2

その他 都市環境 2 2 2 2

（建築分野） 環境評価 2 2 2

建築技術英語 工業 2 2 2

実験・実習等 セミナーⅠ 1 2 1

セミナーⅡ 1 2 1

建築学研修 4 8 4

卒業研究 8 16 8

自由科目単位 建築数理基礎 2 2 2

インターンシップA 2 2 2

インターンシップB 2 2 2

その他 他学科専門科目 (10)

卒業に必要な専門科目の単位数 58 0 0 8

卒業に必要な単位数の合計 必修 選択必修 選択

80 2 42

備　　考 １　卒業要件

　　卒業単位は１２４単位以上とする。

　・教養教育科目は、本学開講科目６単位の他に、本学開講科目、放送大学開講科目（ただし、外国語科目は２単位まで）又は単位互換協定における他大学の開講科目か

　　ら４単位以上の合計１０単位以上を修得。　　

　・外国語科目は、英語を必修４単位及び選択必修２単位の他に選択(1)、(2)及び(3)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。英文講読Ⅳは選択(1)、(2)及び(3)の

　　いずれか一つに充てることができる。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・情報科学科目は、必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目のうち、ベンチャービジネス論・数学５科目・基礎物理学・物理学Ⅰ・物理学Ⅱ・化学２科目・生物学・地球科学から１４単位以上を修得。各学科概 

　　論（自学科分を除く）から２単位以上を修得。

　・システム科学技術基礎科目からは、必修14単位を含む30単位以上（自由科目を除く）を修得。

  ・専門科目は、必修５８単位を含む６６単位以上（自由科目を除く）を修得。

２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）

　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。

　・教養教育科目から６単位以上を修得。

　・外国語科目から８単位以上を修得。

　・保健体育科目から２単位以上を修得。

　・情報科学科目から必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目から２６単位以上（自由科目を除く）を修得。

３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）

　　６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者（３年以上在籍する者にあっては、第６セメスター以降の各セメスター終了時に以下の要件を満たした者）及び別に定め

　るところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。

　・教養教育科目から８単位以上を修得。

　・外国語科目から１０単位以上を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・情報科学科目は、必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目から３０単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・建築設計基礎、建築設計Ⅰ、建築設計Ⅱ、建築設計Ⅲ、セミナーⅠを修得。

　・専門科目のうち、必修４４単位以上、選択科目から６単位以上を修得。

４　履修条件Ⅲ（建築設計基礎、建築設計Ⅰ、同Ⅱ、同Ⅲ、同Ⅳの履修順序）

　　建築設計基礎を修得しなければ建築設計Ⅰを履修することができない。建築設計Ⅰを修得しなければ建築設計Ⅱを履修することができない。

　　建築設計Ⅱを修得しなければ建築設計Ⅲを履修することができない。建築設計Ⅲを修得しなければ建築設計Ⅳを履修することができないことを原則とする。

５　解析学Ⅰbは解析学Ⅰa履修者（かつ単位未修得の者）が受講対象となる。対象とならない者が履修した場合は自由単位となり、卒業要件には含まれない。

６　選択必修(1)及び(2)又は選択(1)、(2)及び(3)については、それぞれの範囲での選択必修又は選択を示す。

７　教職課程の教科欄に○印を付した授業科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

１年次 選択必修３年次 ４年次

合　計　　　６６　単位

総合計　　１２４　単位

教職課程
の教科

単
位

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

必
修

必　　修　　５８　単位

自
由

２年次

選択(1)のうち１０単位は他学部、他学科
科目、単位互換協定に基づく他大学等
の開講科目を充てることができる。

卒業に必要な区分別単位数

選択(1)から　　８　単位以上



カリキュラム表（平成28年度入学者用）学籍番号B18D** ※学籍番号B18以外の学生は大学HP「授業・履修関係（シラバス）」からダウンロードしてください。

（１）経営システム工学科

1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ (1) (2) (3)

教養教育 文学・文化学Ⅰ 2 2 2 2 2 2

文学・文化学Ⅱ 2 2 2 2 2 2 選択（１）から１０単位以上

文学・文化学Ⅲ 2 2 2 2 2 2

哲学・倫理学Ⅰ 2 2 2 2 2

哲学・倫理学Ⅱ 2 2 2 2 2

哲学・倫理学Ⅲ 2 2 2 2

心理学Ⅰ 2 2 2 2 2 2

心理学Ⅱ 2 2 2 2

心理学Ⅲ 2 2 2 2

社会学Ⅰ 2 2 2 2 2 2

社会学Ⅱ 2 2 2 2 2 2

社会学Ⅲ 2 2 2 2 2 2

経済学Ａ 2 2 2 2 2 2

総合科目Ⅰ　人間と環境 2 2 2 2 2

総合科目Ⅱ　生活と情報 2 2 2 2 2

日本国憲法 ○ 2 2 2 2 2 2

現代の働く環境 2 2 2 2 2 2

コミュニケーション入門 2 2 2 2 2 2

卒業に必要な教養教育科目の単位数 10 合計　　10単位

外国語（英語） ＣＡＬＬⅠ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

ＣＡＬＬⅡ 2 4 2 選択必修　　　２　単位

科学英語 2 2 2 選択(1)から　  ２　単位以上

総合英語Ⅰ 2 2 2 選択(2)から　  ２　単位以上

総合英語Ⅱ 2 2 2 選択(3)から　  ２　単位以上

英会話 2 4 2

英文講読Ⅰ 2 2 2 英文講読Ⅳは選択(1)、(2)及び

英文講読Ⅱ 2 2 2 (3)のいずれか一つにすることが

英文講読Ⅲ 2 2 2 できる。

英文講読Ⅳ 2 2 (2) (2) (2)

英語表現 2 2 2

実用英語 2 2 2

実践英語Ⅰ 2 2 2

実践英語Ⅱ 2 2 2

卒業に必要な外国語科目の単位数 4 2 2 2 2 合計　　12単位

保健体育 体育実技Ⅰ 1 2 1 選択(1)から　　２　単位以上

体育実技Ⅱ 1 2 1

保健体育 2 2 2 2

卒業に必要な保健体育科目の単位数 2 合計　　2単位

情報科学 コンピュータリテラシーⅠ 2 4 2 必　　修　　　４　単位

コンピュータリテラシーⅡ 2 4 2

卒業に必要な情報科学科目の単位数 4 合計　　4単位

創造科学の世界Ｄ 工業 2 2 2 必　　修　　１８　単位

科学技術史 工業 2 2 2 選択必修　　　２　単位

環境科学 2 2 2 選択(1)から　　８　単位以上

ベンチャービジネス論 2 2 2 2 2 選択(2)から　　２　単位以上

システム科学Ⅰ 工業 2 2 2

システム科学ⅡＤ 工業 2 2 2

システム科学演習Ｄ 工業 2 4 2

機械知能システム学概論 工業 2 2 2

電子情報システム学概論 工業 2 2 2

建築環境システム学概論 工業 2 2 2

線形代数学 2 2 2

解析学Ⅰa 2 2 2

解析学Ⅰb 2 2 2

解析学Ⅱ 2 2 2

工業数学 工業 2 2 2

確率・統計学 2 2 2

基礎物理学 2 2 2

物理学Ⅰ 2 2 2 2

物理学Ⅱ 2 2 2 2

物理学実験 2 4 2

化学Ⅰ 2 2 2

化学Ⅱ 2 2 2

生物学 2 2 2

地球科学 2 2 2

職業指導（工業） ○工業 2 2 2

卒業に必要なシステム科学技術基礎科目の単位数 18 2 8 2 合計　　30単位

自
由

開講年次（セメスター）・週時間数

必
修

授　 業　 科　 目 選択
必修

選択

システム科学
技術基礎科目

必修選択自由区分・単位数

卒業に必要な区分単位数1年次 2年次 3年次 4年次種類
教職課程

の教科
単
位



　（2）経営システム工学科

種類 開講期等 授業科目 選択

１ｾﾒ ２ｾﾒ ３ｾﾒ ４ｾﾒ ５ｾﾒ ６ｾﾒ ７ｾﾒ ８ｾﾒ (１) (2) (１)

専門科目 １セメ開講 経営基礎数理 2 2 2

２セメ開講 数理統計Ⅰ 工業 2 2 2 必　　修　　　　３０　単位

ミクロ経済学 2 2 2 選択必修(1)から　 ８　単位以上

財務管理 2 2 2

３セメ開講 生産管理工学Ⅰ 工業 2 2 2

数理統計Ⅱ 2 2 2

管理会計 2 2 2

社会調査法 2 2 2

物性化学 理科 2 2 2
４セメ開講 環境システム工学Ⅰ 工業 2 2 2

数理計画 工業 2 2 2

意思決定分析 2 2 2

データベース 工業 2 2 2

マーケティング 2 2 2

材料化学 理科 2 2 2
５セメ開講 経営情報システム論 工業 2 2 2

生産管理工学Ⅱ 工業 2 2 2

最適化モデル 2 2 2

応用確率論 2 2 2

シミュレーション 2 2 2

環境システム工学Ⅱ 工業 2 2 2

経営学 2 2 2

人間工学 工業 2 2 2 2

マクロ経済学 2 2 2
６セメ開講 イノベーション入門 工業 2 2 (2) 2

ファイナンス 2 2 (2) 2

応用情報処理 工業 2 2 (2) 2

産業心理学 2 2 (2) 2

社会科学データ分析 2 2 (2) 2

経営法務 2 2 (2) 2

資源エネルギー技術 工業 2 2 (2) 2

リスクマネジメント 工業 2 2 (2) 2

その他 他学科専門科目 (10)

実験・実習等 経営管理学演習 2 4 2

経営工学演習 工業 2 4 2

経営工学実験 工業 2 4 2

経営システム工学実践 2 4 2

セミナーⅠ 1 2 1

セミナーⅡ 1 2 1

卒業研究 8 8 8 8

インターンシップＡ 2 2 2

インターンシップＢ 2 2 2

卒業に必要な専門科目の単位数 30 8 28

必修 選択必修 選択

56 12 56

備　　考 １　卒業要件

　　卒業単位は１２４単位以上とする。

　・教養教育科目は、本学開講科目６単位の他に、本学開講科目、放送大学開講科目（ただし、外国語科目は２単位まで）又は単位互換協定における他大学の開講科目か

　　ら４単位以上の合計１０単位以上を修得。　　

　・外国語科目は、英語を必修４単位及び選択必修２単位の他に選択(1)、(2)及び(3)それぞれ２単位以上の合計１２単位以上を修得。英文講読Ⅳは選択(1)、(2)及び(3)の

　　いずれか一つに充てることができる。

  ・保健体育科目は、２単位以上を修得。

  ・情報科学科目は、必修４単位を修得。

  ・システム科学技術基礎科目のうち、ベンチャービジネス論、解析学Ⅱ、工業数学、確率・統計学、基礎物理学、物理学Ⅱ、化学２科目、生物学、地球科学から８単位以上を修

　　得。各学科概論（自学科分を除く）から２単位以上を修得。

  ・システム科学技術基礎科目は、必修１８単位及び選択必修２単位を含む３０単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目は、必修３０単位及び選択必修８単位を含む６６単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目のうち、イノベーション入門、ファイナンス、資源エネルギー技術、応用情報処理、社会科学データ分析、産業心理学、経営法務、リスクマネジメントから８単位

　　以上を修得。

２　履修条件Ⅰ（５セメスターへの進級条件）

　　４セメスター終了時に以下の要件を満たしている者及び別に定めるところにより学部長が認めた者は、５セメスターに進むことができる。

　・教養教育科目から６単位以上を修得。

　・外国語科目から８単位以上を修得。

　・保健体育科目から２単位以上を修得。

　・情報科学科目から必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目から２２単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目から１４単位以上を修得。

３　履修条件Ⅱ（７セメスター以降への進級条件）

　  ６セメスター終了時に以下の要件を満たしている者（３年以上在籍する者にあっては、第６セメスター以降の各セメスター終了時に以下の要件を満たした者）及び別に定め

　るところにより学部長が認めた者は、７セメスター以降に進むことができる。

　・解析学Ⅱ、物理学Ⅱ、数理統計Ⅱ、経営基礎数理のうち１科目以上を修得。

　・教養教育科目から８単位以上を修得。

　・外国語科目から10単位を修得。

　・保健体育科目は、２単位以上を修得。

　・情報科学科目は、必修４単位を修得。

　・システム科学技術基礎科目は、必修及び選択必修１８単位を含む30単位以上（自由科目を除く）を修得。

　・専門科目を４５単位以上修得。

　・専門科目のうち実験・実習等から９単位以上修得。

４　解析学Ⅰbは解析学Ⅰa履修者（かつ単位未修得の者）が受講対象となる。対象とならない者が履修した場合は自由単位となり、卒業要件には含まれない。

５　選択(1)、(2)及び(3)については、それぞれの範囲での選択を示す。

６　専門科目の選択必修科目は、卒業に必要な単位数を超えて修得した場合、超過分を選択科目の単位数に含めることができる。

７　教職課程の教科欄に○印を付した授業科目は、当該免許状を取得するための必修科目であることを示す。

選択(1)から　　　２８　単位以上

合　計　　　６６　単位

卒業に必要な単位数の合計 総合計　　１２４　単位

教職課程
の教科

単
位

開講年次（セメスター）・週時間数 必修選択区分・単位数

卒業に必要な区分別単位数

選択(1)のうち１０単位は他学部、他学科
科目、単位互換協定に基づく他大学等
の開講科目を充てることができる。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 必
修

自
由

選択必修
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